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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され，

以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数の発

掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第411集として，日本道

路公団の東関東自動車道(千葉・富津線)建設事業に伴って実施し

た袖ケ浦市山谷遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では，特に中世の街道沿いの集落や墓域が発見され，大

量の中世陶磁器が出土するなど，この地域の歴史を知る上で貴重な

成果が得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また地域の歴史資

料として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成13年3月31日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長中村好成



凡例

1 本書は，日本道路公団による東関東自動車道(千葉・富津線)建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査

報告書である。

2 本書は，下記の遺跡を収録したものである。

山谷遺跡 千葉県袖ケ浦市野田字鎌倉街道22番地ほか (遺跡コード481-012)

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，日本道路公団の委託を受け，財団法人千葉県文化財センター

が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者，実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は，上席研究員井上哲朗が担当した。

6 火葬土坑出土の炭化材の樹種同定については，株式会社パレオ・ラボ藤根久・植田弥生氏の協力を得

た。

7 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁生涯学習部文化課，袖ケ浦市教育部生涯学習課，

袖ケ浦市郷土博物館井口崇氏，財団法人君津郡市文化財センタ一大谷弘幸氏，国立歴史民俗博物館小野

正敏氏，財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター藤津良祐氏，常滑市民俗資料館中野晴久氏，財団法人郡山

市埋蔵文化財発掘調査事業団の御指導，御協力を得た。

8 本書で使用した地図は，下記のとおりである。

第 1図 国土地理院発行 1/50，000地形図「木更津J(N 1 -54-25-4)・「姉崎J(N 1 -54-19-16) 

第2・3図 袖ケ浦市発行 1/2，500都市計画図 (14-1)・(14-3) (昭和63年承認)

第7図 参謀本部陸軍部測量局作成 1/20，000迅速測図

「奈良輪村」・「真里村J (明治15年測量・明治20年発行)

第8図 国土地理院発行 1/25，000地形図「奈良輪J(N 1 -54-25-4-1)・「木更津J(N 1 -54-25-4-2) 

9 周辺地形航空写真は，京葉測量株式会社による昭和42年撮影のものを使用した。

10 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。

11 本書で使用した遺構番号は，基本的には調査時の番号を踏襲した。

12 遺物の色調については，農林水産省・(財)日本色彩研究所監修，日本色研事業株式会社発行 『新版

標準土色帖.11988年掲載の用語を使用した。

13 挿図に使用したスクリーントーン及び記号の用例は，次のとおりである。

土層，面 中近世遺物(個別遺構内)

貿易陶磁 本金属製品

・瀬戸・美濃，志戸呂 合銭貨(中世)
-宝永テフラ

焼土
常滑コネ鉢 合銭貨(近世)

・渥美，常滑壷・要 企近世陶磁器

。土器 @骨，貝
硬化層，面

@石製品
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第 1章はじめに

第1節調査の概要

1 調査の経緯と経過(第2図)

日本道路公団は，東関東自動車道(千葉・富津線)建設事業に当たり，事業予定地内に所在する埋蔵文

化財の取扱いについて，千葉県教育庁文化課との間で協議の結果，遺跡の現状保存が困難な部分について

発掘調査による記録保存の措置を講ずることとなった。調査は財団法人千葉県文化財センターに委託され，

山谷遺跡について，平成3年度・平成5年度・平成6年度に発掘調査を行った。なお，調査対象部分の確

認調査が実施されても本調査は次年度に実施された地区もある。整理作業については，平成11年度・平成

12年度に実施した。発掘調査，整理作業の実施期間，担当は次の通りである。

平成3年度発掘調査

調査期間平成4年1月7日~平成4年3月27日

調査面積 9，200m' 

調査内容 (上層)確認調査920m'/9，200m'，一部本調査3，700m'

(下層)確認調査231ぱ/4，880m'，本調査200ぱ

担当職員研究員村木正記，技師大石理子

(組織) 調査部長西山太郎，班長郷田良一

平成5年度発掘調査

調査期間平成5年4月7日~平成6年3月29日

調査面積 11，800m' 

調査内容 (上層)確認調査750ぱ/7，500m'，一部本調査6，800m'

(下層)確認調査412m/11，800m'，本調査588m'

主任技師柴田龍司担当職員

(組織)

平成6年度

調査研究部長高木博彦，市原調査事務所長石田広美

発掘調査

調査期間平成6年4月1日~平成6年6月30日

調査面積 3，400m' 

調査内容(上層)確認調査3，400m'/3，400m'，本調査1，500m'

(下層)確認調査210m'，本調査なし

担当職員主任技師森本和男

(組織) 調査研究部長西山太郎，市原調査事務所長石田広美

平成11年度整理作業

整理内容記録整理，分類，復元，実測

担当職員市原調査室長麻生正信，研究員高橋覚，井上哲朗，主任技師豊田秀治

(組織) 調査部長沼津豊，南部調査事務所長高田博
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平成12年度整理作業

整理内容 挿図・図版作成，原稿執筆，編集，報告書刊行

担当職員上席研究員井上哲朗

(組織) 調査部長沼津豊，南部調査事務所長高田博

2 調査方法(第3・4図)

調査対象範囲を包含するように，国土地理院の国家座標を基準としたグリッド設定を行った。 20mX20

mの方眼を大グリッドとして，北からしれ 3，""'9，西からA，B， C， ""'Sを設定し，更に大グリ

ッドを 2mX2mの小グリッドによって00""'99に100分割した。これにより，例えば小グリッドの位置は 3

Q-25， 5 H-72等と呼称される。

調査に際しては，調査対象範囲に対し，確認調査は上層10%，下層 4%の割合でトレンチ・グリッドを

設定して行い，その成果から本調査範囲が決定された。なお，上層本調査範囲は重機(パックホウ)で表

土を除去し，遺構確認面を検出後，遺構の精査を行った。下層の調査では，確認調査段階で一部重機(ク

ラムシェル)による調査を行い，本調査範囲の表土除去はパックホウを使用した。

遺構番号は，原則として発掘調査段階の番号を踏襲したが，密集した土坑やピットが検出されており，

全ての遺構に遺構番号が付けられてはいない。よって，整理作業の過程で，必要な遺構には新規番号を付

した。

3 調査成果の概要(第6図，第1表)

各年度毎に年報等に成果が公表されているが，整理作業の中で遺構・遺物の性格を検討した結果，先に

出されていたものとは異なり，次の様な成果となった。

旧石器時代は， 6か所の石器集中地点の他，上層遺構の密度が濃く，集中地点の後世の破壊によるもの

か，各所で単独出土が見られた。

縄文時代の遺構は，早期と推測される陥穴6基が検出されたが，遺構に伴う該期の遺物はなく，遺跡全

体で少量の縄文土器(早期~後期)が出土した。

古墳時代は，調査区東側の南境で前期の竪穴住居跡が3軒検出された。集落の中心はこれより南側に展

開することが予想される。

奈良・平安時代の遺構は，調査区東側の方形周溝遺構1基のみであり，遺構に伴う概期の遺物はないが，

遺跡全体から少量の土師器，須恵器が出土している。この時期は，墓域の一角を形成していたものと考え

られる。

当遺跡の遺構・遺物の中心となるのが中世である。調査区を東西に走る主要道を中心として，それに平

行または直交する形の道や溝或いは台地整形区画によってブロックに分けられる。その中で，建物等の生

活関連遺構と墓等の葬送関連遺構が密集するが，全体傾向として，整形区画の縁に地下式坑，反対側に竪

穴建物跡や掘立柱建物跡，その中間に土坑墓，やや離れて井戸が形成される状況がある。つまり，生活関

連遺構と葬送関連遺構は併存しており，日常的空間と宗教的空間とが有機的に混在する形と見られる。な

お，土坑覆土中に宝永テフラが混入しているものもあり，若干の近世遺構も存在する。

区画遺構としては，道5条(内，中世街道1条)，溝32条，整形区画8か所，概列14条，植栽列14条，生

活関連遺構については，井戸6基，方形竪穴建物跡20棟，掘立柱建物跡43棟，葬送関連遺構は，北側から

の小支谷の埋没谷に形成された台地整形区画部分を中心として，地下式坑14基，火葬土坑10基，土坑約300
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第1表 山谷遺跡遺構一覧表(並び順①時代，②遺構種類，③遺構番号)

遺構番号 地区 グリッド
1/250 

区画

SK003 東 2P 5 

SK004 東 2P 5 

SK005 東 2P，3P 5 

SX004 :lt 3J 3 

SX015 北 4G 1 

SX024 北 41 2 

調査
種

年度

3 陥穴

3 陥穴

3 陥穴

5 陥穴

5 陥穴

5 陥穴

3 竪穴住居跡

竪穴住居跡

竪穴住居跡

類 時期 出 土 遺 物

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文 常滑担鉢1(還7G焼成)

|SX001 東 IlQ，IR I 6 I 3 I方形周溝遺構 |奈良吋縄文10

KR 鎌 5E，5F， 1，2，3 5 鎌倉街道 中近世 弥生7，須恵器12，青磁碗5・皿2，瀬戸皿5(古IiíîIII~中IV ，

5G，5H， 古後日I，IV)・卸皿い大皿15・平碗3・天目1・瓶子3，志

51，5J， 戸呂 f雷鉢2(大窯2)，常滑担鉢83(6a，9，10型式)・饗
5K 244 (5~6a ， 6b ， 9， 10型式)・担鉢砥石3，斐砥石18，渥美斐

3，瓦質査3，カワラケ1，茶臼1，板碑1，砥石5，肥前磁

器，天保通宝1，馬骨

SX007 鎌 4F，4G， 1，2，3 5 鎌倉街道北側溝 中近世 弥生8，須恵器1，褐紬茶入1，瀬戸皿2・卸皿い小鉢卜

5G，5H， 大皿2・平碗l・宿鉢3，常滑裡鉢11(3，5，8，8， 10型式)・斐

51，5J， 25(5~6b ， 9~10型式)・裡鉢砥石2 ・斐砥石3，渥美憂1 ，

5K 東海系羽釜1，カワラケ11，板碑1，砥石2，鉄棒1，肥前

磁器， キセノレ1，馬骨，貝

SX207 鎌 5E，5F， 1，2，3 5 鎌倉街道南側溝 中近世 縄文1，弥生12，土師器3，須恵器7，青磁碗l・盤1・褐紬

5G，5H， 壷1，瀬戸大皿1(古後III)・平碗3(古後II，III)・瓶子2，渥

51，5J.5K 美奮し常滑担鉢49(3，7，9，10型式)・饗83(3，5，6a，9，10型

式)・担鉢砥石い窪砥石13，瓦質査1，カワラケ3，北宋

銭1，肥前磁器，寛永通宝12(鉄銭2)，天保通宝2，2銭銅

貨l

SX207B 鎌 5F 5 側溝内土坑 中近世 縄文l

SX207C 鎌 5F 5 側溝内土坑 中近世

SX207D 鎌 5G 5 側溝内土坑 中近世

SX003 北 4H 2 5 道 中近世 弥生3，常滑担鉢6・斐1(6a型式)，カワラケ3，北宋銭2，貝

SX019 :lt 4F 5 道 中近世

SX021 :lt 4J 3 5 道 中近世

SX022 北 4J 3 5 道 中近世 常滑担鉢l・墾I・担鉢砥石1，瓦質壷3，カワラケ5，鉄釘6

SD001 東 OS，IS 6 3 溝 中近世 常滑担鉢I

SD002 東 OS，IS 6 3 溝 中近世

SD003 東 1R，IS 6 3 溝 中近世 常滑担鉢I

SD004 東 1R 6 3 1蕎 中近世

SD005 東 1R，2Q，3Q 6 3 溝 中近世 弥生3，常滑担鉢1(9型式)・窪4(5型式)

SD006 東 1R，IQ， 6 3 溝 中近世

2Q，3Q 

SD007 東 20，3P， 6 3 溝 中近世 縄文4

3Q，3R 

SD008 東 3S，3R 6 3 溝 中近世

SD009 東 30，40 5 3 溝 中近世 弥生6，瀬戸天目1，カワラケl

SDOI0 東 40 5 3 溝 中近世 鉄釘l

SD011 東 30 5 3 溝 中近世 常滑摂鉢1(還冗)，カワフケl

SD012 東 20 5 3 溝 中近世

SD013 北 41，4J 2 5 溝 中近世 北宋銭2

SD014 北 4H 2 5 溝 中近世

SD015 j七 4H 2 5 溝 中近世

SD016 北 2K，3K，3L 3 5 溝 中近世 縄文1，土師器1，白舷皿1，鉄釘2，銅銭(中国)1 

SD017 北 4K，5K 3 5 溝 中近世 瀬戸皿l(古後IV)，常滑斐砥石1

SD018 北 4G 5 溝 中近世

SD019 北 3L 4 5 溝 中近世 弥生3

SD020 :lt 3L 4 5 溝 中近世 弥生弘常滑斐1，カワラケ1，北宋銭l

SD021 北 2L，3L 4 5 溝 中近世 常滑担鉢3(還冗)，
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特記事項

側溝はSX007とSX207

KR北側側溝

KR南側側溝

SX207側溝内

SX208側溝内

SX209側溝内

波板状凹凸。遺物多い。

SD023の東側



遺構番号 地区 グリッド
1/250 

度調査年 種 類 時期 出 土 遺 物 特記事項
区画

5D022 ~t 2L，3L，4L 4 5 構 中近世 弥生21，瀬戸皿1，常滑蜜I・担鉢砥石1，板碑l

5D023 北 2M，2N 4 5 溝 中近世 5D007の西側

5D024 北 3J，3K 3 5 溝 中近世 弥生1，常滑聾l

5D025 ~t 3J ，4J 3 5 溝 中近世

5D026 ~t 3J ，4J 3 5 溝 中近世 弥生1，瀬戸平碗1，常滑聾1，鉄製品l 小規模溝

5D027 中 3L，3M，4L 4 6 溝 中近世 土師器1，土錘1，瀬戸皿2(古後11)，大皿1(古後lII)，常
滑握鉢6(4~5 ， 7 ， 10型式)・聾4(4~5型式い担鉢砥石2 ・
聾砥石1，カワラケ1，板碑1，砥石1

5D201 南 51 3 5 溝 中近世 青磁碗1・盤1，瀬戸皿5・天目い播鉢3・花瓶1(古後IV)，
常滑担鉢1(10型式ト墾8(9，10型式)，聾砥石1，カワラケ2

5D202 南 51，61 2 5 溝 中近世 弥生1，青磁碗1，瀬戸碗形鉢1(古後IV)・大皿1，常滑担
鉢(10型式)1・聾4

5D203 南 5F，5G，5H 1 5 溝 中近世 瀬戸小鉢1(古後日1)，常滑狸鉢3(7型式)・聾砥石1，貝

5D204 南 5J 3 5 溝 中近世

5D205 南 5J 3 5 溝 中近世

5X020 1七 3K 3 5 溝 中近世 常滑要l 5D024の続き。

5X005 ~t 41，4J 2 5 整形区画A 中世 弥生10，土師器5，須恵器1，青磁碗1，瀬戸皿1(古後IV)・掘立柱建物跡・垣根・方形
摺鉢3，常滑握鉢8(6a，10型式)・聾8・握鉢砥石2・聾砥石 竪穴・土坑墓等。枝番号あ
1，瓦質壷1，東海系羽釜1，カワラケ13..鉄釘1，鉄棒1，り。
北宋銭I

南 5H 2 5 整形区画B 中世 新規番号。地下式坑・方形

竪穴・土坑基等

北 3K，4K 3 5 整形区画C 中世 新規番号。方形竪穴・土坑

墓等

~t 4K，5K 3 5 整形区画D 中世 新規番号。地下式坑・方形

竪穴・土坑墓等

~t 4K，4L， 3 5 整形区画E 中世 新規番号。地下式坑・掘立

5K，5L 柱建物跡・土坑等

中 4L，4M， 4 6 整形区画F 中世 新規番号。地下式坑・方形
5L，5M 竪穴・土坑基等

迂回 71， 7J， 7 6 整形区画G 中世 新規番号。方形竪穴・地下

81，8J 式坑・土坑基・火葬土坑

迂回 7J.8K 7 8 整形区画H 中世 新規番号。地下式坑・方形

竪穴・土坑

5B001 東 1R 6 3 掘立柱建物跡か 中近世

5B002 東 1R，15 6 3 掘立柱建物跡か 中近世

5B003 北 4F l 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B004 ~t 4G 1 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B005 ~t 4G 1 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B006 jじ 4G 1 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B007 ~t 4G l 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B008 jじ 4G 1 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B009 ~t 4H 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B010 ~t 4H 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B011 ~t 4H 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B012 北 4H 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B013 北 4H 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B014 ~t 4H 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B015 北 4H 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B016 北 41 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B017 北 41 2 5 掘立住建物跡か 中近世 新規番号

5B018 北 41 2 5 掘立柱建物跡 中世 新規番号，5X005内。唯一確
実な掘立柱建物跡

5B019 ~t 4H 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B020 ~t 4H 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B021 南 6H 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B022 南 51 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B023 南 6J 2 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B024 ~t 3K 3 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B025 ~t 3K 3 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B026 ~t 4K 3 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号

5B027 北 5K 3 5 掘立柱建物跡か 中近世 新規番号
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遺構番号 地区 グリッド
1/250 

草度区画

5B028 ~~ 4L，5L 3 5 

5B029 ~~ 5L 3 5 

5B030 南 6J 3 5 

5B031 南 6J 3 5 

5B032 東 10 5 3 

5B033 東 2Q 5 3 

5B034 東 20 5 3 

5B035 東 2P，3P 5 3 

5A001 ~~ 4H 2 5 

5A002 ~~ 4H 2 5 

5A003 北 41 2 5 

5A004 ~~ 41 2 5 

5A005 北 41，4J 2 5 

5A006 南 6H 2 5 

5A007 南 6H 2 5 

5A008 南 61 2 5 

5A009 北 4K 3 5 

5A010 iじ 3K 3 5 

5AOll 北 3K 3 5 

5A012 jじ 4K 3 5 

5A013 ~~ 5K 3 5 

5A014 1じ 5K 3 5 

5A015 中 4L 4 6 

5A016 中 4L 4 6 

5A017 中 4M 4 6 

5A018 中 5M 4 6 

5A019 中 4M 4 6 

5A020 中 5M 4 6 

5A021 東 lP，IQ 5 3 

5A022 東 2P，2Q 5 3 

5A023 東 lR 6 3 

5A024 東 1R，15 6 3 

5A025 東 2R 6 3 

5A026 東 2R 6 3 

5A027 東 3R 6 3 

5A028 東 3R 6 3 

5POOl 北 5H 2 5 

5P003 ~~ 4H 2 5 

5P004 ~~ 4G 5 

5P005 ~~ 4L 4 5 

5P006 ~~ 4K 3 5 

5P007 北 4H 2 5 

5P059 東 lR 6 3 

5P060 東 lR 6 3 

5P201 南 5J 3 5 

5P202 南 51 2 5 

5P203 南 51 2 5 

5P204 南 6H 2 5 

5P205 南 5 5 

5P320 迂回 3 

5G-POOl 南 5G 1 5 

種 類

掘立柱建物跡か

掘立柱建物跡か

掘立柱建物跡か

掘立柱建物跡か

掘立柱建物跡か

掘立柱建物跡か

掘立柱建物跡か

掘立柱建物跡か

棚列E

概列F

植栽列C内

植栽列C内

概列G (垣根)

植栽列G内

植栽列G内

棚列H

植栽列E内

植栽列E内

植栽列E内

植栽列F内

初列か

棚列か

植栽列J内

植栽列J内

栂列か

概列J

棚列K

柵列L

棚列か

植栽列L内

栂列か

柵列N

柵列か

柵列か

植栽列N内

棚列か

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

方形竪穴

方形竪穴

方形竪穴

方形竪穴

方形竪穴

時期 出 土

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世

中近世か

中近世か

中近世か

中近世か

中近世か

中近世か

中近世か

中近世か

中世

中世 カワラケ2

中世 縄文l

中世 東海系羽釜2

中世 北宋銭1

中世 常滑聾砥石l

中世 瀬戸皿2

中世 常滑聾1

中世 北宋銭l

中世 明銭l

中世 青磁碗1

中世 瀬戸天目(古後III)1，北宋銭1

中世 常滑聾い窪砥石l

中世 弥生1

中世 青磁碗1

北宋2・明銭l
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遺 物 特記事項

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号， 5X005内

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

新規番号

位置不明

位置不明

方形土坑墓に切られる。

土坑墓 2基の可能性。

方形土坑墓の可能性。



遺構番号 地区 グリッド
1/250 

調査年度 種 類 時期 出 土 遺 物 特記事項
区画

SKI09 北 4K 3 5 方形竪穴 中世 土坑墓に切られる。

SK120 :lt 3K 3 5 方形竪穴 中世 青磁碗1，カワラケ1 ピット有り。

SKl72 中 4L 4 6 方形竪穴 中世

SK173 中 4L 4 6 方形竪穴 中世 常滑担鉢1，カワフケ1，砥石l

SK178 中 4L 4 6 方形竪穴 中世 常滑担鉢1(還冗)・窪2

SK181 中 4M 4 6 方形竪穴 中世

SK192 中 4M 4 6 方形竪穴 中世 新規番号

SK204 南 5H，51 2 5 方形竪穴 中世 カワラケ2，小万1，北宋銭l 偶丸方形土坑墓2基の可能

性。

SK205 南 5H 2 5 方形竪穴 中世

SK301 迂回 7K 7 6 方形竪穴 中世 常滑斐I・斐砥石1，鉄製金具1，鉄釘I

SK306 迂回 71，7J 7 6 方形竪穴 中世

SX005F :lt 41 2 5 方形竪穴 中世 整形区画A内

SX005G jじ 41，51 2 5 方形竪穴 中世 カワフケl 整形区画A内

SX005H 北 41 2 5 方形竪穴 中世 整形区画A内

ヤ一合、、:
 

竪
一
竪

形
一
形

整
一
整

不
一
不

型
一
型

大
一
大

問、d

一戸、
υ

新規番号。整形区画A内

整
一
整
一
竪

軒
一
軒
一
糊

大
一
大
一
橋

瀬戸皿2(古後IV古)，常滑担鉢1(10型式)・窪1，中国銅銭

瀬戸大皿1(古後II1)，常滑斐砥石I

瀬戸血1，常滑担鉢1(8型式)・斐1(9型式)，骨片

新規番号

SKI77 北 4L 4 6 井戸 中世 常滑担鉢1(9型式)・斐1，北宋銭l 遺物は上層から。

SX006 :lt 4F，4G I 5 井戸 中世 土師器1，青磁碗1，瀬戸平碗1，常滑璽I

SX026 北 5K 3 5 井戸 中世 新規番号

SX198 中 5M 4 6 井戸 中世

SX214 南 61 2 5 井戸 中世 土師器1，瀬戸皿1(古後IV古)，常滑費2・斐砥石1，東海
系羽釜2，貝(キサゴ)

SX219 鎌 5H 2 5 井戸 中世 新規番号

SK171 北 4M 4 6 地下式坑 中世 カワラケI

SK307 迂回 7K 7 6 地下式坑 中世 白磁皿I(B群)，青磁碗1・梅瓶1，志F呂壷3，常滑握鉢1・SK306の東南

王室2(10型式)

SK308 迂回 7K，8K 8 6 地下式坑竪坑部 中世 褐紬茶入1，瀬戸皿1・平碗1(古後II1-IV)・天目2(古後 主体部は調査区外なので未

II1)・香炉(古後II1)1，常滑狸鉢2(9，10型式)・窪10(3，6掘。
a，10型式)・瓦質壷1，東海系羽釜1，カワラケ2

SK309 迂回 7K 7 6 地下式坑 中世 瓦質査l

SK310 迂回 7K 7 6 地下式坑 中世 北半分は調査区外

SK311 迂回 7J 7 6 地下式坑 中世 瀬戸大皿I・平碗1(古後日1)，常滑担鉢2・斐4(6a型式)， 北側は未掘
貝(キサゴ・ハマグリ)

SK312 迂回 81 7 6 地下式坑 中世 大規模。南半は調査区域外。
新規番号

SX008 北 4K 3 5 地下式坑 中世

SX009 北 4J 3 5 地下式坑竪坑部 中世 常滑控鉢1(5-6a，9型式)，瓦質壷1

SXOll 北 4K 3 5 地下式坑 中世

SX012 :lt 4J 3 5 地下式坑 中世 大形丸石・子供の歯 竪坑部

SX014 :lt 4K 3 5 地下式坑 中世 土師器1，須恵器4，瀬戸血1(古後IV古)，常滑窪2，渥美 天井部崩落
窪1，砥石1，鉄鍋取手I

SX210 南 5H 2 5 地下式坑竪坑部か 中世 竪坑部のみ，造りかけ?

SX211 南 5H 2 5 地下式坑 中世 瀬戸平碗I・常滑費砥石1，茶臼I

SK302 迂回 7L 8 6 火葬土坑 中世 人骨片， (周辺)瀬戸壷1，常滑窪2，板碑I

SK303 迂回 6M 8 6 火葬土坑 中世

SK305 迂回 71 7 6 火葬土坑 中世

SXOI0 :lt 4K 3 5 火葬土坑 中世 人骨片，炭化材(ウコギ属径3cm-5cm・ヤマグワ径3-7
cm) 

SX013 :lt 5K 3 5 火葬土坑 中世 炭化材(サクラ属径5cm・ヤマグワ径lcm-1.5cm) SK049と同一(SK049は欠
番)

SX023 :lt 3K 3 5 火葬土坑 中世 人骨片，炭化物

SX025 北 4J 3 5 火葬土坑 中世 人骨片，炭化材(マツ属複維管束亜属径3cm-l0cm)

SX209 南 5H 2 5 火葬土坑 中世 SX217と隣接

SX216 南 6H 2 5 火葬土坑 中世 人骨粉

SX217 南 5H 2 5 火葬土坑 中世 SX209と隣接

SK215 南 6H 2 5 火葬土坑か 中世
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遺構番号 地区 グリッド
1/250 

調査年度 種 類 時期 出 土 遺 物 特記事項
区画

SKOOl 東 4P 5 3 不整形土坑 中近世

SK002 東 3u，3P 6 3 不整形土坑 中近世

SK006 東 3Q 6 3 不整形土坑 中近世

SK007 北 4H 2 5 長方・楕円形土坑墓 中近世 土師器1，須恵器3

SK008 ~t 3H，4H 2 5 円形土坑墓 中近世

SK009 ~t 3H，4H 2 5 円形土坑基 中近世

SK010 北 4H 2 5 円形土坑墓 中近世

SKOll ~t 4G 5 円形土坑墓 中近世

SK012 北 4G 5 円形土坑墓 中世 常滑捜鉢1

SK013 ~t 4H 2 5 不整形土坑 中近世

SK014 北 4H 2 5 円形土坑墓 中世 板碑l

SK015 北 4H 2 5 円形土坑墓 中近世 縄文2

SK016 北 4H 2 5 不整形土坑墓 中近世

SK017 北 4H 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 北宋銭2

SK018 北 4G l 5 円形土坑 中世 常滑聾1

SK019 北 4G 5 不整形土坑 中近世

SK022 北 4H 2 5 円形土坑墓 中近世

SK023 北 4H 2 5 円形土坑墓 中近世

SK024 北 3K，3L 3 5 不整形土坑 中世 弥生1，青磁碗1，常滑担鉢1

SK025 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK026 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK027 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK028 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK029 北 3K 3 5 円形土坑 中近世

SK030 北 4K 3 5 不整形土坑 中世 常滑提鉢い ~1

SK031 ~t 4K 3 5 方形土坑基 中世

SK032 ~t 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SK033 北 4K 3 5 不整形土坑墓 中近世 鉄製品l

SK034 ~t 4K 3 5 隅丸方形土坑墓 中世

SK035 北 4H 2 5 円形土坑墓 中近世 SK006がH3，H5とだぶるの
で， H5年度の方。

SK037a 北 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK037b 北 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK038 ~t 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK039 北 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK040 北 5K 3 5 円形土坑墓 中近世

SK041 北 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK042 北 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK043A 北 5J ，5K 3 5 方形土坑墓 中世

SK044 :lt 4]，5J 3 5 不整形土坑墓 中近世

SK045 ~t 4K，5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK046 北 4J，4K， 3 5 方形土坑慕 中世

5J，5K 

SK047 ~t 5J 3 5 長方・楕円形土坑慕 中近世

SK048 j七 5J 3 5 方形土坑墓 中世

SK050A ~t 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK050B 北 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK051 北 5K 3 5 不整形土坑墓 中近世

SK052 北 5K 3 5 不整形土坑墓 中世 常滑斐l

SK053 北 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK054A 北 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK054B 北 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK055 jヒ 5K 3 5 長方・楕円形土坑墓 中近世

SK056 ~t 5K 3 5 不整形土坑墓 中近世

SK057 ゴヒ 5K 3 5 円形土坑墓 '1'近世 土録I

SK058 ~t 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK059 北 4J ，4K 3 5 円形土坑墓 中近世

SK060 ~t 4K 3 5 方形土坑墓 中i廿 SK061と切り合い

SK064 北 4J 3 5 隅丸方形土坑 中近世
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SK065 北 4J，4K 3 5 長方・楕円形土坑 中近世

SK066 ~t 4K 3 5 長方・楕円形土坑基 中近世

SK071 北 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SK074 北 4H 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 唐銭I 唐銭はSK075と共に一括。
SK075と切り合い

SK075 北 4H 2 5 長方・楕円形土坑 中世 (唐銭1) SK074と切り合い

SK076 j七 4H 2 5 不整形土坑 中世 常滑聾1

SK077 北 4K 3 5 円形土坑墓 中近世

SK078 iじ 4J ，4K 3 5 不整形土坑 中近世

SK079 ~t 4K 3 5 円形土坑墓 中近世

SK080 ~t 4K 3 5 円形土坑墓 中近世

SK081 北 4K 3 5 隅丸方形土坑墓 中世

SK082 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK083 ~t 3K 3 5 不整形土坑 近世 f吉永テブフ混入

SK084 ~t 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK085 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK087 ~t 4J，5J 3 5 不整形土坑 近世

SK088 北 5J 3 5 長方・楕円形土坑墓 中近世

SK089 北 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SK090 北 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SK091 北 4K 3 5 長方・楕円形土坑墓 中近世

SK092 ~t 41 2 5 円形土坑墓 中近世

SK094 北 4K 3 5 長方・楕円形土坑墓 中近世

SK095 北 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SK096 北 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SK097 ~t 4K 3 5 不整形土坑墓 中近世

SK099 ~t 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SKI0l jヒ 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SKI02 北 4K 3 5 不整形土坑 中世 常滑担鉢l

SKI03 ~t 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SKI04 ~t 4K 3 5 不整形士坑 中近世

SKI05 ~t 4K 3 5 円形土坑墓 中世 常滑担鉢1・蜜砥石l

SKI06A 北 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SKI06B 北 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SKI07 ~t 4K 3 5 不整形土坑墓 中世 JC銭1，鉄製品坪1 SK094，108より新

SKI08 ~t 4K 3 5 長方・楕円形土坑墓 中世 北宋銭l SKI07，109と切り合い

SKllO ~t 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SKlll 北 5K 3 5 不整形土坑 中近世

SK1l2 北 4K，5K 3 5 円形土坑墓 中近世

SK1l4 北 3K 3 5 方形土坑墓 中世

SK1l5 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK1l6 ~t 3K 3 5 隅丸方形土坑墓 中世

SK1l7 北 4K 3 5 隅丸方形土坑墓 中世 カワラケ3

SK1l8 北 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SK1l9 ~t 4K 3 5 長方・楕円形土坑 中近世 弥生l

SK121 北 4K 3 5 不整形土坑 中近世

SK122 ~t 5L 3 5 不整形土坑 中近世

SK123 北 4L，5L 3 5 不整形土坑 中近世

SK124 ~t 4L 3 5 不整形土坑 中近世

SK125 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世 弥生2

SK126 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK127 北 3J，3K， 3 5 不整形土坑 中近世

4J，4K 

SK128 ~t 3K 3 5 不整形土坑 中近世 弥生l SK129と切り合い

SK129 jじ 3J，3K 3 5 不整形土坑 中近世 SK128，130と切り合い

SK130 ~t 3J，3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK131 北 3K，4K 3 5 不整形土坑 中近世

SK132 北 3K 3 5 隅丸方形土坑墓 中世

SK133 北 3K，4K 3 5 隅丸方形土坑墓 中世
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SK134 北 3K 3 5 円形土坑墓 中近世

SK135 ~t 4K 3 5 方形土坑墓 中世

SK136 北 4K 3 5 隅丸方形土坑墓 中世 瀬戸皿l

SK137 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK138 北 4K 3 5 不整形土坑 中近世 縄文l

SK139 ~t 3K，4K 3 5 不整形土坑 中世 青磁碗1

SK140 ~t 3J 3 5 不整形土坑 中近世

SK142 ~t 4J 3 5 不整形土iJt 中近世

SK143 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK144 北 4K 3 5 不整形土坑 中世 瀬戸皿1(古後IV) 遺物は最上回出土。

SK146 北 3K 3 5 不整形土坑 中近世

SK147 ~t 4K 3 5 円形土坑墓 中近世

SK148 北 4J 3 5 不整形土坑 中近世

SK149 j七 4J 3 5 長方・楕円形士坑 中近世

SK150 jヒ 4J 3 5 不整形土坑 中近世

SK151 ~t 4J 3 5 長方・楕円形土坑 中近世

SK152 ~t 3 5 長方・楕円形土坑 中近世 縄文1

SK153 1ヒ 4J 3 5 円形土坑墓 中近世

SK154 ~t 4J 3 5 不整形土坑 中近世

SK155 ~t 4J 3 5 不整形土坑 近世 SK157を切る。

SK156 ~t 4J 3 5 不整形土坑 近世 弥生1，カワフケ2 SK157を切る。

SK157 北 4J 3 5 不整形土坑 近世 定永テブラ多含

SK158 北 4J 3 5 不整形二i:坑 中近世 SK157より古し'0

SK159 北 4J 3 5 不整形土坑 近世 SK157を切る。

SK160 北 4J 3 5 隅丸方形土坑 中近世

SK161 ~t 4J 3 5 不整形土坑 中近世 鉄釘l

SK162 北 4J 3 5 長方・楕円形土坑墓 中近世

SK163 ~t 4J 3 5 不整形土坑 近世 上層に宝永テブフ少量含む。

SK164 jヒ 4J 3 5 長方・楕円形土坑墓 近世 上層に宝永テフラ少量含む。

SK165 ~t 4J 3 5 不整形土坑 中近世 土坑墓の可能性。

SK166 北 4H 2 5 不整形土坑慕 中近世

SK170 ~t 4K 3 5 方形土坑墓 中世 SK061 ，093と切り合い

SK174 中 4L 4 6 方形土坑墓 中世

SK175 中 4L 4 6 長方・楕円形土坑主主 中近世

SK176A 中 4L 4 6 方形土坑墓 中世

SK176B 中 4L 4 6 隅丸方形土坑墓 中世

SK179 中 4L 4 6 不整形土坑墓 中近世

SK180 中 4L 4 6 不整形土坑墓 中近世

SK182A 中 4L 4 6 隅丸方形土坑墓 中世 弥生l 階段状

SK182B 中 4L 4 6 隅丸方形土坑墓 中世 新規番号

SK182C 中 4L 4 6 円形土坑墓 中世 新規番号

SK183 中 4M 4 6 長方・楕円形土坑墓 中近世

SK184A 中 4M，5M 4 6 円形土坑墓 中世 縄文1，常滑斐1，力ワラケ5

SK184B 中 4M，5M 4 6 隅丸方形土坑墓 中世 新規番号

SK184C 中 4加1 4 6 方形土坑墓 中世 新規番号

SK184D 中 4M 4 6 長方・楕円形土坑墓 中世 新規番号

SK185 中 4L 4 6 不整形土坑墓 中世 弥生2，白磁皿1，常滑担鉢5(還元・7型式)・斐2・斐砥石
1，砥石I

SK186A 中 4L 4 6 不整形土坑墓 中世 常滑担鉢l

SK186B 中 4L 4 6 不整形土坑 中近世 新規番号

SK187 中 4L 4 6 不整形土坑 中世 常滑斐1(5~6a型式)，板碑1，鉄製金具l 削りだし 斜面整形

SK188 中 4L 4 6 不整形土坑 中世 常滑程鉢1(還冗)・饗l

SK189 中 4M 4 6 長方・楕円形土坑墓 中世 弥生1，瀬戸卸illll，渥美饗l

SK190 中 4孔f 4 6 隅丸方形土坑墓 中世 弥生1，常滑費2，砥石l

SK191 北 4L，5L 3 5 不整形士坑 中近世 SK082のダブりを変更

SK193 中 4M 4 6 長方・楠円形土坑墓 中世 新規番号

SK194 中 4M 4 6 円形土坑基 中世 新規番号

SK195 中 4M 4 6 円形土坑慕 中世 新規番号

SK196 中 4L 4 6 円形土坑墓 中世 新規番号

SK197 中 5L 4 6 方形土坑墓 中世 新規番号
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SK201 南 6H 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 常滑斐1 根跡と切り合いか。

SK202 南 6H 2 5 円形土坑墓 近世 上層に宝永テブラ混入

SK203 南 6H 2 5 不整形土坑 近世 上層に宝永テブラ混入

SK206 南 51 2 5 方形火葬墓 中近世 SK225と切り合い

SK207 南 5J 3 5 方形土坑墓 中世 常滑窪2(6b型式)

SK208 南 5H 2 5 方形土坑墓 中世 208(新)-209 (古)

SK209 南 5H 2 5 方形土坑墓 中世 銅製品l

SK210 南 5H 2 5 長方・楕円形土坑 中近世

SK211 南 5H 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 常滑担鉢1 SK212と切り合い

SK212 南 5H 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 常滑斐1(5-6a型式) SK211と切り合い

SK213 南 5H 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 常滑担鉢1

SK214 南 5H，51 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 常滑狸鉢1 SK204と切り合い

SK215 南 5J 3 5 円形土坑墓 中世 常滑斐1(9型式)

SK217 南 5J 3 5 不整形土坑 中近世

SK220 南 61 2 5 円形土坑墓 中世 常滑斐I・護砥石1，動物歯 下場不明

SK221 南 51 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 常滑担鉢い菱1，カワラケ4

SK222 南 6H 2 5 不整形土坑 中世 常滑斐1，鉄製品l

SK223 南 5J 3 5 長方・楕円形土坑墓 中世 常滑窪1 SX207(側溝)より古い

SK224 南 51，61 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 SK225と切り合い

SK225 南 51 2 5 長方・楕円形土坑 中近世 SK206，224と切り合い

SK227 南 51 2 5 長方・楕円形土坑 中近世 SK228と切り合い

SK228 南 51 2 5 隅丸方形土坑墓 中世

SK229 南 6H 2 5 不整形土坑 近世 中層に宝永テブフ混入

SK230 南 51 2 5 不整形土坑墓 中近世 壁面・底面凸凹あり。近世

tJ' 

SK231 南 51 2 5 長方・楕円形土坑 中近世 SK232， SK233と切り合い

SK232 南 51 2 5 隅丸方形土坑墓 中近世 SK231 ，233と切り合い

SK233 南 51 2 5 円形土坑墓 中世 SK221， 231， 232と切り合い

SK234 南 51 2 5 円形土坑墓 中近世

SK235 南 6H 2 5 隅丸方形土坑墓 中世

SK236 南 6H 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 SK237より新

SK237 南 6H 2 5 長方・楕円形土坑 中近世 SK236より古

SK238 南 5H 2 5 不整形土坑 中近世 SK239より古。壁・底やや凹
凸あり。近世か

SK239 南 5H 2 5 不整形土坑 中近世 SK238より新。壁・底やや凹
凸あり。近世か

SK241 南 5H 2 5 円形土坑 中近世

SK304 迂回 6M，6N 8 6 長方・楕円形土坑墓 中世 常滑斐4(6b型式)

SK313 迂回 71 7 6 円形土坑墓 中近世 SK311の西側。新規番号

SX005-A 北 41 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 カワフケ2，北宋銭3，銅製品1，鉄津1

SX005-B ~t 41 2 5 隅丸方形土坑墓 中世 常滑費砥石1

SX005-C ~t 41 2 5 円形土坑墓 中世

SX005-D 北 41 2 5 円形土坑墓 中世

SX005-E ~t 41 2 5 円形土坑墓 中世

SX005-H ~t 51 2 5 不整形土坑墓 中世 新規番号

SX008A ~t 4K 3 5 不整形土坑 中世 常滑担鉢1(I0型式)，カワフケl

SX018 北 41 2 5 不整形土坑 中近世 土坑の連続で細長い

SX218 南 51，5J 3 5 長方・楕円形土坑墓 中世 常滑窪砥石1

東 IS 6 3 グリッド 土師器l

北 2L 4 5 グリッド 常滑饗1，カワラケl

北 2乱f 4 5 グリッド 瀬戸平碗2

j七 2N 4 5 グリッド 常滑窪l

東 20 5 3 グリッド 土師器1，常滑斐l

東 2Q 6 3 グリッド 弥生2

東 2R 6 3 グリッド 弥生3

北 3J 3 5 グリッド 弥生1，瀬戸皿1(古後III)，常滑担鉢2(還元)

北 3K 3 5 グリッド 弥生5，瀬戸皿1，常滑担鉢3(7型式)・聾1，鉄浮1

~t 3L 3，4 5 グリッド 弥生5，常滑程鉢2・窪2(10型式)，カワラケ1

中 3M 4 6 グリッド 弥生2

東 3R 6 3 グリッド 弥生I
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北 4F l 5 グリッド 常滑担鉢い窪2・要砥石1

~t 4G I 5 グリッド 常滑担鉢l(還冗)

北 4H 2 5 グリッド 弥生2，青磁碗1，常滑担鉢1(6a型式)・窪1，カワフケ3，

北宋銭3

j七 41 2 5 グリッド 弥生1，須恵器1，青磁碗1，常滑担鉢5(5型式)・斐3，カ

ワラケ2，鉄製品I

北 4J 3 5 グリッド 弥生1，須恵器1，白磁皿1，褐柚査2，常滑担鉢砥石1(還

元)・寮砥石1

北 4K 3 5 グリッド 縄文4，弥生4，褐粕査1，瀬戸皿2・大皿1，平碗1，常滑

担鉢4・費2，カワラケ4，砥石4，明銭I

北 4L 3，4 5 グリッド 縄文4，弥生4，須恵器1，青磁碗1，常滑担鉢6(6a，10型式)・

窪6・担鉢砥石2・窪砥石1，板碑2，砥石1，鉄製金具1，

銅製金具1，寛永通宝(鉄)1 

東 40 5 5 グリッド 土師器1，常滑担鉢4(還元・ 9型式)・担鉢砥石1，カワラ

ケI

南 5F 5 グリッド 常滑担鉢1(還冗)

南 5G l 5 グリッド 弥生l

南 5H 2 5 グリッド 弥生2，常滑提鉢2'~4，カワラケ2

南 51 2 5 グリッド 青磁碗1，瀬戸平碗4(古後III，IV)，常滑担鉢4(還冗・ 9型

式)・斐5・担鉢砥石1，東海系羽釜2，カワラケ2，砥石1

北南 5J 3 5 グリッド 弥生3，褐紬壷1，瀬戸天目1・萱1，常滑裡鉢2・窪2・窪

砥石1，東海系羽釜15，板碑I

北 5K 3 5 グリッド 縄文1，弥生1，土師器2，須恵器2，褐粕壷1，瀬戸皿い

小鉢1，大血1，常滑担鉢8・聾5・斐砥石2，渥美斐1，カ
ワラケ2

北 5L 3 5 グリッド 縄文1，弥生3，青磁碗1，瀬戸皿2，常滑担鉢2(10型式)・

墾4 ・~砥石1

南 6H 2 5 グリッド 弥生1，瀬戸皿2，唐銭l

南 61 2 5 グリッド 常滑斐1

迂回 7H 7 6 グリッド 瀬戸大皿1，常滑聾砥石1

迂回 71 7 6 グリッド 瀬戸大皿1，常滑斐1

迂回 7K 7 6 グリッド 常滑斐1

迂回 7L 8 6 グリッド 瀬戸平椀1(古後II)，常滑空6

迂回 81 7 6 グリッド 縄文2，土師器1，青滋梅瓶5，志戸呂壷1，常滑担鉢1・聾

6，茶臼1

遺跡一括 縄文1，弥生14，土師器3，須恵器3，白磁皿1，青磁碗2，

瀬戸卸血1(古後IV新)・大皿3(古後 1)・平碗2(古後11)，

常滑担鉢14(還元・9型式)・袈10・担鉢砥石5・費砥石3・

カワラケ8，板碑1，鉄製品1，中国銭1，寛永通宝2
L_  
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基(内土坑墓に推定されるもの115基)である。なお，性格不明のピットは約950基ある。

調査区の東西を走る現道下から検出された道路跡の出土遺物は，中世陶磁器片を主体とするが，旧石器

時代石器から近代陶磁器まで至るものである。本遺跡出土遺物の約6割はこの覆土中から出土し，接合・

同一個体関係から，周囲から投げ込まれていることが明らかとなった。道は整備されていくものであるの

で，古い時期の遺物が混入していても清掃や改修によって新しい遺物も入り，新旧入り交じった状況では

あるが，墓域の一部は明らかにこの道によって切られていること，宝永テフラの混入，近代遺物の混入な

どから遺構の中では最後まで機能したものである。

方形竪穴建物跡については，方形土坑墓と区別が難しく，内部の柱穴の有無や覆土・遺物の状況から判

断したものであり，推定である。また，ピットについては，遺跡全体で約2，200基あり，発掘調査段階では，

掘立柱建物跡などの遺構として組んで、いたものは2棟にすぎないので，それらの解釈のため，集中地点に

ついてはなるべく遺構として組んだものである。道や溝沿いのピット群は並木状の植栽痕列と推測し，中

世の掘立柱建物跡や柵列は，正確な方形や間尺にこだわらず，横木の上に柱を組んだものも想定し，また，

近現代の耕作による消失や深さが表土中で止まって確認面であるソフトローム面にまで達していないもの

の存在も考慮した。掘立柱建物跡として確実なものは，中央部に位置する台地整形区画内のものだけであ

るが，建物域はそれに並び，街道に平行するように推測される。

中・近世遺物については，陶磁器が中心であるが， 12世紀後半から16世紀初頭まで確認でき，その後18

世紀以降のものが若干混入するが，中心は13世紀後半から14世紀前半と15世紀中葉から後半の 2回のピー

クがある。特に常滑産コネ鉢の量は県内では最も多く，良好な資料である。この常滑焼は，使用痕跡は勿

論，要類も含めて砥石として転用されている例が多く，生活感が強く感じられる。

なお，平成5年度発掘調査担当者は， r鎌倉街道」地名，この道が現在の大字境であること，掘立柱建物
跡が組めないことから簡易な小屋程度の建物を想定すること，集落規模に比べて井戸が少ないこと，堂を

中心とする墓域の存在などから，集落域は非日常的空間であるとして，中世街道沿いの「市Jという性格

付けを提示している。しかし，次年度で調査された隣接区の調査成果も合わせると，出土遺物からは長期

にわたる生活感が確認され， r市」とする積極的な証拠はない。また，堂跡とする調査区中央からやや西側
の整形区画内には，他の整形区画同様，垣根に固まれた東西に長い掘立柱建物跡，縁に半地下式の土坑墓

が存在することから，屋敷的なものと推測される。そして，確かに街道に沿った形の建物群に復元できた

主に調査区西側のピット群は，南北側に垣根が想定でき，これもまた屋敷群の可能性がある。他の同時期

の遺跡に較べた大量の常滑コネ鉢の意味や堂跡か屋敷跡かの解釈の違いによって，街道沿いの農村(街村)

と墓域か，墓域を伴う街道沿いの市かとその性格は変わる。本報告では，無理な解釈はなるべく避け，多

くの可能性のために，なるべく詳細なデータを提供しようしたものである。

第 2節遺跡の位置と環境

1 地理的環境(第1・2・7図)

山谷遺跡は，北西が東京湾に，東側が養老川に，南側が小檀川沖積地に挟まれた標高30m~50m (東高

西低)の台地(袖ケ浦台地)の中央南縁に位置し，小橿川沖積地に開析する小支谷が入り込んだ標高40m

~52mの台地上に位置する。当遺跡の北側に入り込む小支谷は，西方に伸びて遺跡から西南西2.5km地点、で
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小橿川沖積地に開放されるものである。

遺跡の立地する台地上は，畑地を中心に随所に山林が見られ，農家は散村的に存在する景観であるが，

南側では住宅団地も造成されている。しかし，袖ケ浦台地は，江戸時代は鷹捉飼場で原野が続き，明治初

期から開墾が始められたが，大正8年(1919)に開墾助成法制定により政府の助成が行われはじめ，根形村

野田台山地区は昭和初年噴までは，ほとんど山林と草地によって占められていた。本遺跡を東西に貫通し

ていた道を境に北側が大字「野田J，南側が大字「大曽根Jであり，野田の集落は本遺跡の西側(中心間400

m)に，大曽根の集落は南側(中心間600m)に，いずれも台地下の道沿いに集村し街村的様相を示す。

2 歴史的環境(第7""'9図，第2表)

山谷遺跡周辺の遺跡については，本遺跡の西側の根形台遺跡群(35)，東側の台山遺跡(51)，南東側の山

王辺田遺跡群(48""'50，52""'62)が発掘調査されているので，主にこれらの遺跡の調査成果を中心に述べて

いきたい。根形台遺跡群は，東関東自動車道(千葉・富津線)建設に伴う当センターで調査した関畑遺跡の

ほかは， (財)君津郡市文化財センターにより小規模な調査が各地区で実施されており，おおよその遺構分

布傾向は捉えられる。台山遺跡は，関畑遺跡同様，東関東自動車道建設に伴う調査である。また，山王辺

国遺跡群は，昭和50年から52年にかけての「のぞみ野」の団地造成に伴う調査であり，面積的にも限定さ

れた調査である。

旧石器時代の遺跡は，伊丹山遺跡(5 )，中六遺跡(9 )，関畑遺跡，台山遺跡等で調査されている。特に

当遺跡の小谷津を挟んで西側の関畑遺跡では26か所，東側の台山遺跡は17か所から石器が出土しているが，

現在整理途中であり，これらの報告書刊行によって，当地域の旧石器時代の状況が更に明らかになるもの

と考えられる。

縄文時代の遺跡は，周辺に数多く分布するが，特に当遺跡の北側の小支谷を挟んだ台地上に多く分布す

る。発掘調査が行われた遺跡は，伊丹山遺跡(中後期)，角山遺跡(早・後期)( 6 )，中六遺跡(早・前・中期)， 

蔵波六山遺跡(早期)(18)，正源戸B遺跡(早期)(26)，関畑遺跡(早・前・中・後・晩期)，三ツ作貝塚(早期)

(40) ，墓山遺跡(早期)(48)，台山遺跡(中・晩期)，山王辺田遺跡(早期)(53)等である。根形台遺跡群では

東部で早期土坑群が検出されているが，西部ではやや少ない傾向である。なお，関畑遺跡では早期陥穴27

基・土坑18基が，台山遺跡では陥穴1基が検出されている。

弥生時代の遺跡は，縄文時代の遺跡分布と重なるが，更に当遺跡の南東台地上に多く見られる傾向とな

る。根形台遺跡群(35)の東部では，方形周溝墓，西部では環濠集落とみられる後期集落と方形周溝墓が主

で，西端部の西ノ窪遺跡・境遺跡と共に集落が検出されている。東部では集落は少ない傾向であるが，関

畑遺跡では，後期竪穴住居跡31軒・中期方形周溝墓7基が検出されている。山王辺田遺跡(53)では，弥生

後期の集落や方形周溝墓が多く検出されている。

古墳時代の集落は，根形台遺跡群では前期がやや見られるが，大きな集落は検出されていない。一方，

正源戸遺跡(26""'28)等，特に当遺跡から北東方向に多く検出され，台山遺跡では前期竪穴住居跡112軒・方

形周溝墓6基が検出されている。また，山王辺国遺跡群からその南の念仏塚遺跡(64)苓は前期から後期の

集落が検出されている。古墳は，根形台遺跡群では，主に東部で多く検出されるほか，台地の南側縁辺部

に宮ノ後古墳群(41)が存在する。また，本遺跡の立地する台地南側縁辺部には，境古墳群(36)，墓山古墳

群(48)，山王辺田古墳群(54)，勘佐古墳群(59)，大塚古墳群(71)などが存在する。これらの多くは円墳で
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ト イ

第8図周辺の遺跡 (1/25.000) (太線は鎌倉街道)

第9図周辺地籍図(1/4.000) (袖ケ浦市地番凶よりトレース)
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第2表周辺遺跡一覧表

番号 遺跡名 旧石器 縄 文 弥生 古墳 奈良・平安 中近世 備 考

1 山谷 。早・中・後・晩期 後期 前・中・後期 。 。
2 木瓜代 。
3 大明神墳 。
4 伊丹山A 中・後期 後期

5 伊丹山 。 中・後期 後期 発掘調査

6 角山 早・後期 発掘調査

7 直ノ台A 。 後期 。
8 直ノ台B 中・晩期

9 中六 。 早・前・中期 発掘調査

10 大谷古墳群 。 円墳6基

11 角山古墳 。 方墳。塚の可能
性。

12 赤池 早・後期 後期 平安

13 下野田 後期 。
14 逃田 。 後期 平安

15 細山 。 消滅

16 ーノ堀 。 。
17 外野A 。
18 蔵波六山 早期 。 発掘調査

19 下野田員塚 。
20 秋葉台 後期 平安

21 弐反割 後期

22 鎌倉街道A 。 早期 後期 平安

23 外野B 後期 目IJ

24 神代山 。
25 新堰山 。 。
26 正源戸B 早期 。 平安 発掘調査

27 正源pC 。
28 正源戸A 。
29 鎌倉街道E 。
30 子者清水 。 後期 。
31 ーノ山 。 。
32 鎌倉街道D 。
33 兎谷台遺跡 早期 。
34 鎌倉街道C 削期 後期 。
35 根形台遺跡群 。早・前・中・後・ 中・後期 目リ・中・後期 。 境・関畑遺跡を

晩期 含む。発掘調査

36 境古墳群 。 円墳2基
37 白幡塚 。円形塚
38 大宮台貝塚 。
39 仏塚群 。円形塚2基
40 ニツ作貝塚 早期 発掘調査

41 宮ノ後古墳群 。 円墳10基・前方
後円墳2基。測
量調査

42 坂ノ上塚 。円形塚
43 野田八幡塚 。発掘調査
44 蓮華寺塚群 。円形塚2基
45 大曽根台畑 前期 発掘調査。

46 表塚 O近 円形出羽ニ山塚
47 亀井戸古墳 。 発掘調査

48 墓山 早期 後期 。 草山遺跡改称。

49 墓山塚群 。円形塚4基。測
量調査

50 墓山古墳群 。 測量調査

51 台山遺跡 。 中・晩期 後期 前期 平安 発掘調査
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番号 遺跡名 旧石器 縄 文 弥生 古墳 奈良・平安 中近世 備 考
52 山谷古墳 。 前方後円墳。発

掘調査

53 山王辺田 早期 後期 前期 発掘調査。

54 山王辺田古墳群 後期 前・後期 目Ij方後方墳2・
方墳12・円墳
14・方形周溝墓
3基

55 大塚台 後期 目IJ期 平安 発掘調査

56 熊切山塚 。円形塚。消滅
57 雲塚台古墳群 。 円墳2基。発掘

調査

58 関戸古墳 。 円墳

59 勘佐古墳群 。 円墳4基。発掘
調査

60 勘佐 。 。
61 木戸口 。 。
62 和泉台 。 。
63 念仏塚古墳 前・中期 円墳

64 念仏塚 。 後期 。 平安 発掘調査

65 岩井前 。
66 局台 。
67 宮ノ台 。 玉作跡。発掘調

査

68 国勝神社内塚 。円形塚
69 東台古墳 。 円墳

70 下泉 。 。
71 大塚古墳群 。 則方後円墳 l

基・円墳12基

72 堀ノ内 。 。
73 八幡神社 。
74 神野台 。 前・中期

75 雨久保 後期 前・中期

76 椎木塚 。円形墳。雑木塚
を改称

77 井戸尻 。 。
78 鎌倉街道 。道路跡
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あるが，当遺跡当方800mに位置する山谷古墳(52)や宮ノ後古墳群では前方後円墳が，山王辺田古墳群では

前方後方墳が確認されている。

奈良・平安時代の遺跡は，当遺跡周辺に散在的に見られる。根形台遺跡群では，西端部の西ノ窪遺跡・

境遺跡では集落が検出され，東部の関畑遺跡では平安時代竪穴住居跡4軒・奈良・平安時代方形周溝遺構

5基が検出される等，中央部には少ない。南側では，山王辺田遺跡のさらに南側の念仏塚遺跡で平安時代

集落が若干検出されている。なお，平安時代中期の小横川流域は，中~下流域が上総国望陀郡，中~上流

域が同国畔蒜郡と呼ばれていた (r和名類従抄.1)。また，西方3kmにある飽富神社(飯富神社・飲富神社)
は上総国延喜式内社五社のーっといわれる。

鎌倉期には，望陀郡内には近衛家領菅生庄(中流域左岸)，得宗領歓富庄(中流域右岸)，国街領金田保

(下流域)が，畔蒜郡はほぼ全域が熊野山領畔蒜庄として成立していた (r吾妻鏡J他)。山谷遺跡の位置
は，飽富神社を中心とする飯富庄の東南域，加津庄の北西域に当たると見られる。

本遺跡が所在する野田及び大曽根地区に直接関連する中世文献史料は確認されていない。よって，以下

比較的史料の多い畔蒜荘を中心にその歴史を概観してみたい。畔蒜荘南庄亀山郷は，弘安6年(1283)に北

条時宗により将軍家祈祷所として円覚寺に寄進される(r円覚寺文書.1)。永仁3年(1295)には，畔蒜庄の年
貢が紀伊固まで運ばれており，東京湾から太平洋航路を経由して年貢が熊野社まで輸送されていた(r紀伊
続風土記付録十四 本宮社家二階堂氏所蔵文書.1)。

南北朝~室町期には，畦蒜庄は，建武2年(1335)足利尊氏から佐々木導誉に勲功の賞として上総国守護

職と共に与えられる(r佐々木文書.1)。その後，いったん没収されるが，応永元年(1394)，足利義満は佐々

木高詮に畦蒜庄を返し，年貢の一部を禁裏御服料として進納することを命じている。佐々木氏は，南北朝

期を通じて畦蒜庄の地頭職を得ていたと推測されている。なお，畦蒜庄内の南庄(上流域)の亀山郷に関

しては，応永8年(1375)，円覚寺は同郷から造営料として用木を徴用しており，小橿川を利用して東京湾

に出て鎌倉方面へ運搬されたと考えられる。同庄は，応永26年(1419)足利持氏によって安堵されるまで，

円覚寺領として史料上確認できる。一方，金田保では，保内の大崎村が応永3年(1396)以降幕府政所頭人

伊勢貞信から鎌倉円覚寺領に，高柳郷が同じ頃金沢称名寺へと変わっている。つまり，本遺跡の南側に広

がる小植川沖積地は，地理的にも鎌倉・三浦半島と近く，中世前期には鎌倉幕府や鎌倉府権力と密接な結

びつきをもっ領有関係にあったといえる。

戦国期，応永23年(1416)の上杉禅秀の乱，永享10年(1438)の永享の乱等を通じ，鎌倉の求心性がなくな

るとともに，当地域は政治的に空白状況となる。その間隙を突く形で公方権力として武田氏が入部し，小

橿川中流域に位置する真里谷城を本拠に短期間の内に西上総地方を領有した。この段階で，鎌倉と上総・

安房で二百数十年もの長い間続いた政治・経済・文化など様々な面での緊密な関係は薄れていったと考え

られる。なお，真里谷武田氏は， 16世紀前葉には一族間の内乱や天文 7年(1538)の第一次回府台合戦以降，

衰亡したため，当地域は南から里見氏，北から後北条氏の勢力が進出し，両勢力の境界に位置することと

なった。

中・近世の遺跡は，当遺跡近辺では，以南の台地上から小檀川沖積地に降りる微高地に集中し，先の古

墳群の分布と重なる傾向が見える。なお，中・近世の街道跡としての「鎌倉街道」が，本遺跡、を東西に結

ぶルートに推定されている。この道は，本遺跡の西側3km地点で南からの小橿川沖積地からの道が合流し，

本遺跡から東 2km地点で北東に伸び、て上総国府へ向かう道が推定されており，古代東海道にも比定されて
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いる。道沿いには道標が点在しており，本遺跡の東方400mの位置にも 2基が建つ。北側(大宇野田)は，

仏像の下に戒名が3行刻まれる供養塔で，南側(大字大曽根)は，浮き彫りの地蔵座像下に「南無阿弥陀

仏jが刻まれ，両塔方共に「北ちばみち」・「南たかくら道jと刻まれる(第 2図，図版15)。両塔共時代不

詳であるが， Iたかくら」は現木更津市高蔵寺(高蔵観音)であり，この「鎌倉街道」と交差する道は近世

の巡礼街道として機能したものと推測される。

周辺の中世遺跡は，近年多くの調査が行われ，その成果から既に本遺跡調査前の1993年に笹生衛・柴田

龍司氏によって，小橿川流域の中世史が語られている。菅生遺跡(沖積地)は12世紀~15世紀の在地領主

の居館跡や上級名主層の屋敷地に，文脇遺跡(台地上)は13世紀~14世紀前半の中・小名主の屋敷地に，

芝野遺跡(沖積地)は12世紀~15世紀前半の小百姓・作人層の在家に，荒久遺跡(台地上)は14世紀後半

~15世紀前半の延命寺門前の宿に推定されている。また，笹子城跡は15世紀末から 16世紀前葉の生活観の

ある遺構・遺物が検出された。その歴史的背景としては， 12世紀代には低地における耕地の再開発によっ

て荘園が成立し(菅生・文脇・芝野遺跡の成立)， 14世紀後半~15世紀前半には交通・流通路の整備・発展

とそれに伴う村落構造の変化が起こり宿も成立し(文脇遺跡の消滅・荒久遺跡の成立・発展)， 15世紀後半

には真里谷武田氏の領国支配によって交通・流通の移転や再編成が行われた(官生・芝野・荒久遺跡の消

滅，笹子城跡の成立)とする。また，城は16世紀中葉を境に日常性の強さから軍事性を重視した施設へ変

化するとする。

その後も当地域では注目される調査が相次ぎ，古墳の裾部に14世紀から16世紀の中世墓域が検出された

神田遺跡，中・近世の道跡としては，当遺跡の西側に隣接する地区の「鎌倉街道」沿いで(財)君津郡市

文化財センターが調査した山谷遺跡・七人堀込遺跡・境遺跡， I鎌倉街道」の東方約2km地点で(財)市原

市文化財センターによって調査された市原市天羽田稲荷山遺跡などがある。なお，境遺跡では，狭小な調

査範囲ながら，溝で区画された屋敷地や土坑墓等も 13世紀から15世紀の遺物を伴って検出されており，本

遺跡の景観と類似することが窺われ，注目できる。なお，周辺遺跡と本遺跡の比較・検討については，遺

物群の様相も含めて改めて最終章にまわすこととする。

注 1 柴田龍司 19941鎌倉街道と市袖ケ浦市山谷遺跡の成果から J r研究連絡誌』第41号財団法人千葉県文化財セン
タ-

2 柴田龍司 1999 I西上総の中世道路跡一袖ケ浦市山谷遺跡の事例を中心に J W中世のみちと物流J山川出版社

3 谷萩藤嗣 1990I第五編近現代，第五章産業・経済Jr袖ヶ浦町史通史編下巻』袖ヶ浦町
4 財団法人君津郡市文化財センター 1984 r君津郡市文化財センタ一年報.1No.2 
5 財団法人君津郡市文化財センター 1995 r君津郡市文化財センタ一年報.1No.13 
6 財団法人君津郡市文化財センター 1998 r君津郡市文化財センタ一年報.1No.15 

7 財団法人君津郡市文化財センター 1999 r君津郡市文化財センタ一年報.1NoJ6 
8 財団法人千葉県文化財センター 1993 r千葉県文化財センタ一年報.1NoJ8 
9 袖ケ浦市史編さん委員会 1999 r袖ケ浦市史 資料編 1 原始・古代・中世』袖ケ浦市
10 財団法人千葉県文化財センタ← 1992 r千葉県文化財センタ一年報.1No.17 

11 注9に同じ

12 三森俊彦 1979 r袖ヶ浦町伊丹山遺跡』伊丹山遺跡発掘調査団

13 井口 崇 1987 r中六遺跡』財団法人君津郡市文化財センター
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14 桐村修司 1993 r中六遺跡II.I財団法人君津郡市文化財センター
15 小林清隆 1999 r袖ケ浦市中六遺跡』財団法人千葉県文化財センター
16 石田広美 1980 r君津広域水道用水供給事業に伴う埋蔵文化財調査報告書J君津広域水道企業団
17 袖ケ浦市教育委員会 1997 r袖ケ浦市内遺跡発掘調査報告書一平成8年度一』
18 注5に同じ

19 注6に同じ

20 財団法人君津郡市文化財センター 1997 r君津郡市文化財センタ一年報.1Nu14 
21 西村正衛 1953 i千葉県君津郡三ツ作貝塚発見の早期縄文土器Jr古代.112号 早稲田大学
22 石井重雄 1993 i三ツ作貝塚Jr袖ケ浦市史研究』創刊号 袖ケ浦市史編さん準備委員会
23 注9に同じ

24 井口崇・重要島正弘他 1982 r西ノ窪遺跡 一発掘調査概報-.1袖ヶ浦町教育委員会
25 井口 崇 1985 r西ノ窪遺跡 一袖ヶ浦町郷土博物館建設に伴う発掘調査』袖ヶ浦町教育委員会
26 小津 洋 1985 r境遺跡』財団法人君津郡市文化財センター
27 牛房茂行 1985 r境No.2遺跡』財団法人君津郡市文化財センター
28 能城秀樹 1989 r境遺跡一第2次調査←j財団法人君津郡市文化財センター
29 鈴木久美子 1995 r境遺跡第3次調査一』財団法人君津郡市文化財センター
30 光江 章 1987 r念仏塚遺跡J財団法人君津郡市文化財センター
31 柴本一郎他 1977 i墓山古墳群測量調査Jr東洋大学考古学研究会会報.1Nu8 
32 注9に同じ

33 吉野俊忠 1977 i研修会におけるフィールド調査結果報告Jr東洋大学考古学研究会会報.1No.8 
34 嘉驚直美・牛房茂行 1985i第三編中世Jr袖ヶ浦町史通史編上巻』袖ヶ浦町
35 笹生衛・柴田龍司・鈴木哲雄・湯浅治久 1995 i上総国畦蒜荘横田郷の荘園調査報告Jr千葉県史研究.1 3号 千葉県
36 小熊吉蔵 1933 i鎌倉街道Jr史蹟名勝天然記念物調査』第十輯千葉県
37 大谷弘幸 1994 i西上総地域の古道跡 いわゆる鎌倉街道を中心として J r研究連絡誌』第41号財団法人千葉県文
化財センター

38 須田 勉 1978 i川原井廃寺と古代東海道Jr南総郷土文化研究会誌』第11号 南総郷土文化研究会
39 笹生衛・柴田龍司 1993 i小橿川流域における中世遺跡の変遷Jr研究連絡誌』第37号 財団法人千葉県文化財センタ

40 大場巌雄・乙益重隆 1979 r上総菅生遺跡』木更津市菅生遺跡調査団
41 山本哲也 1991 r文脇遺跡』財団法人君津郡市文化財センター
42 笹生衛・神野信 1993 i芝野遺跡の概要Jr研究連絡誌』第37号財団法人千葉県文化財センター
43 加藤正信・笹生衛 1993 i荒久遺跡の概要Jr研究連絡誌』第37号 財団法人千葉県文化財センター
44 小林清隆 1998 r袖ケ浦市荒久(2 )遺跡』財団法人千葉県文化財センター
45 柴田龍司 1993 i笹子城跡の概要Jr研究連絡誌』第37号財団法人千葉県文化財センター
46 首員紀子 1995 r神田遺跡・神田古墳群』財団法人君津郡市文化財センター
47 今坂公一 1998 r山谷遺跡(2 ).1財団法人君津郡市文化財センター
48 安藤道由 1999 r山谷遺跡』財団法人君津郡市文化財センター
49 諸墨智義 1992 r七人堀込遺跡』財団法人君津郡市文化財センター
50 注27~30に同じ

51 桜井敦史 1998 i天羽田稲荷山遺跡Jr市原市文化財センタ一年報 平成7年度』 財団法人市原市文化財センター
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なお， r袖ケ浦市史 資料編 1 原始・古代・中世J(1999年)には，本稿で取り上げた三ツ作員塚・西
ノ窪遺跡・境遺跡・境NO.2遺跡・台山遺跡・山谷古墳・山王辺田2号墳・西ノ窪遺跡・念仏塚遺跡・山王

辺国遺跡群・山谷遺跡・神田遺跡・境遺跡・荒久遺跡・文脇遺跡等が， r千葉県の歴史 資料編 中世1 (考
古資料)J千葉県 (1998年)には， r神田遺跡・神田古墳群」・「荒久遺跡」・「文脇遺跡J・「山谷遺跡」・「笹
子城跡j・「菅生遺跡jの調査成果が掲載されており，参考とした。両書の中世遺跡の執筆者は，神田遺跡・

境遺跡・荒久遺跡・文脇遺跡が笹生衛，山谷遺跡・笹子城跡が柴田龍司，菅生遺跡が高梨俊夫である。ま

た，遺跡位置・名称等については『千葉県埋蔵文化財分布地図(4 )一君津・夷隅・安房地区(改訂版)-J 

千葉県教育委員会 (2000年)に依る。
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第 2章旧石器時代

第 1節概要(第10図)

本遺跡における旧石器時代の遺物は，東西に長い調査対象区内の東端から北側境界付近，そして西端に

わたって11か所において確認され，そのうち，石器集中地点(ブロック)は，計6か所検出され，中央部

には空白がある。中央部は上層遺構(主に中世)が密集し，立}11ローム層上部が撹乱されたこともあるが，

あたかも直径230mの環状フ。ロックの様な分布状況である。しかし，出土層位(lV層~X層)はそれぞれで，

有機的関係はないと見られる。ソフトローム (III層)出土のものはない。また，確認、グリッドで単独出土

のものや上層遺構の覆土中から出土したものも多い。

第 2節石器集中地点

1 31-67プロック(第11~14図，第 3 表，図版 4 ・ 20)

調査区北東において確認された石器集中区であり，地形的には，台地平坦面の縁辺であり，北に向かつ

て開く谷の最奥部にあたる。石器点数は敵石1点，石核1点，剥片・砕片16点、の18点で，東西約3m，南

北約3mの範囲に集中して分布している。層位的には， VII層からIXb層の間で，標高は， 49.23m~49.85m 

の約0.63mの間であり， IXa層上面にまとまる傾向が認められる。石器の石材はメノウ 1点，頁岩17点で，

圧倒的に頁岩が多い。

1は，長軸端部に敵打による細かい剥離痕が多く認められる敵石である。 2は一部に自然面を残す石核

である。 3 ・ 4 は縦長の剥片で背面の一部に自然面が残る。 5~12は打面や背面，側面の一部に自然面を

残す調整剥片である。

接合関係については，次のとおりである。接合1は， 1の敵石と 5・7・9・10・12の調整剥片が接合

したものであり，本例から見て，細長い自然擦の一端を使用面とした敵石に石割が行われた様子が見て取

れる。

接合2は， 4の縦長剥片と， 6・8の調整剥片が接合したものであり，同一方向からの連続した剥片剥

離が行われていた様子が見て取れる。

2 3 M-QQブロック(第15~17図，第 3 表，図版20)

調査区中程のやや北よりにおいて確認された石器集中区であり，地形的には平坦面の縁辺で，北に向か

つて開く谷の最奥部にあたり， 31-67ブロックと谷を挟んで対峠する位置にあたる。石器点数は，敵石1点，

石刃1点，剥片・砕片38点の40点で，東西約4m，南北約3mの範囲に集中して分布している。層位的に

は， V層からVII層の間で，標高は， 49.042m~49.805mの約0.763mの間であり， VII層上面にまとまる傾向

が認められる。石器の石材は安山岩31点，黒曜石5点，流紋岩1点、，頁岩2点，砂岩1点で，圧倒的に安

山岩が多い傾向にある。
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1は，長軸端部に敵打痕が認められる敵石である。 2は打面調整が行われた石核から剥離された石刃で

ある。 3• 4は，黒曜石の縦長剥片である。 5"'10は，打面が除去された調整剥片であり， 11は自然面を

打面とした調整剥片である。

3 3 Q-I0プロック(第18・19図，第3表，図版4.21) 

調査区東よりにおいて確認された石器集中区であり，地形的には平坦面の中程にあたる。石器点数は，

ナイフ形石器1点，加工痕を有する剥片1点，剥片・砕片10点，醸1点の13点で，東西約3m，南北約6

mの範囲に散漫と分布している。層位的には， V層からVI層の間で，標高は， 50.01m"'50.33mの約0.31

mの間であり， V層下部にまとまる傾向が認められる。石器の石材は，黒曜石6点，頁岩5点，安山岩2

点で，黒曜石が多い傾向にある。

1はナイフ形石器であり，縦長剥片の両側縁にプランティングを施している。 2は加工痕を有する剥片

であり，打面側の両面に調整が施されている。 3は，縦長剥片であり， 4は横長剥片である。

4 40-17プロック(第20・21図，第3表，図版4・21)

調査区南寄りにおいて確認された石器集中区であり，地形的には平坦面のやや谷よりにあたる。石器点

数は剥片3点で，南北約3m，東西約1mの範囲に集中して分布している。層位的には， IV層からV層の

間で，標高は， 50.107m"'50.245mの約0.137mの聞であり， IV層下部にまとまる傾向が認められる。石器

の石材は，全て頁岩である。

1は縦長剥片であり， 2. 3は調整剥片である。

5 5 F-67プロック(第22・23図，第3表，図版21)

調査区の西よりにおいて確認された石器集中区であり，地形的には平坦面の中程にあたる。石器点数は

剥片2点で，東西約1m，南北約0.5mの範囲に集中して分布している。層位的には， VII層中にまとまる傾

向が認められる。石器の石材は，全て頁岩である。

1は縦長剥片であり， 2は調整剥片である。両者には接合関係が認められた。

6 7 F-31プロック(第24図，第3表，図版21)

調査区の南西寄りで確認された石器集中区であり，地形的には平坦面の中程にあたる。石器点数は，ナ

イフ形石器2点，加工痕を有する剥片1点，剥片・砕片28点の31点で，東西約5m，南北約6mの範囲内

において，北側にややまとまって分布している。層位的には，VI 層からIXa層の間で，標高は49.855m"'50.158

mの約0.138mの間であり， VII層上面にまとまる傾向が認められる。なお，本地区はローム層上部が削平さ

れている。石器の石材は，黒曜石30点，頁岩1点で，黒曜石が圧倒的である。

1 • 2はナイフ形石器であり， 1は，両側縁に， 2は先端部の片側にプランティングを施している。 3

"'9は縦長剥片であり，このうち 8・9の2点は主要剥離が，背面側に迄及んでいる。
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第3節ブロック外資料(第25"-'27図，第3表，図版21)

確認グリッド単独出土のものと上層遺構覆土中から出土した旧石器時代の石器である。本遺跡各地区か

ら出土している。加工痕を有する剥片 1)点(黒曜石)，模形石器2点(黒曜石)，剥片16点(黒曜石9点，

安山岩3点，頁岩3点，ホルンフェルス 1点)，石刃2点(黒曜石1点，安山岩1点)，醸1点(頁岩)で

ある。

このうち，上層遺構による撹乱等で移動していないものは， 2 L， 2 R， 3 Rグリッドで確認されたもの

である。 2L-88グリッドは調査区中央寄りの北部で， VII層から出土した黒曜石製石刃である。 2R-69グリ

ッドは調査区東端部で頁岩製剥片が出土した。 3R-27グリッドの凹層"-'IV層出土のものは安山岩製剥片，

3 R-67グリッドのVI層出土のものは頁岩製剥片， 3 R-72グリッドのIV層"-'VI層出土のものも頁岩製剥片で

ある。

1・2は，模形石器であり， 3"-'9は縦長剥片， 10"-'12は調整剥片である。 13"-'18は剥片である。この

うち， 15"-'17は両極剥離によるものである。
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第3表石器属性表

グリッド 番号 プロック等 図 Nu 器 種 杭高 K局 レベル 標高 石材 個同体 接合
重量 長 自画 厚
(g) (醐) (mm) (mm) 

31 67 113167 ~J片 51.111 0.889 2.290 49.710 頁岩 4 5.1 31. 9 31.5 5.1 
31 67 213167 ~J片 51.111 0.889 2.150 49.850 頁岩 2 1.1 13.7 25.5 3.6 
31 67 313167 121 3 剥片 51.111 0.889 2.420 49.580 璃耳量 29.15 70.9 36.9 12.9 
31 67 413167 121 7 毒自l片 51.111 0.889 2.350 49.650 頁岩 1接 I 10.45 27.5 29.6 15.6 
31 67 513167 131 8 剥l片 51.111 0.889 2.460 49.540 頁岩 3接 2 5.67 26.2 35.2 7 
31 68 113167 砕片 51.111 0.889 2.510 49.490 頁岩 0.07 9.7 5.7 1.5 
31 76 113167 剥片 51.111 0.889 2.450 49.550 頁岩 2 5.69 24.9 25.1 8 
31 76 213167 13110 ~J片 51.111 0.889 2.200 49.800 頁岩 1接 1 3.61 20.7 33.9 6.8 
31 76 313167 13111 ~J片 51.111 0.889 2.220 49.780 頁岩 1接 I 9.68 38.4 23.3 14.2 
31 76 413167 131 6 剥l片 51.111 0.889 2.200 49.800 頁岩 3接 2 11.46 37.7 38.9 12.8 
31 76 513167 131 1 剥片 51.111 0.889 2.310 49.690 頁岩 I接 l 39.88 39.6 46.3 25 
31 76 613137 13112 剥片 51.111 。.889 2.250 49.750 頁岩 1接 1 2.43 15.9 24.2 9.1 
31 76 713167 121 2 石核 51.111 。.889 2.330 49.670 頁岩 2 69.17 34.8 43.1 36.6 
31 77 113167 121 1 厳石 51.111 0.889 2.570 49.430 頁岩 1接 1 33.64 30.1 41. 7 27.9 
31 77 213167 吉町l片 51.111 0.889 2.170 49.830 頁岩 2 1目81 35.6 13 5.1 
31 77 313167 131 9 ~J片 51.111 0.889 2.190 49.810 頁岩 1接 I 4.99 3.01 21.1 8.3 
31 77 413167 121 4 剥l片 51.111 0.889 2.470 49.530 頁岩 3接 2 36.9 58.3 43.1 19.5 

31 77 513167 131 5 宮前j片 51.111 0.889 2.330 49.670 頁岩 1接 l 17.99 37.4 37.1 12.7 

3M 31 113MOO 喜朗l片 50.346 0.654 1.467 49.533 黒曜石 接 3 0.18 9.8 8.4 3.3 

3M 31 113MOO 砕片 50.346 0.654 1.467 49.533 黒曜石 0.2 5.3 12.5 2.8 

3M 31 213MOO 161 4 剥片 50.346 0.654 1.395 49.605 黒曜石 8.75 39.8 23.4 9.6 

3M 30 313MOO 161 2 石刃 50.346 0.654 1.485 49.515 流紋岩 72.3 125.3 31.3 18.9 

3M 20 413MOO 161 3 剥片 50.346 0.654 1.415 49.585 黒曜石 接 3 2.16 36.5 11. 8 4目8

3M 10 513MOO 毒剤j片 50.346 0.654 1.808 49.192 安山岩 4 0.65 12.1 12.4 6.6 

3M 10 613MOO 剥片 50.346 0.654 1.464 49.536 安山岩 4 1.24 11.6 17.6 6.3 

3M 11 713MOO 171 8 ~J片 50.346 0.654 1.520 49.480 安山岩 4 11.67 26.1 38.5 12.8 

3M 01 813MOO 剥片 50.346 0.654 1.513 49.487 安山岩 4 17.37 28.6 43 16 

3M 01 913MOO 剥片 50.346 0.654 1.958 49目042頁岩 1. 74 23.9 19.7 4.6 

3M 。l 1013MOO 17111 剥片 50.346 0.654 1.300 49.700 安山岩 4接 4 5.71 27.7 24.5 10 

3M 01 1113MOO 剥片 50.346 0.654 1.700 49.300 頁岩 3.97 25.1 20.2 9.5 

3L 191 12 3MOO 17110 剥片 50.346 0.654 1.935 49.065 安山岩 2 4.84 22.6 29.2 9.3 

3M 101 13 3MOO 171 7 毒事l片 50.346 0.654 1.701 49.299 安山岩 4 10.81 36.1 41.9 8 

3M 101 13 3MOO 171 7 剥l片 50.346 0.654 1.701 49.299 安山岩 4 1.29 21.8 12.7 5.5 

3M 101 14 3MOO 171 5 昔日l片 50.346 0.654 1.195 49.805 安山岩 1 15.68 41. 7 41.2 10.6 

3M 101 15 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.788 49.212 安山岩 4 1.46 18.6 10.5 6.4 

3M 。。 1613MOO 剥片 50.346 0.654 1.688 49.312 安山岩 4 0.92 12.5 18.4 5.1 

3M 011 17 3MOO 親l片 50.346 0.654 1.501 49.499 安山岩 4 5.15 21.2 30.9 8.3 

3M 011 18 3MOO ~J片 50.346 0.654 1. 745 49.255 安山岩 4 11.05 30.2 41.2 12.9 

3M 111 19 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.385 49.615 安山岩 4接 4 0.32 12.8 11.5 3.3 

3M 111 19 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.385 49.615 安山岩 4 1.58 19.3 16.8 5 

3M 111 19 3MOO ~J片 50.346 0.654 1.803 49.197 安山岩 4 10.59 27.7 38 14.1 

3M 111 19 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.803 49.197 安山岩 4 0.58 18.3 10 4 

3M 111 20 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.803 49.197 安山岩 4 1.05 10.2 19.9 5.5 

3M 111 21 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.730 49.270 安山岩 4 1. 73 24 18.2 4.5 

3M 111 22 3MOO 161 3 厳石 50.346 0.654 1. 704 49.296 砂岩 209.02 84.4 69.2 42.5 

3M 111 23 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.700 49.300 安山岩 4 3.24 24.3 27.6 5.5 

3M 111 23 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.700 49.300 安山岩 4 2.23 28.6 18.3 4.7 

3M 111 23 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.700 49.300 安山岩 4 0.51 11. 7 12 5.3 

3M 111 23 3MOO 虫剤l片 50.346 0.654 1.700 49.300 安山岩 4 0.25 12.1 7.3 3.6 

3M 111 24 3MOO 砕片 50.346 0.654 1.902 49.098 安山岩 4 0.43 9.6 7.5 5.8 

3M 111 24 3MOO ~J片 50.346 0.654 1.902 49.098 安山岩 4 0.51 8.5 18.6 3.7 

3M 111 24 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.902 49.098 安山岩 4 0.24 10.9 9.3 2.5 

3M 111 25 3MOO ~J片 50.346 0.654 1. 936 49.064 安山岩 4 0.61 12.8 14 5.3 

3M 111 26 3MOO 剥l片 50.346 0.654 1.679 49.321 安山岩 4 11.44 31.2 30.7 12.4 

3M 111 26 3MOO 剥l片 50.346 0.654 1.679 49.321 安山岩 4 1.23 16.5 16.3 5 

3M 111 26 3MOO ~J片 50.346 0.654 1.679 49.321 安山岩 4 2.5 16.3 17.7 8.7 

3M 11 27 3MOO 剥片 50.346 0.654 1.843 49.157 黒曜石 接 3 1.31 19.9 14.2 4.4 
3恥f 201 28 3恥100 171 6 ~J片 50.346 0.654 1.443 49.557 安山岩 4 6.34 33.7 23.8 6.3 

3Q 10 113Q10 際 51. 809 0.191 1.470 50.530 安山岩 1.16 16.7 15 5.6 
3Q 11 113Q10 剥片 51.809 0.191 1.640 50.360 頁岩 l接 5 1.64 24.5 12.8 4.6 
3Q 11 113Q10 砕片 51.809 0.191 1.640 50.360 頁岩 I接 5 0.56 13.6 12.4 3.5 
3Q 11 113Q10 砕片 51. 809 0.191 1.640 50.360 頁岩 1接 5 0.76 17.8 9.7 4.7 
3Q 12 113Q10 砕片 51.809 0.191 1.805 50.195 黒曜石 0.62 15.6 6.4 7.1 
3Q 21 113Q10 191 2 RF 51. 809 0.191 1. 770 50.230 黒曜石 1 4.23 22.4 22 9.1 
3Q 21 213Q10 砕片 51. 809 0.191 1.670 50.330 黒曜石 1 0.15 7.7 11.8 1.9 
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グリッド 番号 プロック等 図 NQ 器 種 杭高 K高 レハミノレ 標高 石材 個同体一接合 重量 長 幅 厚
(g) (mm) (mm) (mm) 

3Q 21 313Q10 19 31!J1J片 51. 809 0.191 1.805 50.195 頁岩 1 3.56 35.6 15.9 8.9 

3Q 21 413Q10 19 41!J1J片 51. 809 0.191 1.680 50.320 頁岩 5.43 26.1 43.9 5.9 

3Q 21 513Q10 砕片 51.809 0.191 1.890 50.110 黒曜石 I 0.66 17.5 8.3 4.3 

3Q 21 613QlO 砕片 51.809 0.191 1.990 50.010 黒曜石 1 0.08 4.4 9.1 2.2 

3Q 30 113Q10 19 1ナイフ形石器 51.809 0.191 1.910 50.090 安山岩 5.3 39 14.7 8.6 

3Q 31 113Q10 砕片 51.809 0.191 1.975 50.025 黒曜石 0.04 3.7 10 1.4 

40 17 114017 21 l剥片 51. 946 0.054 1.755 50.245 頁岩 6.19 39.1 23.5 11.1 

40 27 114017 21 3剥片 51. 946 0.054 1.893 50.107 頁岩 1.85 20.1 18.8 6.5 

40 27 214017 21 21!J1J片 51. 946 0.054 1. 785 50.215 頁岩 9.67 33.7 25.8 13 

5F 67 115F67 23 w日l片 50.443 1.057 1.460 50.040 頁岩 接 6 5.11 34.5 24.5 5.1 

5F 68 115F67 23 2剥片 50.443 1.057 1.430 50.070 頁岩 接 6 1.37 23 21. 7 4.2 

7F 52 117F31 25 31 R F 黒曜石 8 3.28 31.6 23 8.8 

7F 52 217F31 !JIJ片 50.443 1.057 1.457 50.043 黒曜石 3 0.24 10.4 13.5 1.7 

7F 52 317F31 25 8剥片 50.443 1.057 1.495 50.005 黒曜石 5 2.98 33.4 21.8 4.1 

7F 52 517F31 25 61!J1J片 50.443 1.057 1.605 49.895 黒曜石 1 5.57 51.3 19.4 7 

7F 61 617F31 25 lナイフ形石器 50.443 1.057 1.645 49.855 頁岩 I 5.69 45.2 16.6 7.3 

7F 53 717F31 25 91!J1J片 50.443 1.057 1.482 50.018 黒曜石 1 2.43 25.6 21.3 5.5 

7F 53 817F31 剥片 50.443 1.057 1.478 50.022 黒曜石 6 15.7 20.1 47.6 14.5 

7F 53 917F31 25 51!J1J片 50.443 1.057 1.450 50.050 黒曜石 9 3.62 38.5 14.9 6.8 

7F 43 10 7F31 25 4剥片 50.443 1.057 1.438 50.062 黒曜石 2 0.44 22.6 7.3 2.5 

7F 42 11 7F31 25 2ナイフ形石器 50.443 1.057 1.438 50.062 黒曜石 I 1.55 27.4 14.6 5.1 

7F 43 1217F31 !JIJ片 50.443 1.057 1.450 50.050 黒曜石 2 0.42 18.9 14.6 2.5 

7F 32 1317F31 剥片 50.443 1.057 1.460 50.040 黒曜石 5 2.98 33.4 8.6 10.6 

7F 32 1417F31 !JIJ片 50.443 1.057 1.470 50.030 黒曜石 1 1. 96 23.8 14.1 5.2 

7F 32 1517F31 剥l片 50.443 1.057 1.475 50.025 黒曜石 4 0.31 18.3 9.9 1.8 

7F 42 1617F31 !JIJ片 50.443 1.057 1.455 50.045 黒曜石 3 1.05 21.4 23 3 

7F 42 1717F31 製l片 50.443 1.057 1.480 50.020 黒曜石 3接 7 0.12 10.6 13.3 l 

7F 42 1717F31 剥片 50.443 1.057 1.480 50.020 黒曜石 接 7 0.03 3.1 8.1 0.8 

7F 42 1817F31 25 7剥片 50.443 1.057 1.445 50.055 黒曜石 5 9.14 60.1 25.3 11.7 

7F 42 1917F31 剥片 50.443 1.057 1. 412 50.088 黒曜石 8 2.54 28.4 20.7 6.6 

7F 42 20 7F31 剥片 50.443 1.057 1.342 50.158 黒曜石 9 4.68 56.4 16.1 6 

7F 41 21 7F31 剥片 50.443 1.057 1.445 50.055 黒曜石 7 0.2 9.2 11.2 2.2 

7F 41 22 7F31 剥片 50.443 1.057 1.348 50.152 黒曜石 4 1.63 29.3 23.2 4 

7F 411 22 7F31 !JIJ片 50.443 1.057 1.348 50.152 黒曜石 3接8 1.3 21.4 27.5 4.9 

7F 411 22 7F31 剥片 50.443 1.057 1.348 50.152 黒曜石 接 8 0.18 14.3 8.7 2.3 

7F 411 22 7F31 宮町l片 50.443 1.057 1.348 50.152 黒曜石 接 8 0.56 14.2 20.2 2.8 

7F 411 22 7F31 宮町l片 50.443 l.057 1.348 50.152 黒曜石 6 0.15 9.2 14.1 1.7 

7F 311 23 7F31 新l片 50.443 l.057 1.425 50.075 黒曜石 6 0.97 18.9 14.3 6.4 

7F 401 24 7F31 剥片 50.443 l.057 1.405 50.095 黒曜石 7 0.55 l7.4 10.1 4.6 

7F 731 25 7F31 剥l片 50.443 1.057 1.595 49.905 黒曜石 2 6.45 34.4 22.7 8 

7F 321 26 7F31 寺町l片 50.443 1.057 1.535 49.965 黒曜石 3 0.69 19.3 7.1 5.2 

7F 601 27 7F31 新l片 50.443 1.057 1.078 50.422 黒曜石 0.91 8.2 16.1 5.1 

1R 28 1上層グリッド 磯 頁岩 35.46 41.6 36.8 19.1 

2L 88 112L 261 4 石刃 50.220 1.280 2.210 49.290 黒曜石 0.68 18.4 110.1 3.3 

2M 69 112M 26112 剥片 50.842 1.158 2.770 49.230 頁岩 3.23 25.5 27.7 6 

2R 42 112R 261 7 宮町l片 安山岩 19.11 4.15 3.01 1.31 

3R 27 113R 26110 和l片 安山岩 1.04 25 15 3.5 

3R 67 113R 27114 宮町j片 頁岩 2.07 16.5 30.1 5.6 

3R 72 113R 26118 !JIJ片 頁岩 2 26.2 13.3 9.3 

41 l上層グリッド 261 1 模形石器 黒曜石 1.31 1.63 1. 78 0.47 

41 1上層グリッド !JIJ片 黒曜石 0.67 1.05 2.42 0.38 

4K l上層グリッド 261 6 RF  黒曜石 4.47 3.77 1.83 0.95 

4K l上層グリッド 261 9 剥片 黒曜石 11.51 3.65 3.07 1.28 

4K 2上層グリッド 261 8 剥片 安山岩 11.52 3.2 3.31 1.07 

4K 8上層グリッド 27116 剥片 黒曜石 7.03 3.78 2.27 1.02 

4L 1上層グリッド 27115 剥片 黒曜石 6.94 3.48 2.01 1.13 

5G 201 上層グリッド 27117 新l片 黒曜石 2.28 3.36 1.87 0.59 

7G 117G 27113 宮崎片
ホルンフェル

20.6 36.7 42.3 14.1 
ス

7G 217G 剥片 50.443 1.057 1.580 49.920 黒曜石 0.15 7.7 11.9 1.5 

sx 008 3上層遺構覆土 261 5 IMJ片 黒曜石 14.42 7.91 3.2 0.8 

sx 018 l上層遺構覆土 剥片 黒曜石 1.54 1.31 1.44 0.79 

sx 207 28上層遺構覆土 261 2 模形石器 黒曜石 2.37 2.26 1.61 0.64 

sx 207 42上層遺構覆土 26111 剥片 黒曜石 1.67 2.16 1.25 0.5 

sx 211 2上層遺構覆土 261 3 石刃 安山岩 7.89 6.19 1.97 0.68 
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第3章縄文時代

第 1節概要(第28図)

確実な縄文時代の遺構としては，陥穴6基のみである。本遺跡の調査区西側では中世の土坑が密集して

おり，その中には或いは縄文時代の土坑も含まれている可能性もある。しかし，調査区東側では中世遺構・

遺物の密度が薄く，その中の土坑数基は当該期の可能性もあるが，確証が得られないため，中・近世の遺

構として第6章で紹介した。 6基のうち，東側の3基はやや距離をおいて，西側の 3基は近接して検出さ

れた。主軸は概ね北東一南西方向である。以下，陥穴を西から順に説明した後，僅かな遺物を紹介したい。

第2節陥穴(第29・30図，図版5・14)

SX015 

主軸はN-460 -Eで北東一南西，形状は細長い溝状で，長軸200cm，短軸43cm，深さ85cmである。覆土は，

灰褐色土である。

SX024 

主軸はN-90 -Eで北北東一南南西，形状は細長い溝状で，長軸360cm，短軸45cm，深さ112cmである。覆

土は，ローム粒を多く含む黒褐色土から黄褐色土である。中世の整形区画遺構SX005に切られており，常滑

コネ鉢の破片が出土した。

SX004 

主軸はN-90 -Eで北北東一南南西，形状は確認面で楕円形，底面が長方形で，長軸200cm，短軸170cm，

深さ155cmである。覆土は，ローム粒を多く含む黒褐色土から灰褐色土である。

SK003 

主軸はN-700 -Eで東北東西南西，形状は細長い溝状で，長軸280cm，短軸90cm，深さ175cmである。覆

土は，ローム粒を多く含む黒褐色土から黄褐色土である。

SK005 

主軸はN-160 -Eで北北東一南南西，形状は細長い溝状で，長軸310cm，短軸52cm，深さ112cmである。覆

土は，ローム粒を多く含む黒色土から黒褐色土である。

SK004 

主軸はN-350 -Eで北東南西，形状は細長い溝状で，長軸380cm，短軸50cm，深さ130cmである。覆土は，

ローム粒を多く含む黒褐色土から黄褐色土である。
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SX015 
1 暗灰褐色土層
2 .灰褐色土層 ローム粒多量含む。

SXOl5 

E 

A ∞ A'凶|1f，，，，m 

A' 

⑧ 101 

A 

SX005H 

A A' 
- ・・-50.80m 

¥ 2太守 SX024 
¥--l-二J 1 黒褐色土層
¥ . I 2 .黄褐色土層
ド{ 3 黒褐色土層
むej 4 黄褐色土層 ソフトローム粒主体。黒褐色土粒含む。
5~ 5 暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。

ソフトローム粒層。
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B 
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SK005 

E
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A 

B' 
・ 50.50mI~ 

〉

I ~. 

SX004 
1 明茶褐色土層

2 黒褐色土層
3 黒褐色土層
4 灰褐色土層 ハードローム粒多量含む。

5 黄褐色土層 ロームプロック。
6 灰褐色土層
7 灰褐色土層
8 暗灰褐色土層

9 黒褐色土層
10 暗灰褐色土層

-r 3¥'OS 
④ 
B' 

1;" 
-!-
2P74 

ロームプロック含む。

1;" 

B 

B' 
51.00m ・一

|円1 ~そ

B -1-
一→ 2P84

SK005 
1 黒色土層
2 黒褐色土層 ローム粒多量含む。
3 黒色土層径 I叩~3cmのロームプロック含む。

ローム微粒少量含む。
l層よりローム粒多い。
径3cm程のロームプロック主体。
黒色土粒多量含む。

4 .黄褐色土層 径 1Cm程のロームプロック主体。
5 黒色土層

SK003 
1.黒褐色土層
2 暗褐色土層
3.黄褐色土層

2m ( 1/60) 

縄文時代遺構(1)
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(SD007) 

ムて0~'1'1!
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SK004 

〉て，，¥'¥.)'1

∞1 
50.90m ーさ

A' ∞l 
( 1/3) IOcm 

SK004 
1 黒色土居
2 暗黄褐色土層黒色土粒少量合む。
3 黒色土層 径 lcm~2cmのロームプロック含む。
4 黒褐色土層 ローム粒多量含む。しまり司弘、。

第31図縄文土器

(1/60) 2m 

第30図縄文時代遺構(2 ) 

第3節遺物(第31図)

縄文土器は，陥穴からの出土はなく，古代以降の遺構覆土中から細片が35点ほど出土した。以下，摩滅

が少なく図示できた 4点について時期順に説明したい。

1は， 5 Kグリッド(調査区中央部)出土の早期沈線文系土器で，胎土は径 1mmほどの砂粒をやや多く含

み，色調は内外面共にぶい樟色である。田戸下層式と推定される。 2は，調査区東側の中・近世溝である

SD007覆土中から出土した中期~後期の土器で，縄文が施文されている。胎土は砂粒微粒をやや多く含み，

色調は外面にぶい赤褐色，内面赤黒色である。 3は，奈良・平安時代の方形周溝遺構の周溝覆土から出土

した後期の土器で，縄文が沈線で区画されている。胎土は砂粒微粒をやや多く含み，色調は外面にぶい黄

樺色，内面樟色である。堀之内式に推定される。 4は5Lグリッド(調査区中央部)出土の後期から晩期の

土器の口縁部で，細かい縄文に沈線が施文されている。内面のへラナデや焼成は良好，胎土は砂粒微粒を

やや多く含み，色調は外面黄灰色，内面にぶい黄樟色である。晩期安行式系に推定される。
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第4章古墳時代

第 1節概要(第28図)

調査区東部の南側で前期竪穴住居跡が3軒近接して検出されたが，当該期の遺構は他にはない。ただ，

土器細片は，中・近世遺構覆土内やグリッド一括で調査区南側以外で120点余り採集された。以下，竪穴住

居跡とその出土遺物について説明したい。

第2節竪穴住居跡、

SI001 (第32・33図，第4・5表，図版5・22・25)

主軸はN-340 -wの北西一南東方向，形状は隅丸方形で，規模は長軸・短軸共4.3m，深さ40cmである。
周溝は全周し，炉は北寄りに位置し，主柱穴は 4 本ある。主柱穴の柱心間距離は，南北1.6m~1.7m・東

西1.95m~2.1mで，東西方向にやや長い。他のピットなどは，南西コーナーに長軸 1m余・短軸80cm ・深

さ50cmの楕円形の穴，南壁寄りに長軸90cm・短軸45cm・深さ30cmの楕円形の穴が存在する。前者が貯蔵穴，

後者が出入口施設に関連する穴と考えられる。住居全体の覆土は，上層が黒褐色土，下層が焼土粒を含む

黒色土である。

遺物は，高坪・台付聾・査・聾・敵石・砥石で，床面に点在していた。図化した遺物の詳細については，

第4・5表(観察表)を参照されたい。ただ，砥石については，中・近世の所産の可能性もあるが，砂岩

質であり，中・近世として図化した凝灰岩質の砥石群とは異質ではある。

SI002 (第34・35図，第4・5表，図版5・6・23・25)

主軸はN-3T-Wの北西一南東方向，形状は南西一北東方向に長い隅丸方形，規模は長軸4.0m'短軸3.4

m，深さは35cmである。炉は北西寄りで，周溝は検出されなかった。本来の主柱穴は柱心間距離が1.5m前

後のP1， P 2， P 3， P 4の4本に推定されるが，西側方向に柱心間距離を1.2mと若干短くしたP9，P10の

2つの柱穴が主柱穴を補助し，全体で6本の主柱穴を持つ構造と考えられる。深さはいずれも15cmほどであ

る。炉を中心として本来の主柱穴で固まれた範囲を中心に硬化面が形成されていることもそれを物語る。

他のピットは，北コーナーに深さ25cmのP6，南コーナー付近に深さ30cmのP5，深さ25cmのP7，深さ20cm

のP8，深さ20cmのPllとが存在する。この内， P7は出入口施設関連，他は貯蔵穴の可能性がある。住居

全体の覆土は，炭化物・焼土粒を少量含む黒褐色土が主体である。

遺物は，硬化面部分を中心に，椀，台付鉢，器台，小型窒・壷，台付聾・壷，敵石など，器種・量共に

多く出土し，特に査・聾類が目立つ。図化した遺物の詳細については，第4・5表(観察表)を参照され

たい。

SI003 (第36図，第4表，図版6・14・24)

主軸はN-350 -wの北西一南東方向，形状は南西一北東方向にやや突出する亀甲状の平面形，規模は長軸
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3 暗2竜褐色上回 しまり弱い。
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第32図 SIOOl(1) 
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第33図 SI001(2) 

3.2m・短軸3.6mであるが，ある。深さは12cmほどである。炉はやや東寄りの北東側で，周溝や柱穴は検

出されなかった。炉の周囲から南側にかけて硬化面が形成されている。

遺物は，椀，器台，高坪，査などであり，特に炉近辺で炉器台が3つ並んで出土したことは，祭最巴的行

為が窺われて注目される。
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(SPD-D') 
1 暗褐色土層焼土粒少量含む。
2.赤樫色土層焼土層。

F F' 
-・・ 51.2m

P8 官」
3、-2

P7 :w-(1/40) 1 m 

(SPE-E') 
1.暗褐色土層黒色土とローム微粒。
2 暗茶褐色土層 1層より暗いがローム粒やや大きい。
3.褐色土層 2層よりローム粒多い。
4 黒褐色土層 黒色土主体。ローム粒少量含む。

(SPF-F') 
I 暗褐色土層焼土粒多量含む。
2 暗褐色土層焼土粒少量含む。
3.褐色土層黒色土粒多量含む。
4.明褐色土層 ローム粒主体。黒色土粒少量含む。

(SPG-G') 
1 黒褐色土層 黒色土粒主体。ローム位微量含む。
2.明褐色土層 ローム微盤多量含む。
3.褐色土層 ローム位多量含む。

(SPA-A') 
1.黒色土層焼土佐微量含む。
2.黒褐色土層 炭化物・焼土粒少量含む。
3.黒褐色土層 炭化物少量含む。 2層よりやや暗い。
4.黒褐色土層 ローム粒多量含む。
5.黒褐色土層
6 暗賞褐色土層 4層より明るい。
7.黒褐色土層 炭化物・焼土粒少量含む。

2 

7 

(1/3) IOan 

第34図 SI002(1) 
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(1/2) 5cm 

第35図 SI002(2) 
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l 暗褐色土問焼土粒少量含む。
2 暗褐色土層焼土粒多量含む0
1 赤樟色土層焼土層。
暗褐色土居硬化層。
暗褐色土層 黒色土粒多量含む。A 
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(SPA-A') 

l 黒褐色土問 ローム粒含む。
2 黒褐色土問 ロ←ム粒多く含む。炭化物・焼土粒含む。
3 黒褐色土問 2府より明るい。
暗黄褐色土居焼土粒微泣含む。
暗黄褐色土日当 ローム粒多量含む。( 1/80) 4m 

2 3 4 

C二二三
---------一一一三

5 

6 

7 

(1/3) IOcm 

第36図 SI003
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第
4
表
古
墳
時
代
土
器
観
察
表

遺
構
挿
図
器
種

遺
存
度

番
号
番
号

51
00
1 
l
 
高
杯
杯
部
杯
部
1/
4

51
00
1 
2
 
高
杯
脚
部
脚
部
1
/
2

51
00
1 
3
 
高
均
二
脚
部
脚
部
2/
3

51
00
1 
4
 
高
杯
脚
部
脚
部
1/
4

胴
部
1/
4
，
底

51
00
1 
5
 
小
型
壷

部
1/
3

51
00
1 
6
 
斐
底
部

底
部
1
/
6

51
00
1 
7
 
饗
口
縁
部
，
口
縁
1/
16
，

胴
部

胴
部
1/
8

頚
部
1
/
4，
胴

51
00
1 
8
 
査
胴
部

部
1/
8

口
縁
部
1
/
2

51
00
2 
1
 
椀

及
び
体
部

1/
5
を
欠
く

51
00
2 
2
 
鉢

体
部
4/
5

体
部
1
/
3
及

51
00
2 
3
 
台
付
鉢

ぴ
脚
台
部
を

欠
く

体
部
1/
4
を

51
00
2 
4
 
器
台

欠
く

51
00
2 
5
 
小
型
斐

口
縁
部
1/
8

を
欠
く

51
00
2 
6
 
小
型
墾

dフ
~7

1ノY
 

単
位
:
cm
 
(
復
元
値
)
〔
現
存
値
〕

口
f至
底
径
器
局

(
 8.
4)
 

(
 3.
3)
 

10
.8
 
(
 3.
7)
 

1 1
.
2
 
(
 4.
2)
 

(
 5.
0)
 
(
 9.
2)
 

(
 6.
6)
 
(
 1.
3)
 

20
.4
 

(2
1.
7)
 

(1
8
 )
 

8.
6 
3.
8 
5.
5 

9.
8 

5.
4 

19
.8
 

9.
3 

12
.0
 
14
.0
 
14
.7
 

13
.7
 
6.
0 
12
.5
 

15
.4
 
4.
8 
12
.2
 

調
整

胎
土
焼
成

色
調

備
考
時
代
・
時

外
面

内
面

外
面
内
面

期
等

ハ
ケ
目
後
指
ナ
デ

丁
寧
な
へ
ラ
ミ
ガ
キ
細
砂
粒
を
良
好
赤
糧
色
，
赤
燈
色

古
墳
前
期

少
し
含
む

赤
彩

縦
位
へ
ラ
ミ
ガ
キ

杯
内
面
へ
フ
ミ
ガ
キ
，
砂
粒
を
少
良
好
黒
褐
色
燈
褐
色

古
墳
前
期

脚
内
面
へ
ラ
ケ
ズ
リ
し
含
む

縦
位
へ
ラ
ミ
ガ
キ
，
底
部
直
上
横
位
へ
ラ
ミ
ガ
キ

細
砂
粒
を
良
好
檀
褐
色
燈
褐
色

古
墳
前
期

に
竹
管
状
工
具
に
よ
る
刺
突

少
し
含
む

指
ナ
デ
，
底
部
直
上
に
爪
形
に
横
位
へ
ラ
ナ
デ

長
石
粒
を
良
好
燈
褐
色
燈
褐
色

古
墳
前
期

よ
る
刺
突

多
く
含
む

縦
位
ハ
ケ
目
調
整
，
底
部
付
近

砂
粒
，
長

横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ

横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ

石
粒
を
少
良
好
黄
褐
色
樟
褐
色

古
墳
前
期

し
含
む

斜
位
及
び
横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
指
ナ
デ

砂
粒
を
少
良
好
黄
樺
色
黒
褐
色

古
墳
前
期

し
含
む

口
唇
部
押
捺
，
ハ
ケ
目
調
整
後
へ
フ
ケ
ズ
リ
f麦
へ
ラ
ミ
細
砂
粒
を
良
好
黒
褐
色
，
黄
燈
色

古
墳
前
期

指
に
よ
る
ナ
デ

ガ
キ

少
し
含
む

ス
ス
付
着

頚
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ
，
胴
細
砂
粒
を

燈
褐
色
，

胴
部
内
面
2
次
焼

へ
ラ
ケ
ズ
リ
後
へ
ラ
ミ
ガ
キ
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ
後
指
ナ
少
し
含
む
良
好
一
部
ス
ス
樟
褐
色
成
に
よ
り
器
面
剥
古
墳
前
期

ア
付
着

離
が
著
し
い

口
唇
部
指
ナ
デ
，
体
部
横
位
へ
口
唇
部
指
ナ
デ
，
横
位
細
砂
粒
を
良
好
黄
褐
色
黄
褐
色

古
墳
前
期

ラ
ケ
ズ
リ

へ
ラ
ケ
ズ
リ
後
指
ナ
デ
少
し
含
む

横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
後
斜
位
へ
ラ
口
唇
部
指
ナ
デ
，
横
位
長
石
粒
・

へ
ラ
ケ
ズ
リ
後
斜
位
へ
細
砂
粒
を
良
好
黄
櫨
褐
色
黄
櫨
褐
色

古
墳
前
期

ミ
ガ
キ

ラ
ミ
カ
*
キ

少
し
含
む

横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
後
斜
位
及
び

細
砂
粒
を

赤
褐
色
，
赤
褐
色
，

横
位
へ
ラ
ミ
ガ
キ

良
好

古
墳
前
期

縦
位
へ
ラ
ミ
ガ
キ

少
し
含
む

赤
彩

赤
彩

口
縁
部
及
び
頚
部
縦
位
へ
ラ
ミ
口
縁
部
横
位
へ
ラ
ケ
ズ
細
砂
粒
を

脚
部
内
面
2
次
焼

ガ
キ
，
体
部
縦
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
リ
，
体
部
横
位
へ
ラ
ミ
少
し
含
む
良
好
黒
褐
色
黒
褐
色
成
に
よ
り
器
面
剥
古
墳
前
期

及
び
一
部
縦
位
へ
ラ
ミ
ガ
キ
ガ
キ

離
が
著
し
い

口
縁
部
指
ナ
デ
，
胴
部
上
半
へ

長
石
粒
・

ラ
ケ
ズ
リ
後
横
位
へ
ラ
ミ
ガ
キ
，
へ
ラ
ケ
ズ
リ
後
横
位
へ
細
砂
粒
を
良
好
黒
褐
色
黒
褐
色

古
墳
前
期

下
半
斜
位
へ
ラ
ミ
ガ
キ
，
底
部
ラ
ミ
ガ
キ

少
し
含
む

直
上
斜
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ

口
唇
部
指
ナ
デ
，
胴
部
上
半
へ
口
縁
部
指
ナ
デ
，
胴
部
長
石
粒
を

胴
部
中
央
付
近
に

ラ
ケ
ズ
リ
後
横
位
へ
ラ
ナ
デ
，

良
好
黄
褐
色
黄
褐
色

古
墳
前
期

下
半
斜
位
へ
ラ
ナ
デ

横
位
へ
ラ
ナ
デ

少
し
含
む

穿
孔
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遺
構

番
号

51
00
2 

51
00
2 

51
00
2 

51
00
2 

51
00
2 

51
00
3 

51
00
3 

51
00
3 

51
00
3 

51
00
3 

51
00
3 

51
00
3 

挿
図

番
号 7
 

8
 

9
 

10
 

11
 1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

器
種

小
型
壷

台
付
要

壷 資 査 椀 器
台

器
台

器
台

高
杯
杯
部

壷
口
縁
部
及

ぴ
頚
部

壷

遺
存
度

口
縁
部
1
/
3

及
び
胴
部
下

半
を
欠
く

口
縁
部
4/
5

及
び
脚
台
部

を
欠
く

口
縁
部
1/
4

を
欠
く

口
縁
部
上
半

及
び
胴
部

1/
3
を
欠
く

口
縁
部
及
び

胴
部
1
/
3
を

欠
く

口
縁
部
1/
5

を
欠
く

'7
三~

JE
1

口
縁
部
1/
5

を
欠
く

去y三¥
:1
1ノ
'-

口
縁
部
1
/
5

及
び
脚
部
を

欠
く

ロ
縁
部
7/
8

を
欠
く

胴
部
1/
2
及

び
口
縁
部
，

底
部
を
欠
く

単
位
:α
(
復
元
値
)
〔
現
存
値
〕

調

口
径
i
底
径
器
局

外
面

口
唇
部
指
ナ
デ
，
頚
部
縦
位
へ

8.
3 

(1
1.
0)
 
ラ
ミ
ガ
キ
，
胴
部
指
ナ
デ
後
へ

ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
部
指
ナ
デ
，
頚
部
斜
位
へ

17
.1
 

24
.3
 
ラ
ナ
デ
，
胴
部
横
位
へ
ラ
ナ
デ

頭
部
縦
位
ハ
ケ
目
調
整
，
胴
部

13
.3
 
8.
2 
30
.9
 
横
位
ハ
ケ
目
調
整
，
底
部
直
上

斜
位
ハ
ケ
目
調
整
，
底
部
指
ナ

ア 頚
部
斜
位
ハ
ケ
目
調
整
，
胴
部

7.
6 
(2
6.
5)
 
横
位
ハ
ケ
目
調
整
，
底
部
直
上

斜
位
ハ
ケ
目
調
整
後
指
ナ
デ
，

底
部
指
ナ
デ

頚
部
直
下
横
位
へ
フ
ミ
ガ
キ
，

7.
1 
(1
5.
6)
 
胴
部
横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
後
縦
位

へ
ラ
ミ
ガ
キ
，
底
部
直
上
斜
位

へ
ラ
ナ
デ

口
唇
部
指
ナ
デ
，
横
位
へ
ラ
ケ

11
.4
 
5.
0 
8.
9 
ズ
リ

頚
部
指
頭
圧
痕
，
脚
部
縦
位
へ

6.
5 
11
.
8
 
11
.4
 
ラ
ケ
ズ
リ

7.
4 
12
.0
 
12
.2
 
斜
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ

頚
部
及
び
脚
部
上
半
斜
位
へ
ラ

7.
8 
12
.0
 
11
. 
7
 
ケ
ズ
リ
，
脚
部
下
半
横
位
へ
ラ

ケ
ズ
リ

杯
部
丁
寧
な
縦
位
へ
ラ
ミ
ガ
キ
，

19
.1
 

7.
3 
頚
部
上
半
横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
，

下
半
縦
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ

口
唇
部
指
ナ
デ
，
頚
部
縦
位
へ

(1
7.
4)
 

6.
0 
ラ
ミ
ガ
キ

23
.1
 
横
位
へ
ラ
ミ
ガ
キ

整
胎
土
焼
成

色
調

備
考
時
代
・
時

内
面

外
面
内
面

期
等

口
縁
部
上
半
横
位
へ
フ

頚
部
黒
色

ミ
ガ
キ
，
下
半
指
ナ
デ
，
長
石
粒
を
良
好
胴
部
燈
褐
樫
褐
色

古
墳
前
期

胴
部
上
半
横
位
へ
ラ
ケ
少
し
含
む

色
ズ
リ

口
縁
部
上
半
指
ナ
デ
，
長
石
粒
を

燈
褐
色
，

胴
部
上
半
横
位
へ
ラ
ナ
少
し
含
む
良
好
胴
部
上
半
燈
褐
色

古
墳
前
期

デ
，
胴
部
下
半
指
ナ
デ

ス
ス
付
着

口
縁
部
上
半
横
位
ハ
ケ

目
調
整
，
下
半
指
ナ
デ
，
細
砂
粒
を
良
好
燈
褐
色
燈
褐
色

古
墳
前
期

胴
部
横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
少
し
含
む

後
へ
ラ
ナ
デ

口
縁
部
上
半
横
位
ハ
ケ

胴
部
内
面
下
半
2

目
調
整
，
下
半
指
ナ
デ
，
細
砂
粒
を
良
好
樟
褐
色
控
褐
色
次
焼
成
に
よ
り
器
古
墳
前
期

胴
部
横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
少
し
含
む

面
剥
離
が
著
し
い

後
へ
ラ
ナ
デ

長
石
粒
・

黄
褐
色
，

指
ナ
デ
後
斜
位
へ
ラ
ケ
砂
粒
を
多
良
好
胴
部
下
半
黄
褐
色

古
墳
前
期

ズ
リ

く
含
む

ス
ス
付
着

長
石
粒
・

横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ

細
砂
粒
を
良
好
黄
褐
色
黄
褐
色

古
墳
前
期

少
し
含
む

頚
部
横
位
へ
フ
ケ
ズ
砂
粒
を
多

リ
，
脚
部
横
位
へ
ラ
ケ

良
好
積
褐
色
樟
褐
色

古
墳
前
期

ズ
リ

く
含
む

頚
部
横
位
へ
ラ
ケ
ズ
砂
粒
を
少

リ
，
脚
部
斜
位
へ
ラ
ケ

良
好
樫
褐
色
樫
褐
色

古
墳
前
期

ズ
リ

し
含
む

頚
部
横
位
へ
フ
ケ
ズ
砂
粒
を
合

リ
，
脚
部
斜
位
へ
ラ
ケ

良
好
燈
褐
色
積
褐
色

古
墳
前
期

ズ
リ

む

坪
部
丁
寧
な
縦
位
へ
フ
細
砂
粒
を

ミ
ガ
キ

少
し
含
む
良
好
黄
燈
褐
色
黄
燈
褐
色

古
墳
前
期

口
唇
部
横
位
へ
フ
ケ
ズ
細
砂
粒
を

リ
，
頚
部
横
位
へ
ラ
ミ

良
好
檀
褐
色
燈
褐
色

古
漬
前
期

ガ
キ

少
し
含
む

頚
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ
，
胴

部
上
半
横
位
へ
ラ
ケ
ズ
長
石
粒
を
良
好
黄
褐
色
，
黄
褐
色
，

古
墳
前
期

リ
後
指
ナ
デ
，
下
半
指
少
し
含
む

赤
彩

赤
彩

ナ
デ



第5表古墳時代石器観察表

遺構 挿図
種類 遺存度

単位:αn(復元値)〔現存値〕 観 察
色調 石材

時代・
番号 番号 長さ 幅 厚さ 上 面 下 面 時期等

S1001 9 敵石 完形 9.0 4.6 3.8 
頭部及び底部に打

青灰色 安山岩 古墳前期
痕有り

SI001 10 敵石 完形 8.1 3.8 2.1 
頭部及び底部に打

青灰色 安山岩 古墳前期
痕有り

S1001 11 砥石
頭部を欠

C 7.1) 5.5 1.3 擦痕有り 擦痕有り 灰褐色 砂岩 古墳前期
く

SI002 12 敵石
頭部を欠

C 9.5) 6.1 4.2 
底部及び胴部・側 底部及び胴部・側

青灰色 安山岩 古墳前期
く 面に打痕有り 面に打痕有り
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第5章奈良・平安時代

第 1節概要(第28図)

当該期の遺構は，方形周溝遺構1基のみである。また，遺物も僅かである。

第2節方形周溝遺構(第37図，図版6) 

SXOOl 

調査区東側の北部で検出された。主軸は僅かに東寄りのほとんど北でN-150-E，周溝外縁は，長軸・短軸

共9.6mのほぽ正方形，周溝の幅は50cm'"'-'70cm，深さは35cm前後である。中央からやや東側で北東一南西方

向に中・近世の溝SD005，006に切られている。主体部は検出されなかった。周溝の覆土はローム粒を含む

黒~暗褐色土である。遺物は，周溝覆土中から縄文土器片が出土した他にはない。周辺の遺跡の状況から

みて，時期的には8世紀後半頃の遺構の可能性がある。

第3節遺物(第38図，図版25)

本遺跡から出土した土師器，須恵器は極めて少量である。図示した 4点は全て須恵器であるが，他に土

師器杯小片が出土している。

1は，表面採集された須恵器杯蓋である。推定口径17.6cm，ロクロ成形で，胎土は長石・石英微粒を少

量含み，色調は外面灰色，内面黄灰色である。 8世紀前半頃の所産と考えられる。 2は， SX007(鎌倉街道

北側側溝)覆土中出土の須恵器長頚瓶の頚部である。中央部径は6.0cm，ロクロ成形で，胎土は黒色微粒を

少量含み，色調は内外面共灰白色である。肩部にかかる部分に自然柚が斑状に付着している。 8世紀後半

頃の所産と考えられる。 3は， SX207 (鎌倉街道南側側溝)覆土中出土の須恵器警の口縁部小片である。推

定口径は21.6cm，ロクロ成形で，胎土は砂粒微粒を少量含み，色調は内外面灰白色である。内面には自然

紬が斑状に付着している。 4は4Lグリッド一括の須恵器警の口縁部小片で，推定口径27.2cm，ロクロ成形

で，胎土は長石微粒をやや多く含み，色調は内外面灰色である。内面には自然粕が斑状に付着している。
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C 

④ 

I~ 可L

lR30 

A A' 
~一・ー 50.70m

2~2 

1 .黒色土層 ロームプロック含む。
2.黒褐色土層 ローム粒含む。
3.暗褐色土層 ローム粒多量含む。

I~ 

J
F
C

一 J.22L5070m 

可g

ース7 5070m 

(1/160) 8m (1/80) 2m 

第37図 SXOOl

メ主主Z三 一一三ミ

2 

仁二二二二 ¥ 
L一一一一--------1
、Tー==ー-- ご J

ζ三三 i 二二戸

(1/3) 100m 

第38図奈良・平安時代遺物
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第6章中・近世

第 1節概要

検出遺構内容は，既に第1章第1節 調査の概要に記したが，調査区の中央から西側を中心として，東

西を走る主要道(字名から仮に「鎌倉街道」とする)の両側にそれに平行或いは直交する様な道4条や溝

32条，並木状植栽痕列14条が走り，街道より北側で I 区"'-'IX区，南側でX区"'-'XII 区の幅20m~25mの12

区画が想定できる。この区画内は，さらに計8か所の整形区画が形成され，生活関連遺構と葬送関連遺構

とが展開する。改めて列挙すると，日常生活関係遺構は，井戸6基，方形竪穴建物跡14棟，掘立柱建物跡

43棟，棚列14条等，葬送関連遺構は，地下式坑14基，火葬土坑10基，土坑墓115基であり，他の性格不明土

坑約180基，性格不明ピット約950基である。

ただし，以上の遺構種類・数については，発掘調査時に判断された数とは異なり，かつ現時点、で確定さ

れるものではない。方形竪穴建物跡は大型の方形土坑墓と類似していることから，規模やピットの有無か

ら判断した。土坑の多くは土坑墓と考えられるが，形状・覆土・遺物などから明らかに墓と考えられるも

のを数えたものである。遺跡全体で約2.200基検出されたピットについては，調査時に 2棟の掘立柱建物跡

が組まれていたのみであるが，集中地点、については正確な柱問や方形が組めなくても，その性格を明らか

にするデータを提示さるために，なるべく多くの断面図を作成した。よって掘立柱建物跡の数はかなり多

めである。ただ，柵列や並木条植栽痕列についてはおおむね正しいと考えている。

本遺跡の解釈は，調査区を東西に走る道「鎌倉街道」と周辺の生活関連遺構と葬送関連遺構との時期的

な関係が重要な意味をもっと考えられる。しかし，この道は，現道(アスフアルト舗装)直下に近代の道

跡があり，薄い覆土と側溝中から中・近世の遺物が大量に出土した。本遺跡の出土遺物の多くはここから

出土しており，後述するように遺物の接合関係・同一個体関係は，かなりの距離があり，周囲からこの道

に投げ捨てられたことが窺える。側溝中からは18世紀初頭の宝永テフラが層を形成しており，側溝の清掃・

整備は，以降行われなくなったものと推測される。この道の最初の造成時期は不明確である。ただ，調査

区中央部から西側にかけての整形区画やピット群(建物域・概要リ)や溝・道などの生活域はこの道にほぼ

平行或いは直交する配置が見られること，調査区中央部の墓域である整形区画の覆土や土坑を切っている

部分が多く見られること等から，恐らく中世から清掃・整備・改変が繰り返されたものである。

遺構分布状況は，全体としては中央部の埋没谷に土坑墓が，西側に建物域が集中する傾向が見られる。

しかし，方形竪穴建物跡や掘立柱建物跡はほぼ街道に沿う形で，土坑墓も調査区中央以西全体に分布して

おり，明確な生活域や墓域という様な区画は見られなし3。一つ一つの整形区画についてみると，縁部に地

下式坑，内部に方形竪穴建物跡や掘立柱建物跡，その中聞に土坑墓群，やや離れて井戸の存在という共通

性が見られることから，基本的には墓を伴う屋敷地の集合体であろう。切り合った遺構の土層堆積状況等

からは，基本的には主要道(鎌倉街道)の造成が先行し，整形区画が造られて，方形竪穴建物跡や掘立柱

建物跡が形成された街道沿いの集落(街村)が造られ，集落廃絶後は主に中央部埋没谷に墓が造られ続け

て墓域が形成されたことが推測される。

これらの時期は，出土遺物から12世紀後半から16世紀初頭と18世紀後半から19世紀と推定されるが，中
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心は13世紀後半から15世紀後半，つまり中世でも本格的な戦国期を迎える前の中世前期を中心とする。

よって，本章の構成は，まず，区画遺構としての道・溝，整形区画，次に生活関連遺構とし，最後に葬

送関連遺構とする。なお，調査時に複数の遺構を通した土層堆積状況を記録しているものも多いので，挿

図はそのまま活かして掲載しており，例えば，地下式坑の項目中に土坑墓等の図示・説明が入る様な例は

多い。また，ピット・土坑は密集して数が多いので個別の説明はなるべく省略し，全体図は1/250でl区"--8

区に分けた。土坑については，形態表を参照されたい。遺物については，各遺構でも図示・説明するが，

多くが異なる遺構間の接合・同一個体関係があるので，基本的には第3節で一括して説明したい。

第2節区画遺構

1 鎌倉街道(第40図~第44図，図版2・3・7・8・14・15)

(1) 形状

調査区西側約半分のほぽ東西133mに亘り，断面逆台形の堀状に現道下から検出され，両側に側溝を有す

る。主軸は，東西から若干ずれたN-850 -wであるが，東端部から35m地点で、N-760 -wと若干南方に折れ
る。遺構番号は，道路面はKR，北側側溝はSX007，南側側溝はSX207と付けられた。掘込みの上幅は4.5m

"--9 m，道路面(KR)までの深さは60cm"--80cm，道路面の幅は2.2m"--3 mである。

上幅は，西端部で7mであるが，東側に徐々に 9mと広がり，中央部から 5mと狭くなり，いったん7.5

mと広がるが，東端部では4.5mと急激に狭くなる。一方，道路面(KR)幅は，中央から西側で1.8m"--2. 5 

m，中央部で2.7mであるが，やや東寄りで1.7mと狭くなり，上幅が狭くなる直前で約3mと広がり，東

端部で1.6mと狭くなる。側溝心々距離は西半部で3.5m"--4. 5m，東半部では2.7m"--3. 4mである。東端部

で急激に狭くなるのは，北側から入り込む小支谷(埋没谷)を避ける意味が窺える。北側側溝(SX007)は，

南側側溝(SX207)に比べて浅いため，中央部の33mほどの範囲では不明確である。

上端部から側溝壁面にかけて多くのピットが掘り込まれている。特に西側南壁に集中が見られる。これ

らの性格は不明であるが，並木状になる植栽痕の可能性が考えられる。また，南側側溝(SX207)の中央部あ

たりで，側溝内に掘り込まれた井戸跡 (SK219)が検出された。径1.5mの円形プランで素掘である。 3m

ほど掘り下げたが底面には達しなかった。この井戸跡には両端に側溝が取り付いていることから，側溝の

排水及び水溜のための機能を併せもっていたものと考えられる。他に道路面や側溝内にSX207B，C， D等

の土坑が幾っか掘り込まれている。セクションにかかるものはこの道以前のものである。

(2) 土層堆積状況

東端部 (SPA-A')

南側に幅1.2mほどの硬化層が2面存在し，古い時期の道路面(KR1 ，KR 2)と考えられる。なお，轍痕

と考えられる幅1.1mで平行して走る小溝が検出された。また，北側には整形区画の覆土埋没土があり，こ

のレベルで板碑片が出土している。この覆土上面に宝永4年(1707)降灰の宝永テフラ層がブロック状に載

るが，南側の道路面上の覆土の上と同様にこの上に更に幅3.8mの硬化層が2面形成されており，近世前期

(KR 3)とそれ以降の道路面と考えられる。路面には轍痕が存在する。さらにその上にアスフアルト舗装に

伴う造成土が載る。道路は，常に清掃整備されるものであるので，古い時期の路面を削ることが考えられ

るが，現代の造成の際にも表土を含め大きく削っている。
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A.アスフアルト舗装
B.砕石
C.道路敷土暗灰色土とロームプロック
表土

J.耕作土

II 暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
III.灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
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SK223 

(SPB-B') 
SK223 
a 灰色士層
b 黒褐色土層 ハードロームプロック少量含む。
c 灰褐色土層 ソフト・ハードローム粒含む。
SX207新
あ暗灰褐色土層 ハードローム粒微量含む。
い暗灰褐色土層ハードローム粒含む。

う.暗灰色土層 ソフト・ハードローム粒少量含む。

SX207古
えー黒褐色土層 ハードローム粒少量含む。

基本記号凡例
1 . II . III 表土

A.B.C 近現代道路造成土
黒色塗りつぶし 宝永テフラ

1.2.3. KR 
アイウ SX007 
あいう SX207 
他 土坑・ピット

墓域埋土

a 灰褐色土層
b 灰褐色土層

全てのセクションに対応
1/ 

1/ 

SPD-D'とSPE-E'は共通だが、他はそれぞれ。
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y

y
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j

ノ

KR3 
1 暗灰色土層硬化層
2 暗灰褐色土層
3 淡青灰色土層硬化層
KR2 
4 暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。

5 淡青灰色土層硬化層
KRl 
6 灰色土層硬化層
墓域埋土

a 灰褐色土層整地層
b.灰褐色土層 ハードロームプロック少量含む。
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整地層
ハードロームプロック少量含む。

A 
B' 
・ 50.00m

KR3 
判ト乏

イ

SX007新

悟一一」
SX007古

KR 
1 暗灰褐色士層 ハードローム粒・黒灰色土粒少量含む。

しまり強い。
2.稽灰褐色土層黒灰色土粒含む。
3.黒灰色土層
4 暗灰褐色土層 ハードローム粒含む。硬化層。

5 暗灰色土層硬化層
6.暗灰褐色土層 ハードローム粒含む。硬化層。
7 暗灰褐色土層 ソフト・ハードローム粒・プロック少量含む。

8 濃青灰色土層硬化層。
9 暗灰色土層硬化層。

表土

IV.灰褐色土層 ハードローム粒多量含む。しまり強い。
SX007新
ア 灰褐色土層 ソフト・ハードローム粒少量含む。
イ 灰褐色土層 ソフト・ハードローム粒含む。
SX007古
ウ 濃暗灰色土層 ハードローム粒少量含む。硬化層。

エ 暗灰褐色土層 ハードローム粒多量含む。しまり強い。
オ 濃暗灰色土層 ハードローム粒少量含む。しまり強い。

KR4 

ι50.50m 

十 τ正→
(SPC-C') 
近現代道路造成土
D 黒褐色土層
E 貝殻層
F 黒褐色土層
表土
V 暗茶褐色土層

土坑

KR 
I 黄褐色土層
2 暗灰色土層上位硬化層。
3.暗褐色土層
4.茶褐色土層
5 暗茶褐色土層
6 暗黄褐色土層
7 褐色土層
8.暗灰色土層
9.濃暗灰色土層 下位硬化属。
10 濃暗灰色土層 しまり強い。

KR3 

南側の士坑
a 暗褐色土層
b 暗黄褐色土層
C 暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
d 暗灰褐色土層 ハードローム粒微量含む。
e 暗黄褐色土層
f 黄褐色土層
北側の土坑
①.黒褐色土層 宝永テアラ多量含む。しまりなし。
②黒褐色土層

(1/80) 4m 

第41図鎌倉街道(2 ) 
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E 

D 

(SPD-D' ，SPE-E') 
SX207 

SX207 

SX207 

あ.灰褐色土層 ソフト・ハードローム粒含む。

い.暗灰褐色土層 ソフト・ハードローム粒少量含む。
う.暗灰褐色土層 ハードローム位・明灰色土粒少量含む。
SX207以前のピット
(a) .灰黒褐色土層

(b)ー暗灰色土問 しまり良い。
SX207を切るピット
a.黒褐色土層明灰色土粒多量含む。
b.黒褐色土層 ソアト・ハードローム粒含む。

白l

⑮ 

A 
国l

49.60m 

E' 
・-50.50m 

KR SX007 

D' 
・ 50.50m

ア

KR SX007 

(1/80) 4m 

KR SX007新

A' 

l.濃灰色土層硬化層。 ア 暗灰褐色土層 ハードローム粒・明灰色土粒少量含む。
イ 暗灰褐色土層硬化層。2 濃暗灰色土層硬化層。

3.暗灰褐色土層硬化層。 ウ 暗灰褐色土層

恒|

国|

エ.暗灰褐色土層 明灰色土粒多量含む。
オー暗灰褐色土層 宝永テブラ多量含む。
SX007新を切るピット
①暗灰褐色土層 ハードローム粒含む。
SX007古

SX207D 

カ.暗灰色土層明灰色土粒多量含む。
キ暗灰色土層

(1/60) 2m 

a 黒褐色土層
b 茶褐色土層 ハードロームプロック多量含む。
c 暗褐色土層粘性あり。

第42図鎌倉街道(3 ) 
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東側屈曲部 (SPB-B')

南側で土坑(SK233)が掘り込まれ，その覆土を切る様に側溝SX207の2段階の掘込みが存在する。北側の

SX007も2段階である。側溝聞の硬化層が古い段階の道路面(KR3)と考えられる。幅は， KRが2.1m，側

溝の上幅は， SX007が3.1m，SX207が1.9mである。路面には轍痕が存在する。側溝の深さは，道路面から

底まで20cm""'40cmで、ある。その後， 10cm""'20cmの間層を挟んで幅約3m硬化層(KR4)が形成され，直上に

現代の造成土が載る。

中央部 (SPC-C')

北側と南側に土坑が形成され，それが埋没した後に道路面が形成されている。北側の土坑覆土上面には

宝永テフラ層が載り，そのレベルで幅2.4mの硬化層(KR3)があり，さらに10cmほどの間層を挟んで幅2.8

mの硬化層(KR4)が載る。 SPA-A'同様，古い路面は近世前期と考えられる。

西端部付近 1 (SPD-D') 

現代の道路造成土を除去すると，間層なく幅1.9mの道路面(KR)，両側に側溝の覆土が検出された。側

溝の上幅はSX007，SX207共に2.9mである。いずれも埋没途中段階でピットが掘り込まれている。

西端部付近2 (SPE-E') 

SPD-D'同様の状況である。道路面(KR)の幅は2.6m，側溝の幅はSX007は2.5m，SX207は3mである。

土層堆積状況をまとめると，次のようである。東端部では，近世の道路面と中世の道路面(両側側溝)

がずれていたため，プライマリーな中世道路面が検出された。一方，それより西側では，堀状に掘り込ま

れた底面を道路面としているため，中世から近世までは同一面で機能していたと考えられる。

(3) 遺物出土状況

本遺跡出土遺物の約6割がこの道の覆土中から出土した。縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器など原

始・古代の遺物が若干あるが，中心は中世陶磁器であり，特に常滑薯の破片が多い。分布は東側に集中し，

西側は少ない。これは，東側が現代の道路造成での削平が少なく，西側よりも覆土が残存していたことが

一つの理由であろうが，側溝覆土中からの出土はやはり東側に多い。側溝内の中世遺物の大部分は，宝永

テフラより下位の覆土上層からの出土で，覆土中~下層からはほとんど出土しなかった。なお，この道路

以外の遺物との接合・同一個体関係が多く見られることから，中・近世を通じて周囲から投げ捨てられた

可能性が高い。また， 18世紀後半以降の近世陶磁器，瓦，銭貨も本遺構から出土しており，陶磁器関係で

は16%が近世である。

(4) 小結

この道路跡の時期については，まず，古東海道を踏襲しているか否かであるが，側溝心々距離が最大で

も4.5mしかなく，最小では約2.7mになってしまうこと，全長133mの道路内で西半部・東半部・東端部と

大きく 2度も幅が変化すること，側溝内で出土した遺物も中世であること，等からこの道路跡は古代官道

を踏襲している可能性は低いことが考えられる。開道時期については，決定するような資料は得られなか

ったが，出土遺物からは13世紀には使用されていた可能性が考えられる。道路は現在まで機能しているが，

側溝がほとんど埋没した後も多くの中世遺物が流入し，しかもその上層には宝永テフラが認められること

から，側溝が機能するように常に維持管理されていたのは15世紀後半までであった可能性が強い。その後，

18世紀代に改めて整備されて，現代まで使用され続けたことが考えられる。
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2 溝・道(第45図~第55図，図版9・10・11・15・16)

鎌倉街道以外の道や溝である。主軸は，鎌倉街道とほぽ同軸或いはほぼ直交するものが多い。いずれも

溝状を呈しているが，道は硬化面の存在から判断した。合わせて調査区の西方から説明したい。

5X019 (第45図，図版16)

北区西端部で検出された，長さ 7mでト両側に側溝を持つ道路跡で，主軸はN-100 -Eである。農道と同方

向であるが，若干東側にずれている。東側には隣接して高さ70cmの段がほぼ同方向で形成されており，井

戸(SX006)が存在する。この段は，鎌倉街道同様，この道が溝状に掘り込まれたものの可能性が高いが，西

側は調査区端でもあり不明である。或いは整形区画の可能性もある。南側は，鎌倉街道に切られている様

相である。側溝は， 3m程で途切れているが，路面はさらに 2m程伸び，西側側溝の延長と考えられる溝

が南側で検出されている。硬化面は幅50cm'"'-'60cm，側溝は北側で幅50cm'"'-'60cm，南側で幅1m，深さは10

cmである。出土遺物はない。

50018 (第45図)

北区西端近くで3m検出された。主軸はN-30 -E，幅は 1m，深さは確認面(ソフトローム面)から約

20cm，覆土は砂粒を多く含む暗灰色土層である。出土遺物はない。

5X003 (第46図，図版11)

北区西寄りで， 18m検出された溝内部に 2面の硬化面が形成された道路跡である。主軸はN-120 -E，溝

の幅は80cm'"'-'1. 2m，深さは，掘込み面から上位硬化面までが42cm程，下位硬化面まで55cm程，掘方までが

60cm程である。掘込み面より上層で宝永テフラがブロック状に混入しており，覆土上層中から弥生土器片

3点，常滑コネ鉢片6点，常滑聾片1点(129)(6 a型式・ 13世紀後半)の，カワラケ片3点，北宋銭2枚

(249， 254)，貝殻片が出土した。中世の道であることは間違いない。

50014 (第45図)

SX003の東側に平行して10m検出された。主軸はN-140 -E，幅は50cm，深さは10cm，覆土は灰黒褐色土

である。道SX003との密接な関係が考えられる。出土遺物はない。

50015 (第45図)

北区西寄りで， 18m検出された。主軸は東西方向で，西端部でSX003を切っている。幅は50cm'"'-'70cm，深

さは15cm程である。周囲のピット群は本遺構覆土を切っているものが多かった。出土遺物はない。

50013 (第45図)

北区中央部の整形区画SX005のほぼ中央を東西に横切り， 13.5m検出された。主軸はN-850 -W，幅は60

cm'"'-'80cm，深さは 5cm'"'-' 10cmと浅い。北宋銭2点(祥府通宝(253)景祐元宝(255))が出土した。 SX005より

新しい遺構と考えられる。
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SX003 
1 黒色土層

2 黒褐色土層
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13 ソフトローム
14 ソフトローム しまり強い。
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5X022 (第47図，図版12)

北区中央部でSX005の東側で検出された屈曲した幅広い溝状遺構である。東西方向の北部は，幅4.3m，

長さ 7m，南部は南北方向に近いN-150 -Eで，幅2m"'2.5mである。深さはいずれも15cm程である。北

部の北寄りには，幅50cm"'70cm，長さ1.5m"'2.2m，深さ数cmの南北方向の溝が東西方向に並ぶ。中世道

路遺構によく見られる，いわゆる波板状凹凸で，道路補修痕と考えられる。 SX022全体では，常滑コネ鉢片

2点(内，転用砥石1点)，常滑聾片 1点，瓦質壷片3点，カワラケ片5点(174)の他，なぜか釘等の鉄製

品8点(219，224， 227"'231， 234)が出土した。

50026 (第47・48図)

SX022の北東部で9m程検出されたほぽ南北方向の 2条の溝であるが，西側の溝が東側の溝を切っている。

いずれも主軸はN-80 -E，幅は80cm程，深さは60cmである。覆土は灰黒色土で，弥生土器片 1点，瀬戸・

美濃平碗片 1点，常滑聾片 1点，不明鉄製品 1点(218)が出土した。

5X021 (第47・48図，図版11)

北区中央部東寄りで， SX026の東側， SD025の西側にほぽ南北方向で検出された硬化面を有する溝状の道

路跡である。調査区北端際で3m， SX022北東部で10m，さらに土坑群を挟んで南側に 5m検出された。西

側はSD026新段階の溝に，中央部は土坑群に切られていることから，これらより古い道であるが，覆土確認

面レベルで宝永テフラが載ることから，中世後半に機能した溝であることが考えられる。主軸はN-10 -E， 

幅は80cm程，深さは50cmで，硬化面はSX003同様2面存在する。出土遺物はない。

50025 (第48図，図版11)

北区東寄りで， SX021の東側に平行する形で32m検出された。主軸はN-10 -E，幅は50cm'"1. 2m，深

さは60cm程である。掘込み面より上層中に宝永テアラブロックが検出されており，溝覆土にはピットが掘

り込まれている。出土遺物はないが中世段階の溝とピットであろう。

50024 (第48図)

北区東寄りでSD025の東側に南北方向で13m程検出され，東側のSX020と切り合う。主軸はN-120 -wで，
SD025とはやや異なる。幅は60cm'"1. 4m，深さは掘込み面から30cm程で，覆土上面に宝永テフラが堆積す

るので中世段階の溝であろう。覆土は暗灰色土で，弥生土器片1点，常滑聾片1点が出土した。

5X020 (第48図)

SD024の南端部に接して切るように東西方向に12m程検出された。主軸はN-880 -W，幅は 2m程，深さ

は40cm程で内部には段差が見られる。覆土は暗灰褐色土で，常滑聾片 1点の他，確認面でグリッド取り上

げであるが，瀬戸・美濃縁粕小皿 (22) (古瀬戸後皿期・ 15世紀前葉)，常滑コネ鉢(79) (7型式・ 14世紀

前半)が出土した。

50016 (第49図，図版16)
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2.暗灰褐色土層 宝永テフラ含む。しまりあり。
3.灰褐色土層 ハードローム粒含む。
4.暗灰褐色土層 黒褐色土粒少量含む。しまりあり。
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北区北東部で蛇行する溝で，北北西一南南東方向に21m検出された。主軸はN-230 -W，幅は60cmで，断

面形は薬研状で，深さは20cmである。覆土は黒褐色土で，縄文土器片 1点，土師器片 1点，白磁皿片 1点

(1) (13世紀後半"'14世紀前半)，鉄釘2点(232)，銅銭1点が出土した。銅銭は小破片であるが，中国銭

と見られる。他の溝・道がほぼ直線状であるのに対して蛇行しているのは，北方から入る支谷の地形に沿

って，排水溝的な役割を持ったことが推測できる。

50019 (第49図)

SD016の東側にほぽ南北方向に17m検出され，南側で途切れる。主軸はN-60 -Wである。幅は40cm，断

面形は薬研状で，深さは15cm"'30cmである。覆土は灰黒色土層で，弥生土器片3点が出土した。

50020 (第49図)

SD019のすぐ東側に平行して21m検出された。セクションでは， SD016とSD021を切っている。主軸はN

-7" -W，幅は40cm"'50cm，断面形は半円形で，深さは30cm程である。覆土は灰黒色土で，弥生土器片9

点，常滑聾片 1点，カワラケ 1点，北宋銭1点(267) (元豊通宝)が出土した。

50021 (第49図)

SD020のすぐ東側にやや蛇行して24m検出され，南部でSD020と合流する。主軸はN-20 -E，幅は30cm

"'70cmで，断面形は薬研状で，深さは20cmである。覆土は灰黒色土で，還元焼成を含む常滑コネ鉢片3点

が出土した。

50022 (第49図，図版12)

SD022のすぐ東側に平行して，北区調査区の東端部で45m検出された。主軸はN-40 -E，幅は80cm"'90

cm，深さは30αnである。覆土は灰黒色土で，弥生土器片21点，瀬戸・美濃縁紬皿片 1点，常滑薯片 1点，

常滑コネ鉢の転用砥石1点，板碑片 1点が出土した。

この北区北東部の溝群周囲は，地山の上に厚さ10cmの土層が載り，溝はそれ以上から掘り込まれている。

基本的には，蛇行して幅が狭く断面形が薬研状であるSD016，SD019， SD021とやや規模の大きく直線的な

SD020， SD022の2種類あり，前者が排水溝的，後者が区画的な機能ではないかと考えられる。

50017 (第49図)

北区東南端部の整形区画の段の東側下に， 14m検出された。主軸はN-30 -E，幅は50cm"'70cm，深さは

50cmである。覆土上面に宝永テフラが見られ，覆土は灰褐色土で，底部から瀬戸・美濃縁柚皿片 1点(29)

(古瀬戸後IV期・ 15世紀中葉)，常滑薯片の転用砥石1点が出土した。

50203 (第40図)

南区で鎌倉街道に沿い76m検出された。主軸はN-850 -Wであるが，鎌倉街道に沿い，或いは南側の墓域

を避げる様に，東方でやや北方に曲がり，鎌倉街道に切られた形で合流する。覆土中から，瀬戸・美濃小

鉢片 1点(古瀬戸後四期・ 15世紀前葉)，常滑コネ鉢片3点(7型式・ 14世紀前半)を含む)奮の転用砥石
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1点，貝殻が出土している。

S0202 (第50図)

南区東寄りで，幅3m"'3.5m，深さ15cmの浅い窪みで北北東 南南西方向に16m検出された。主軸はN

220 -Eである。中央部には主軸がN-140-Eとややず、れた幅70cm程，深さ15cmの溝が11m検出された。覆

土中から，弥生土器片 1点，青磁碗片 1点，瀬戸・美濃椀形鉢片 1点(48) (古瀬戸後IV期)，大皿1点，常

滑コネ鉢片 1点(105) (10型式)，常滑聾片4点(144他)が出土した。

S0201・S0204・S0205(第50図)

SD201は，南区東端部で，東西方向を主として，両端部で南に折れる様に22m検出された。東西方向の主

軸はN-780-W，幅は1.5m，断面形は底は円形であるが薬研に近く。深さは1.5m'"2 mで，小規模な堀状

である。覆土は茶褐色土で，上面に宝永テフラが溜まる。青磁碗片1点，青磁盤片1点，瀬戸・美濃縁軸

皿片5点 (21・古瀬戸後凹期・15世紀前葉 他)，天目茶碗片 1点、，播鉢片3点，花瓶片 1点(57) (古瀬戸

後IV期・ 15世紀後半)，常滑コネ鉢片 1点(102) (10型式)，聾片8点(139他) (9・10型式・ 15世紀代)，聾

の転用砥石 1点，カワラケ片2点、が出土した。なお， SD204はSD201の西端部で北に膨らみ南側に折れるも

ので，基本的にはSD201の一部であろう。 SD205は， SD204の北西部に検出された幅70cm，長さ 3m，深さ

30cmの小規模な溝である。

SD201は規模もやや大きく堀状で，東西端で南に折れること，すぐ北側の鎌倉街道内でも遺物が集中し，

優品が多く，接合・同一個体関係も多いこと等から，ある程度の階級の屋敷の北側を区画する堀状の施設

の可能性も考えられる。

S0027 (第51図，図版13)

中区で東側に出る弧を描き，基本的には南北方向に30m検出された。主軸はN-150-E，幅は4.5m，西

側は支谷で窪んでおり，深さは西側で60cm程，東側で 1m程である。両壁にピットが多く掘られていおり，

この溝に沿った植栽痕の可能性がある。覆土中の遺物は多く，土師器片1点，土錘1点，瀬戸・美濃縁柚

皿片2点(19，20) (古瀬戸後II期・14世紀末"'15世紀初頭)，大皿片 1点(46)(古瀬戸後III期・15世紀前葉)， 

常滑コネ鉢片6点(67，75) (4型式・13世紀初頭"'10型式・15世紀後半)，常滑聾片4点(144他， 4"'5型

式)，コネ鉢の転用砥石 1点(80)，カワラケ片 1点，板碑片 1点，砥石1点(208)が出土した。すぐ南側の

整形区画Fからの廃棄品や流れ込みの可能性が考えられる。

S0023 • S0007 (第51・52図，図版10)

中区の北から東区中央部で鎌倉街道にほぽ沿う東西方向に計105m検出され，東端部で南に折れ7m検出

された。東西方向の主軸はN-80-W，南北方向の主軸はN-50 -Eである。幅は50cm'"1 m，深さは掘込

み面から70cm，断面形は中区と東区では異なるが，基本的には，底部にさらに幅50cmの箱状の溝を持つよ

うな形態である。覆土は黒色土で，遺物は縄文土器4点、が出土したのみである。

S0006 (第53図，図版9) 
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SD201 

7.茶褐色土層 径8~9cmのハードロームプロック多量含む。
イ 暗茶褐色土層 ハードロームプロック少量含む。
ウ 灰黒色土周 径2~3cmのハードロームプロック多量含む。
エ 灰茶褐色土居 ハードローム粒が斑点状に見られる。
SD201 
1 茶褐色土層宝永テアラ含む。

2 灰茶褐色土層 ローム栓少泣含む。
3 茶褐色土居 炭化物少量含む。
4 明褐色土附黒褐色土粒多量含む。
5 明褐色土居 暗褐色土粒 ・ハードローム粒多量含む0
6 宝永テフラ

(SPA A') 
SD201 

十6J05

I 暗褐色土問黒褐色土粒含む。
2 暗褐色土!白 黒褐色土粒多量含む。

3 黒褐色土問
4 暗褐色土f凶 ハードローム粒多量含む。
5 暗褐色土l凶 黒褐色土粒少量含む。
6.黒褐色土I凶暗褐色土粒多量、

径 Icmのハードロームプロック少量含む。
7 暗褐色土II'，j 黒褐色土粒 ・ハードローム粒含む。

第50図溝・道(6 ) 
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SD023 
1 暗茶褐色土層

2 灰黒色土層
3 灰褐色土層 ハードローム粒含む。
4 灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
5 黒色土層 ソフトローム粒含む。
6 黒色土問
7 暗灰色土層 ソフト・ハードローム粒含む。
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SD007 (SPA -A') 
1 .黒褐色土層 ハードローム粒多量含む。
2 .黒色土層
3.暗黄褐色土層

-h出川十
十

B B' 一、寸7 ・-50.70m
773(i/100) 

SD007 (SPB-B') 
1 黒褐色土層径5cmのノ、ードロームプロック含む。
2 黒色土層
3 暗黄褐色土層
SD007を切るピット
ア黒褐色土層

凹

hα
川
ナ

十

事長3f o 

(SPC-C') 
SD006 
l 黒色土層
2 黒褐色土層 径1~3cmのハードロームプロック多量含むo
SD007 
ア 黒色土層 ハードロームプロック少量含む。
イ 暗黄褐色土層
ウ 黒褐色土層

SD007を切るピット

① 黒褐色土層 + 

( 1/200) 10m 

第52図溝・道(8 ) 

十
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(SPD-D') 
1 黒色土層
2 黒褐色土層 ソフトローム粒含む。
3 黒色土層
4 暗黄褐色土層

一一、ur--::r
(SPEE') 
1 黒褐色土層
2 黒褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
3 暗茶褐色土層黒褐色土粒多量含む。
4 黒褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
5 暗黄褐色土層



東区東寄りで北北東 南南西方向に45m検出された。主軸はN-200 -E，幅は1.3m，深さは掘込み面か

ら70cm，断面形状はSD007と同様である。覆土は黒色土で出土遺物はない。

S0005 (第53図，図版9) 

SD006の東側に隣接して平行して37m検出されたが， SD006に切られ，北端部で東西方向のSD003を切っ

ている。主軸はN-200 -E，幅は80cm'"'-'1 m，深さは掘込み面から40cm，断面形は逆台形である。覆土は黒

色土で，弥生土器片3点，常滑コネ鉢片1点 (94・9型式・ 15世紀前半)，常滑窒4点(124・5型式・ 13世

紀前半他)が出土した。

S0003 (第54図，図版9) 

東区北東部でSD007とほぽ同方向で28m検出された。主軸はN-150 -W，幅は60cm，深さは50cm'"'-'70cm，

断面形は両壁が垂直に近い。覆土は黒褐色土で，常滑コネ鉢片1点が出土した。

S0001・S0002(第54図，図版9) 

東区北東端部でほぽ南北方向に並んで検出された。 SD001は14m，SD002は12mである。主軸はN-90 

E，幅は80cm'"'-'1 m，深さは15cm'"'-'30cm，覆土は黒色土で， SD001から常滑コネ鉢片1点が出土した。東

側の谷津に降りる緩斜面に位置している。

SOOl1 (第54図，図版16)

東区南西部にほぽ東西方向で， 16m検出された 2本の溝が絡んでいる様相である。主軸はN-120 -W，東

側は幅が約1m，深さが20cm'"'-'45cmの丸底，西側は幅が約1m，深さが45cmの薬研状である。覆土は黒褐

色土で，還元焼成の常滑コネ鉢1点，カワラケ 1点が出土した。

S0012 (第55図，図版10)

東区北西端で， 6.5m検出された。主軸はN-380 -E，幅は50cm，深さは20cm，断面形は半円形である。

出土遺物はない。

S0010 (第55図，図版10)

東区南西端部で北東側に突出する緩やかな弧を描き， 10m検出された。主軸はN-480 -W，幅は50cm，深

さは20cm，断面形は半円形である。覆土は黒褐色土で，鉄釘1点(226)が出土した。

50009 (第55図，図版10)

東区南西端部近くで南北方向に14m検出された2本の溝である。西側の幅は50cm，深さは15cm，東側は西

側の溝を切り，幅は90cm，深さは30cm'"'-'40cmである。覆土はいずれも黒色土で，弥生土器片6点，瀬戸・

美濃天目茶碗片 1点，カワラケ片1点が出土した。

50008 (図版15)
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千ー開MW SD003， 005，006，007 
(SPA-A') 
SD006 

1 耕作土

2 黒褐色土層
3 黒色土層黒褐色土粒多量含む。
4 黒色土層 しまりあり。
5 黒色土層 しまり強い。
6 暗褐色土層黒色土粒多量含む。
周辺整形土

(ア) 黒色土層

(イ) 暗黄褐色土層黒色土粒多量含む。
(ウ).黒褐色土層
SD005 

ア黒褐色土層
イ 黒色土層
SD003 

①.黒褐色土層

SD005一括出土遺物

+ 
2Q05 

( 1/200) 

B . ー B'一・ ・_c品川-Rr平ゲ・ (l;;r
50006 

十2Q55 ちR50
(SPB-B') 

SD006 

7 暗黄褐色土層黒色土粒多量含む0
3.黒色土層 しまりあり。
SD005 

ウ黒色土層 しまり強い。

九ROO (SPC-C') 
SD006 

1 黒色土層

2 黒褐色土層 径 1~ 3cmのハードロームプロック多量含む。
SD007 

ア 黒色土!肖 ハードロームプロック多量含む。
イ，暗黄褐色土層
ウ黒褐色土層
SD007を切るピット

a 黒褐色土層

C c' 
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SD004 
l 黒色土層
2 黄褐色土層

3 精褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
SD004を切るピット
ア黒色土層
イ 黒褐色土層 ハードローム粒・プロック含む。
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SD003 
1 黒褐色土層 ハードロームプロック含む。
2 黒褐色土層 ハードロームブロック含む。しまり悪い。
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2. !黒色土層
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(SPC-C') 
SD003 
l.黒褐色土層 径lcm~3cmのノ、ードロームプロック含む。

2 黒褐色土層 径3cm~5cmのノ、ードロームプロック含む。

宮川ナ

SDOll 
1 .黒褐色土層
2 黒褐色土層 ハードローム粒含む。
3 黒褐色土層 ハードローム粒含む。
4 黒褐色土層 ハードローム粒多量含む。
5.暗黄褐色土層
6 黒褐色土層 径5c閣のノ、ードローム粒多量含む。
7 耕作土
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SD009， SK002 
(SPA A') 

SD009 
1 黒褐色土層 径lcm--5cmのハードロームプロック含む。しまりなし。
2 暗黄褐色土層 径lcm~4cmのハードロームプロック多量含む。
SK002 
① 黒色土層
②黒色土層 ハードローム粒多量含む。

③暗茶褐色土層 黒色土粒少量含む。
④ 暗黄褐色土層
⑤ 暗黄褐色土層
⑥黒褐色土層 径lcm~5cmのハードロームプロック含む。
⑦暗黄褐色土層 径lcm~9cmのノ、ードロームプロック多量含む。

十2076ち。72

A' 

SK002 

V汽ミダぜ
(SPB-B') 

SD009西側
B ~ B' アー黒色土層
一二壬スアτr-51.20m イー暗黄褐色土層

イ32 SD009東側
I 黒色土層

2 黒褐色土層
3 暗黄褐色土層

(SPD-D') 

SD009東側

l 耕作土
2 黒色土層

3 黒色土層
4 黒褐色土層

(1/100) 

Dケ十」斗六ιτ'D'

交去zグ

ち096
A A' 
-"  ___  "-50.90m 
K、之コ〆"
2ζ(  1/100) 

九092

十
41'00 

SD012 
1 黒褐色土層
2，暗黄褐色土層

人
U
M

田
口
口
白

ω

九050

可
M
川
W
M
U
2

R
川
H
H
U
/

④ 

，¥"，" 
/ 

A A' 
-・ 1 ・-51.00m 

72(l/lOD) 

調
査
区
外

(SPC-C') 

SD009西側 C レ~C'
ア耕作土 ・ 7 ・-51.20m 
イ 黒色土!再 =見ず
ウ 黒色土層 ソフトローム粒多量含む。エソ

エ 黒褐色土層

~" 
t二

九055

SDOI0 
1 黒褐色土層
2 黒褐色土層 径0.5cm~lcmのノ、ードローム粒多量含む。
3 黒褐色土層

九050

10m (1/200) 

A' 
51.10m 

2，5m 

SD008 
1.表七
2 黒褐色土層
3 .黒褐色土層 ロ←ム粒含む。
4 黒褐色土層 3層よりローム粒少なくやや明るい0

5 .黒褐色土層 やや明るく、しまりやや弱い
6.暗黄i褐色土層黒色土粒を多量含む。
7 .黒褐色土層
8.暗黄褐色土層

A 

(1/50) 

④ 

溝・道(11)
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東区南東隅で検出された，西側に突出するU字状の溝である。幅は1.3m程，深さは西側で25cmであるが，

東側で50cmと深くなる。内部に深さ25cm----40cmの2基のピットが掘り込まれているが，対になる可能性が

高い。覆土は黒褐色土で，表土直下40cmから掘り込まれている。

3 整形区画(第39図)

本遺跡中には，台地に段差を造成した整形区画が少なくとも 6か所確認された。各区画中には，掘立柱

建物跡，方形竪穴，地下式坑，土坑墓，土坑等の遺構が密集するので，それぞれについての詳細は，各遺

構の項で紹介し，第7章でまとめたい。よって，ここでは位置と概要を記す。

整形区画A(SX005) (第65図，図版12)

北区中央部の方形区画で，東西軸は南側の鎌倉街道に沿う。規模は東西16m，南北12mで，面積約180m2

である。北西部はやや突出し，南東部の段差は見られない。段差に沿っては，北辺に半地下式の方形土坑

墓2基，北西部に 4基の円形土坑墓，南西部に2基の方形竪穴が存在する。内部には，ピット群があるが，

東西に長い掘立柱建物跡とそれを囲む様な垣根状棚列が復元できる。また，掘立柱建物跡の下に方形竪穴

が2基存在する。この掘立柱建物跡と方形竪穴の新旧関係は不明であるが，同時存在とすれば，土間的な

空間の可能性もあろう。南西部の長方形の方形竪穴は，土坑墓の可能性もあるが，作業小屋的な竪穴に推

測される。区画内には中世遺物が散布しており，屋敷墓を持つ屋敷の可能性が考えられる。

整形区画B

南区中央部の土坑群で，明確な段整形は北辺に確認できるのみであるが，周辺部が削平されているので，

少なくとも東西15m，南北5m，面積75mの区画を想定した。地下式坑，方形竪穴，火葬土坑，土坑墓群

からなる。

整形区画C

北区東部の谷津内に形成された段整形遺構群の北部にあたる。北側はSX020，西側と南側は段差で区画さ

れる。西境はSD016と考えられ，東西16m，南北8m，面積約130m2の範囲に想定される。内部には方形竪

穴を中心に土坑墓群が形成されている。

整形区画D

整形区画Cの南側に位置し，東側はSD017とそれに伴う段差によって区画される。東側の南半部は西側に

やや突出しており，東西18m，南北24m以上，面積360m以上の範囲である。内部は北から西側段差部分に

地下式坑，中央部に掘立柱建物跡，それを囲む様に方形竪穴，地下式坑と方形竪穴の聞に土坑墓群という

基本的配置がされる。また，鎌倉街道近くに井戸が掘られている。

整形区画E

整形区画Dの東側に位置し，東側はSD022で区画されると考えられる。東側と南側は撹乱等で遺構検出が

できなかった模様であるが，東西10m，南北15m以上，面積130m以上の規模に推測される。
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整形区画F

中区の南半部で西側の整形区画C，D， Eと同様，小支谷の埋没谷の地形に沿って形成されている。北

東 南西方向は10m'""-'14m，北西一南東方向は南側が調査区外にかかるが17m以上，面積は220ぱ以上であ

る。内部は東側の段差に沿って土坑墓群，中央部に方形竪穴，西側に井戸が検出された。

整形区画G

迂回路区の西側の遺構集中区では，東側の地下式坑SK31lから地下式坑SK307方向から西側に傾斜が存在

する。また，不整形竪穴としたSX300とその内部の土坑は，整形区画の一部である可能性もある。地下式坑

は整形の段部分に造られる例が多いことからも，この地区に整形区画の存在が想定される。

整形区画H

迂回路区の中央部の遺構集中区では，地下式坑SK310・方形竪穴SK301の西側から東側にかけて傾斜が確

認できる。また， SK308周囲では北側に傾斜が見られる。明確な段は検出されなかったが，当地区にも整形

区画が想定できる。

4 ピット群(第56'""-'59図)

(1) 概要

本遺跡で検出されたピットは約2，200基と膨大な数であるが，古代の様な直線的で間尺の合った明確な上

屋構造はなく，発掘調査段階では，東区で2棟の掘立柱建物跡が推定されたのみであった。よって，本書

では，その性格を明らかにするために，まず，集中ブロックを捉え(第56・57図)，溝等の遺構調査前に確

認されて調査されたピットについては，深さを記号で表した(第58・59図)。

集中か所については，まず，鎌倉街道の南北縁に沿うような東西方向のものとそれに直交するようなピ

ット群が目立つ。これらは，一つ一つは直線的ではなく粗密もあるが，集合体として直線的になることか

ら，並木状植栽痕と想像した。また，調査区中央部から西部に関しては，不確実ながら建物域が復元でき

る。特に北区中央部のSX005内部とそれ以西の鎌倉街道に沿ったピット群である。後者の南北側には若干の

空間をおいて東西にもピットが並ぶ、ことから建物の敷地境の並木か垣根が想像できる。東部のピットも数

多いが，この地区は，中央や西部に比べて中世のみならず原始・古代の遺物量も格段に少なく，掘立柱建

物跡としては，さらに不確実である。しかし，現代の耕作(トレンチャー)による撹乱やソフトローム面

に達しない柱や横木の使用等の可能性もあり，参考資料としてエレベーションを復元した。

各ピットの深さについては，掘立柱建物跡等を組む際の参考となった。特にSX005内の掘立柱建物跡を囲

む垣根状の柵列はほぽ同じであること，並木状植栽痕としたものは，深いものが多いがぱらつきがおおき

いこと，概して，東区のピットは浅いものが多いこと等である。今後の検討資料としても提供するもので

ある。

以下，区画遺構のーっとして捉えた並木状植栽痕列から説明したい。

(2) 植栽痕(第56・57図)

鎌倉街道沿い

既に鎌倉街道の項で説明したが，西方中心に縁から壁面に多くのピットが存在する。直線上には並ばず，
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集合体として，鎌倉街道のほぽ全域の南北縁に沿う形で2条検出された。北側を植栽列A，南側を植栽列

Bとした。主軸は両者共基本的にN-840 -wである。

北区

整形区画A(SX005)の西側の幅3m.......4mで南北方向(主軸N-50 -E)に25mのピット群を植栽列C，

また，東側のSD025に重なる様に，幅2m程でほぼ南北軸に28mのピット群を植栽列Dとした。さらにその

東側に幅2m.......5mで南北方向(主軸N-100 -E)に33mのピット群を植栽列Eとした。また，整形区画C

の西側の幅2m，南北方向(主軸N-80 -E)に8mのピット群を植栽列Fとした。

南区

南区中央部の幅3m，南北方向(主軸N-30 -E)に長さ 8mのピット群は，北区の植栽列Cの延長線上

に近いが若干西にずれるので，別のものと判断し，植栽列Gとした。

中区

中区のSD027の西側縁にあるピット群を植栽列H(主軸N-130 -E)，東側のピット群を植栽列1(主軸N

-270 -E)，整形区画Fの北側に位置するピット群を植栽列J(主軸N-58。一E)とした。幅は 2m....... 3 m，長

さはHが10m，1が16m，Jが7mである。HとIの北部はほぽ南北であるが， 1とJは北東一南西方向と変化し，

その間の空白域を道と想像できる。

東区

東区のSD009に沿うような幅2m，南北方向(主軸N-1r-E)に長さ16mのピット群を植栽列K，SD007 

に沿うような幅2m，東西方向(主軸N-820 -w)の長さ43mのピット群を植栽列Lとした。また，密度は

薄いがSD005，006と同方向で南北(主軸N-150 -E)に並ぶ東端部のピット群を植栽列Mとした。
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第3節生活関連遺構

1 掘立柱建物跡・棚列

中世の掘立柱建物跡や柵列の内，正確な方形や間尺ではないものが存在することを想定しなければ，多

くの中世遺跡で検出されるピット群の解釈は進展しないと考え，多少の無理があっても想定したものであ

る。遺跡全体を1/250の平面図に分けて，ピット群が検出された 1区"-'6区について概観する。

l区(第61・62図)

SB003とSB007・SB008は鎌倉街道に沿うように東西軸でト建つが， SB004，，-，SB006は軸がずれる。また，

SB003以外は鎌倉街道との聞に遺構の空白地帯を有するので，庭的な場が想定できる。

SB003は桁行・梁行共4.5m(15尺)の掘立柱建物跡を想定した。 SB004とSB005はずれているが，軸を同

じにするので，或いは同一建物かも知れない。同ーと想定すると桁行4.5mである。またそれに重なった形

のSB006は梁行2m以上，桁行4mである。 SB007は梁行・桁行共4.5mで西側に縁側か庇或いは増築部分

が想定できる。 SB008も梁行・桁行共4.5mでトあるが，内柱または別建物として，梁行2m(約7尺)・桁行

3 m(lO尺)の区画が想定できる。

2区北区(第63・64図)

SB009・SB010とSB012"-'SB014は東西軸で並び，他はほぼ東西軸だが，点在する。 SX005内のSB018は

別項で扱う。

道跡SX003と並木状植栽痕Cとの聞の区間については，東西軸のSB009は梁行2.5m(約8尺)・桁行4m(約

13尺)，その南東部に重なるSB010は梁行2.1m ( 7尺)・桁行3m(10尺)， SB009内部で軸が異なるSBOllは

梁行1.5m(5尺)・桁行2.7m (9尺)， SB012は梁行2.2m(約7尺)・桁行2.5m(約8尺)， SB013は梁行1.8

m( 6尺)・桁行2m(約7尺)， SB014は梁行2.5m(約8尺)・桁行3.6m(12尺)， SB015は梁行2.1m ( 7尺)・

桁行2.7m ( 9尺)である。

並木状植栽痕Cと整形区画A(SX005)との聞については， SB016は梁行2m(約 7尺)・桁行3.3m(11尺)， 

SB017は梁行3m(lO尺)・桁行3.3m(11尺)であるが，西側に縁側或いは庇が想定できる。または植栽痕の

一部の可能性もある。

整形区画A (SX005)内(第63・65図)

東西軸で，梁行3.6m(12尺)・桁行6.9m (23尺)の掘立柱建物跡SB018が想定できる。建替えのためか，二

重に造られているようである。これらの柱穴の深さは80cm前後と他の掘立柱建物跡より深くしっかり造ら

れているようである。また，周囲を巡るピットは共通して径が小さく，深さも30cm"-'40cmであり，庭を囲

むような垣根が想像できる。整形区画の項でも触れたが，この垣根状棚列と整形の段との聞には土坑墓や

方形竪穴が造られており，前者が屋敷墓，後者が作業小屋または物置と想像できる。

2区南区(第63・64図)

整形区画Bの土坑群の南側にSB021，SB022が， SD201の南側にSB023が，両者の聞に小規模な棚列SA008

が想定される。
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第64図 ピット群エレベーション(2区)
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第67図 ピット群エレベーション(3区)
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第70図 ピット群エレベーション(4・5区)
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第72図 ピット群エレベーション(6区)
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SB021は，梁行4.5m{15尺)・桁行5.1m{17尺)で，西側に縁側・庇或いは増築が想像できる柱穴群がある。

東部は並木状植栽痕Gが絡んでおり，不明確である。 SB022は梁行2.1m{7尺)・桁行3.6m(12尺)である。

SB023は梁行1.8m{6尺)・桁行2.2m{約7尺)であるが，東側に柵列状のピットが並ぶので，こちらが本体

の可能性がある。

3区北区(第66・67図)

SB024・SB025は整形区画Cの北部， SB026・SB027は整形区画Dの中央部， SB028・SB029は整形区画E

の中央部に想定した。いずれも軸は東西南北軸である。

SB024は，桁行3m{10尺)・梁行4m{約13尺)， SB025は桁行3.2m{約11尺)・梁行3.3m{11尺)であるが，

柱聞が長く他の建物とは異質である。SB026は桁行2m{約7尺)・梁行3.3m(11尺)， SB027は桁行2.1m{7 

尺)・梁行2.4m{8尺)である。 SB028は北部で不明であるが，桁行2.4m{7尺)・梁行5.1m{17尺)， SB029 

は桁行2.4m{8尺)・梁行4.2m(14尺)の建物と桁行2.1m・梁行3mの建物2棟が重複している可能性があ

る。

3区南区(第66・67図)

SB030は，桁行1.8m{6尺)・梁行4m{約13尺)， SB031は南部が調査区外で不明であるが，北西部に庇

か縁側の様な柱穴が想定できる。

4区(第68・70図)

柵列と想定したSA018""'-'SA020は掘立柱建物跡の可能性もある。

5区・ 6区(第69図""'-'72図)

5区・ 6区については，中世の土坑や遺物も少なく，軸も一定でないので，掘立柱建物跡や柵列として

の確実性が低いが，仮に想定してみた。よって説明は省略し，今後の検討資料として作成した平面図とエ

レベーション図をみていただきたい。

2 方形竪穴(第73図""'-'77図)

本遺跡で検出された方形竪穴は20基としたが，形状や覆土は方形土坑墓と同様であり，規模や内部のピ

ットの有無で判断した。全て整形区画内部であり，しかもその中央部で検出されたものが多い。また，埋

没後，土坑墓に切られているものが多い。

SX005H・I(第74図，図版16)

整形区画A(SX005)内部北寄りで，主軸を南北にして 2基並んで検出されたが， SX005HがSX0051を切

っているようである。 SX005Hは長軸2.6m・短軸1.9m・深さ30cm，SX0051は長軸2.0m・短軸1.8m以上・

深さ15cmである。内部には柱穴が掘られているが，重なる掘立柱建物跡の柱穴と交錯しており，この方形

竪穴に伴う柱穴は確実には不明であるが，恐らくそれぞれ南北方向の主軸の中央線上に位置する南北壁際

と中央にある柱穴であろう。柱穴の深さは， SX005Hの北壁際のものが50cm""'-'85cm，中央部のものが65cm，
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南壁際のものが57cmで，これは直径12cmの柱痕が確認された。

SX005F (第74図)

整形区画Aの南西部で検出された。主軸はSX005H及びIと同じく南北である。規模は，長軸2.2m・短軸

1.5m，深さはSX005の内側から35cm，外側から75cmである。北側壁寄りに深さ20cm程の小ピットが存在す

る。覆土はロームブロック主体で人為的に埋め戻されている。

SX005G (第74図)

SX005F同様，整形区画Aの南西部で検出されたが主軸は東西方向である。規模は，長軸2.3m・短軸1.65

m・深さ45cmである。ほぽ中央に覆土上からピットが掘り込まれている。また，東西壁際のピットの深さ

は西が30cm，東が26cmである。覆土中に青白色粘土ブロックが含まれて埋め戻されており，カワラケ片1

点が出土した。

SK120 (第74図，図版16)

整形区画Cの中央部で検出された。規模は，長軸2.2m・短軸2.1m・深さ45cmで，中央部に深さ55cmの柱

穴が掘られている。覆土はロームブロック主体で，上層から青磁碗片 1点，カワラケ片1点が出土した。

SK061 (第74図，図版19)

整形区画D内の北西部で検出された。西側は方形土坑墓SK060に切られている。規模は，長軸2.1m・短

軸2.05m・深さ70cm，覆土は底近くにロームブロック，以上の層は暗灰色土で，覆土中層以下から北宋銭

2枚 (252・景祐元宝， 260・嘉祐元宝)・明銭1枚 (273・洪武通宝)，小万(212)，銅製飾金具(241)が出土

した。また，底面中央付近は焼けている。出土遺物から土坑墓の可能性もあるが，規模が大きいことから，

生活または作業の場としての方形竪穴と考えたい。

SK093 (第75図，図版16)

SK061の北東側で検出された。規模は，長軸1.8m・短軸1.75m・深さ60cmで，中央と北壁際にピット(柱

穴)が掘られている。覆土はロームブロック主体である。形態的に方形土坑墓に近いが，その規模と底部

の柱穴から方形竪穴と判断した。

SKI09 (第75図，図版16)

SK093の東側で検出された。西側は土坑墓SK107とSK108に切られている。規模は，長軸2.3m・短軸1.9

m・深さ80cmで，南側壁寄りにピットが2基掘られている。ピットの深さは東側で30cm，南側で23cmであ

り，柱穴であろう。覆土はロームブロックを多く含む暗褐色土である。

SKI00 (第75図)

SK109の東側で検出された。南側の壁が消失してしまっているが，規模は，長軸・短軸共1.7m，深さ20

cmである。ピットはあるが，遺構が浅いので埋没後に掘り込まれたものの可能性もあるが，深さは北壁際
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SX005G 
-<1 

B' 

ヒユ{)160

A' 

SKI20 

B 
-・ 50.50m

A 

SK059 (土坑墓か)
ア暗黄褐色土層
イ.ハードロームプロック
ウ.灰褐色土層 ハードロームプロック多量含む。

SK061 (土坑墓か方形竪穴か)
1 .暗灰褐色土層 ハードロームプロック多量含む。
2.暗灰褐色土層
3.ハードロームプロック
SK060，061の上層
あ.暗黄褐色土層 ハードローム粒多量含む。

SK060 (土坑墓か)
①.ソフトローム
②.ソフトローム・ハードロームプロック

③ 暗褐色土層
④灰褐色土層 ハードロームプロック多量含む。

方形竪穴(1)第74図
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SKI07 (土坑墓か)
①褐色土層径2皿のハードローム粧多量含む。
②.暗褐色土層径2四のハードロームプロック少量含む。
③.暗褐色土層径O.5cm~3onのハードロームプロック多量含む。
④.暗褐色土層径O. 5cm~加nのハードロームプロック含む。
SK094 
あ.暗褐色土層 ハードローム粒少量含む。
い.暗黄褐色土層 ハードロームプロック多量含む。
う.暗黄褐色土層 ハードロームプロック含む。

SKI08 (火葬土坑墓か)
1.暗褐色土層径O.拘置~l仰のロームプロック多量含む。
2. 暗褐色土層径3on~5cmのロームプロック多量、

灰褐色粘土プロック少量含む。
3.暗褐色土層径2叩のロームプロック多量含む。
4.黒色土層 炭化材粒・焼土粒含む。
SKI09 (方形竪穴か)
ア.暗褐色土層径7cmのロームプロック多量含む。
イ 暗褐色土層径1叩~2叩のロームプロック多量含む。
ウ.暗褐色土層 ローム大プロック含む。

エ.暗褐色土層
e 
@@ 

ρ

一一SKIOO (土坑墓か)I 灰褐色土層 ハードローム小プロック含む。
2 明灰褐色土層 ハードローム大プロック多量含む。
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ア.灰褐色土層ハードローム粒含む。
、ードロームプロック。

2.暗黄褐色土層 ハードローム粒多量含む。
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SK205 (土坑基か方形竪穴か)
1 暗褐色土層 ハードロームの粒~径2cmのプロック含む。
2 暗褐色土層黒褐色土佐多量含む。
3.暗褐色土層 ハードロームの粒~径2叩のプロック含む。
4.暗褐色土層 黒褐色土粒・径2cmのハードロームプロック多量含む。
5.暗褐色土層ハードローム粒多量含む。
6.暗褐色土層 ハードロームの粒~径3cmのプロック多量含む。
7.暗褐色土層ハードローム粒多量含む。

。 (1/60)

SK204を切る土坑(近世前期)
ア.灰茶褐色土層宝永テフラ含む。
イー茶褐色土層 ハードロームプロック多量含む。

SK204 (方形竪穴か)
1.明褐色土層
2. 茶褐色土層径2叩~3叩のハードロームプロック多量含む。
3.暗茶褐色土層 ハードローム粒・炭化材粒少量含む。

方形竪穴(2 ) 第75図

2m 



のものが15cm，中央より南寄りのものは10cmである。覆土は，ロームブロック主体である。

SK043B (第103図，図版19)

SK061の南側で，検出された。南西部を方形土坑墓SK043Aに切られている。規模は，長軸2.0m・短軸

1.7mで，覆土はロームブロックを多く含む灰褐色土である。方形土坑墓の可能性もあるが，規模が大きい

ので，方形竪穴と判断したい。

SK098 (第75図)

整形区画Eの北西部で検出された。規模は，長軸4.3m・短軸2.05m・深さ20cm，覆土はローム粒を多く

含む灰褐色土であり，内部に土坑墓SK097が掘り込まれている。東側の壁の若干の曲がり方からみて，或い

は方形土坑墓2基が切り合った遺構の可能性はある。SK097脇のピットの深さは15cmであるが，SK098に伴

うものかどうかは不明である。

SK205 (第75図)

南区の整形区画B内西端部で検出された。規模は，長軸2.1m・短軸1.9m・深さ50cmで，底面南寄りに

深さ20cmのピット(柱穴)が存在する。覆土は，ローム粒を多く含む暗褐色土であり，明らかな埋戻しで

ある。

SK204 (第75図)

SK205の東側，整形区画Bの東端近くで検出された。西側は小規模な土坑に切られている。規模は，長軸

2.9m・短軸1.85m・深さ70cmで，底部北西隅近辺は浅い溝状となる。覆土はロームブロックを多く含む茶

褐色土で，底部近くでカワラケ片2点，小万1点，北宋銭1点 (258・皇宋通宝)が出土した。平面的には，

西部と東部の形態がやや異なるので，方形土坑墓が2基切り合った様な様相であるが，覆土の状況は同ー

なので，方形竪穴とした。

SK173 (第76図)

中区の整形区画F内部西側で検出された。規模は，長軸1.95m・短軸1.7m・深さ55cmである。覆土はロ

ームブロックを多く含む茶褐色土で，常滑コネ鉢片 I点，カワラケ片1点(163)，砥石1点(193)が出土し

た。

SK181 (第76図)

SK173の東側に位置する。規模は，長軸・短軸共1.95m・深さ75cm，覆土はロームブロックを多く含む茶

褐色土である。

SKl72 (第76図)

SK173とSK181の南側で検出された。規模は，長軸2.0m・短軸1.85m・深さ95cm，覆土はロームプロッ

クを多く含む茶褐色土である。北側の土坑に切られている。
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SK181 (方形竪穴か)
l 暗褐色土層
2 茶褐色土層 ハードロームプロック多量含む。

SK173 (方形竪穴か)
1 .茶褐色土層 ハードロームプロック多量含む。
2 茶褐色土層 ハードローム粒多量含む。

。
J
E戸SKI72 

⑮ 

.ごさここ三-D-
A' 
・-49.50m 

A 

5K178 (方形竪穴か)
1 暗茶褐色土層 ハードロームプロック多量含む。
2 暗褐色土層

記(⑮ 
5Kl7Zを切る土坑
アー黄褐色土層 ハードロームプロック多量含む。
5Kl7Z (方形竪穴か)
1 .茶褐色土層 ハードロームプロック多量含む。
2 .暗茶褐色土層 ハードローム粒含む。
3.暗黄褐色土層 ハードロームプロック多量含む。

E
R
S
-
引
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方形竪穴(3 ) 第76図



SK178 (第76図)

SK173の南東側に位置する。規模は，長軸2.0m・短軸1.95m・深さ30cmで，底面の中央部と南寄りにピ

ットが掘られている。深さは前者が23cm，後者が30cmであり，柱穴であろう。覆土は，ロームブロックを

多く含む暗茶褐色土で，還元焼成の常滑コネ鉢片 1点，常滑聾片2点が出土した。

SK192 (第76図)

整形区画Fの東側で検出された。規模は，長軸2.6m・短軸2.35m・深さ15cmで，北側壁際に深さ55cmの

ピットが掘られている。

SK301 (第113図)

迂回路部分の中央部で検出されたが，南北に土坑が重複している。規模は，長軸2.6m・短軸2.25m・深

さ20cmで，内部にピットが6基掘られている。周辺区域が削平されているので，本来の深さは不明である。

重複した遺構も含めて常滑聾片 1点，窒転用砥石1点，鉄製金具1点，鉄釘1点が出土した。

3 大型不整形竪穴

本遺跡内では，大型で不整形の浅い落込みが，北区の整形区画A(SX005)内に 1か所，南区には 3か所

見られ，覆土中からは遺物が比較的多く出土している。水溜め・排水施設或いは池の可能性も考えられる。

SX005K (第65図)

SX005の南西部から検出された。直径3.7m程，深さ10cm程の浅い落込みである。西側には溝30cm，深さ

10cm程の溝が掘られ，内部には深さ 3cm.....___ 5 cmの刻みが見られるが，性格は不明である。北西隅から常滑

コネ鉢破片が出土した。

SX208 (第77図)

南区中央部の南端部で， SD202の南側で検出された。北西一南東方向にやや長い楕円形で，規模は，長軸

7.5m・短軸4.5m，中央部で深さ35cmと深くなる。覆土はローム粒を多く含む暗褐色土で，瀬戸・美濃皿

片2点 (28・古瀬戸後IV期古他)，常滑コネ鉢片 1点 (106・10型式)，常滑聾片 1点，銅銭1点、が出土し

た。銅銭は細片であるが，中国銭である。

SX213 (第78図)

南区中央北寄りでSD202の北東端で検出された，不整形の浅い落込みである。規模は，長軸約4.5m・短

軸約4mで，中央部で深さ20cmである。覆土中から瀬戸・美濃折縁深皿片 1点 (45・古瀬戸後四期)，常滑

聾転用砥石1点が出土した。
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SX208 
l.暗褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
2.暗褐色土層黒褐色土粒多量、ソフトローム粒少量含む。
3.暗褐色土層 ソフトローム粒多量、黒褐色土粒少量含む。
4.黄褐色土層 ソフトローム粒多量含む。

A 

合中国銭

• 
SX208 

A' 

第77図大型不整形竪穴(1)
(1/60) 
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SX201 
1.暗褐色土層 ローム粒多量含む。
2 暗褐色土層径5叩のハードローム粒・黒褐色土粒含む。
3 暗褐色土層黒褐色土粒多量、径3叩のハードロームプロック少量含む。
4 暗褐色土層径3cm-4団 1のハードロームプロック多量含む。

。

第79図大型不整形竪穴(3 ) 

(1/6日) 2m 

SX201 (第79図)

南区東端部近く， SD201の南西側で検出された，不整形の浅い落込みである。規模は，長軸7.5m・短軸

6 m，深さは中央部で30cmである。覆土はローム粒を多く含む暗褐色土で，瀬戸・美濃縁粕皿片 1点，常

滑コネ鉢片 1点 (83・8型式・ 14世紀後半)，聾片 1点 (133・9型式・ 15世紀前半)，骨片が出土した。常

滑製品は鎌倉街道出土遺物と同一個体である。

SX300 (第112図)

迂回路西側において，方形竪穴SK306や地下式坑SK307と切り合って検出された径4m程，深さ10叩 "-'50

cm程の落込みである。内部の東寄りに長軸1.3m・単軸1.0m・深さ50cmの楕円形土坑が掘られており，全

体はこの穴に向かつて傾斜する。水溜め施設或いは，整形区画Gとその内部の土坑墓の可能性がある。



4 井戸(第80図)

本遺跡では，素掘りの井戸跡が6基検出されている。北区に 2基，中区に 1基，鎌倉街道側溝中に 1基，

南区に 1基と250m"'400mの距離をおいて分布する。各井戸周辺は掘立柱建物跡や方形竪穴等の遺構が存

在しており，生活空間との密接な関係であったことが窺える。

SX006 (図版17)

北区西端部付近，道跡SX019の東壁で検出された。長軸2.35m・短軸1.8mの楕円形で，深さは4m以上

であり，ピンポールによる確認ではさらに 2m以上深い。覆土はロームプロックを多く含む黒褐色土で，

埋戻しが推測される。なお，西側 (SX019側)で硬化面が検出されている。覆土上層中から土師器片1点，

青磁碗片1点 1，瀬戸・美濃平碗片1点，常滑聾片1点が出土した。

SX026 

北区東端部近く，整形区画Dの南側，鎌倉街道のすぐ北側で検出された。長軸1.85m・短軸1.65mの楕円

形であるが，内部はほぽ円形である。深さは1.2m以上である。

SX219 (第40図)

鎌倉街道中央部の南側側溝SX207内に検出された。長軸1.6m・短軸1.5mのほぼ円形で，深さは50cm以上

である。

SX214 

南区中央部南端部近くで検出された。長軸1.95m・短軸1.4mの楕円形だが，内部はほぽ円形で，深さは

1.5m以上である。覆土はローム粒を多く含む灰褐色~灰黒色土で，上層から土師器片1点，瀬戸・美濃縁

軸皿片1点 (27・古瀬戸後IV期古段階・15世紀中葉)，常滑聾片2点，聾転用砥石1点，東海系羽釜片2点

の他，貝(キサゴ)が多量に出土している。

SKl77 

中区の整形区画Fの西側緩斜面で検出された。長軸1.7m・短軸1.4mの楕円形であるが，内部はほぼ円

形である。深さは1.3m以上である。覆土は黒褐色土で，常滑コネ鉢片1点 (90・9型式)，常滑要片1点，

北宋銭1点 (257・皇宋通宝)が出土した。

SX198 

中区南端部の調査区境で検出された。長軸推定2m・短軸推定1.7mの楕円形である。深さは1.3m以上

である。

-120-
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SX214 
1.灰褐色土層 ソフトローム粒少量含む。
2.暗灰褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
3.灰黒色土層ハードローム粒含む。
4.ハードロームプロック 灰黒色土粒含む。
5.灰黒色土層ハードローム粒含む。
6.明灰褐色土層 ソフト・ハ-1'ローム粒多量含む。

⑧ 

SKI77 

A' 

SX006 
1.黒褐色土層 ハードローム粒少量含む。 A
2.灰黒褐色土層ハードローム粒含む。
3 ソフトローム
4.黒褐色土層 ハードローム粒含む。
5 黒褐色土層 ソフトローム粒・ハードロームプロック多量含む。
6.黒褐色土層 ソフトローム粒・ハードロームプロック微量含む。
7 黒褐色土層 ソフト・ハードロームプロック少量含む。
SX006近接整形土
ア灰褐色土層ハードローム粒少量含む。
イ 灰褐色土層ハードローム粒含む。硬化面。
ウ.灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
エ暗灰褐色土層 ロームプロック少量含む。
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SK177 
1.黒褐色土層 ソフトローム粒少量含む。
2.暗褐色土層 ハードローム粒多量含む。
3 黒褐色土層
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第4節葬送関連遺構

1 地下式坑(第82，....__，87図，図版17・18)

全体の分布状況は，大きく北区東側~中区の整形区画C，....__，Fに6基と鎌倉街道南側の整形区画Bに2基と

南部の迂回路部分の整形区画G・Hに6基の 3地域に集中が見られ，整形の段にかかる。地下式坑の機能・

性格については，葬送関連なのか倉庫なのか未だに議論が分かれるところであるが，本遺跡では，地下式

坑の周囲に土坑墓や火葬墓等が分布しているので，とりあえず，葬送関連遺構として扱いたい。なお，方

形竪穴同様，埋没後，土坑によって切られている例が多い。特に竪坑部に多いのは，その部分が覆土で軟

質であったためと考えられる。

また，地区によって様相が異なり，特に南部の迂回路部分で検出された地下式坑群は竪坑部が不明瞭な

タイプであり，遺物量は多い。

SXOll (第82図，図版18)

北区東側の谷津が入る緩斜面に形成された整形区画Dの北側整形段に検出された。主軸はほぼ北方向(N

-120 -w)である。竪坑は不整方形で，主軸方向・東西方向共1.2mで，深さ1.9mである。覆土はローム

粒を含む灰褐色土である。竪坑から主室へは幅・高さ共50cm程の出入口が開口し，主室底面まで、は50cm程

の段差がある。主室底面は若干北壁が長い方形で，規模は，長軸1.9m・短軸1.3m・高さ1.2mである。

SX008B (第82図，図版18)

整形区画Dの北東端部で検出された。主軸は南西方向 (S-4r-w)である。竪坑上部が土坑SX008Bに

よって壊されている。竪坑は，主軸方向1.0m・南西一北東方向90cmの隅丸方形で，深さ70cm，覆土は北側

から土砂が入れられた様相で，ローム粒を含む黒褐色土である。主室へは幅40cm・高さ50cmの開口部があ

り， 70cmの段差で主室底面に達する。主室は平面形が不整形で，底面の長軸1.8m・短軸1.5m・高さ1.2m

である。

SX012 (第83図，図版17)

整形区画Dの西端部段差で検出された。主軸は西方向 (N-880 -w)である。竪坑は，主軸方向80cm・南

北80cmの不整方形で，深さは80cm程である。竪坑覆土は東側から入れられた様相のロームブロックを多く

含む灰褐色土で，中層に大型の丸石や子供のものと考えられる歯が出土した。主室へは幅・高さ共40cmの

開口部から入り， 20cm程の段差で底面に達する。主室は竪坑と軸が異なる平面隅丸方形で，底面の長軸1.9

m・短軸1.5m・高さ1.2mである。

SX009 (第83図，図版17)

SX012の南側の段差で検出された。主軸は西方向(N-790 -w)である。竪坑部は，土坑SK044が掘り込

まれて破壊されているが，一辺75cmの方形である。主室は天井部が崩落している。主室の平面形は奥壁が

やや長い隅丸方形で，長軸2.15m・短軸2.0m・深さ1.75mである。覆土中層から常滑コネ鉢片1点 (82・

8型式・ 14世紀後半)，常滑聾片1点(143・5，....__，6 a型式・ 13世紀中葉)，瓦質査片1点が出土した。
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SX008A 

アー灰色土層 ハードローム粒含む。
イ 暗灰色土層 ハードローム粒少量含む。
ウ.灰色土層 ハードローム粒含む。

エー暗灰色土層
オーハードロームプロック

カ.黒褐色土層 ハードローム大プロック含む。

キー暗灰色土層
ク 暗灰褐色土層

A 

SX008B 
I 黒褐色土層
2 黒褐色土層 ソフト・ハードローム粒少量含む。
3 黒褐色土層 ソフトローム粒含む。
4 黒褐色土層 ソフトローム粒少量含む。

第82図地下式坑(1 ) 
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SX012 
1 灰黒褐色土層 ソフトローム粒含む。
2 灰黒色土層 ハードロームプロック多量含む。
3 黒灰色土層
4 暗灰褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
5 暗灰褐色土居 ソフト・ハードロームプロック含む。

記|

主室 E
2
2
 -<1 

SX009 

1 灰黒色土層
2 黒褐色土層 ハードローム粒含む。
3 暗灰色土層 ハードローム粒含む。
暗灰色土層

炭化材粒 ・焼土粒少量、常滑破片を含む

④ 

九K90 + 
A 

82 A' 
・ 50.10m 

SX009 

SK044 
①暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
② ハードロームプロック
③.灰褐色土層 ハードローム粒含む。

④.暗灰色土層

⑤ー黒灰色土層
⑥.暗灰色土層 ソフトローム粒含む。

上層
I 暗灰褐色土層ハードローム粒含む。
II 灰褐色土層 ソフトローム粒含む。
1II 明灰褐色土層

SK046 (土坑墓か)
あ.明灰褐色土層 ハードローム粒多量含む。
い ハードロームプロック多量含む。
SK045 
ア 黒灰色土層ハードローム粒少量含む。

6 ハードロームプロック
7 灰色土層 ソフト ・ハードローム粒含む。
8 暗灰色土層 ハードローム粒含む。
9 ソフトローム
10 暗灰色土層 ハードローム粒少量含む。

第83園地下式坑(2 ) 



SX014 (第84図，図版18)

整形区画Eの北端部で検出された。主軸は真西方向である。主室は天井部が崩落している。竪坑は主軸方

向1.6m・南北2.1mの楕円形で，深さ1.5m，覆土はローム粒を含む暗灰色土である。主室は，ほぽ方形で，

底面の長軸2.7m・短軸1.8m・深さ2.3mである。覆土は下からロームブロック，黒色土，崩落天井部，暗

灰褐色土，最上部付近で宝永テフラ層が堆積する。さらにその上層から土坑が掘り込まれており，近世段

階にも墓域であったことが窺える。遺物は，土師器片 1点，須恵器片4点の他，底面近くから，瀬戸・美

濃縁柚皿片 1点 (25・古瀬戸後IV期古段階・ 15世紀中葉)，常滑聾片2点 (134・9型式・ 15世紀前半)，渥

美聾片 1点，砥石 1点(200)，鉄鍋の取手と考えられる鉄製品 1点(220)が出土した。天井部の崩落は15世

紀後半頃の可能性が考えられる。

SK171 (第84図，図版13)

整形区画Eの東端部の段差部分で検出された。主軸は北東方向 (N-520 -E)である。竪坑は主軸方向1.4

m，北西一南東方向1.25mの六角形状で，深さは1.4mである。主室への開口部は幅80cm・高さ70cmでト40cm

の段差で底面に達する。主室は，竪坑方向と軸が異なる不整方形で，底面は長軸2.4m・短軸1.75m・高さ

1.4mである。覆土中からカワラケ片が1点出土した。

SX210 (第85図)

整形区画Bの西端付近で検出されたが，竪坑部分と主室への入口部分のみで，主室は開削されていないよ

うである。主軸は真北方向である。竪坑の主軸方向は1.0m，東西方向は1.6mの楕円形で，深さは1.2mで

ある。覆土は下層がロームブロックで埋められている。主室の入口は幅45cm・高さ30cmである。なお，竪

坑は方形土坑墓SK209埋没後，方形土坑墓SK208同様にその覆土を切り，竪坑埋没後はその上に浅い楕円形

土坑SK210が掘り込まれている。また，火葬土坑SX209・SX217は，方形土坑墓SK209覆土を切っている。

よって，この部分では，方形土坑墓→地下式坑・火葬土坑の新旧関係の図式が得られる。

SX211 (第85図)

SX210の東方，整形区画Bの南側で検出された。主軸は南方向(S-20 -w)である。竪坑は主軸方向1.0

m・東西方向1.85mの楕円形で，深さは65cmである。主室との段差は60cm程で，主室は平面形ほぽ方形で，

底面の長軸1.65m・短軸1.3m・高さ90cmである。天井部は崩落しているが，崩落以前から竪坑部分より暗

灰色土が入れられている。覆土中層以上から瀬戸・美濃平碗片 1点，常滑聾転用砥石1点，茶臼片 1点(182)

が出土した。

SK311 (第86図)

迂回路部分西側(整形区画G)で検出されたが，北部は調査区外にかかる。主軸は東方向 (S-750 -w) 

である。竪坑は平面三角形状で主室へは斜面状を呈する。主室の底面は，長軸2.65m・短軸1.7mの隅丸方

形で，深さは1.8mである。天井部は崩落していた様である。覆土中から瀬戸・美濃平碗片 1点 (41・古瀬

戸後凹期・15世紀前葉)，大皿片 1点(49)，常滑コネ鉢2 (109・10型式・15世紀後半他)，窒片 4 (128・
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SX014上土問
① 略灰褐色土附
②宝永テアラ

暗灰色土尉 ハードローム粒含む。
暗灰褐色土問 ハードロームプロック含む。

時灰色土11'1 SX014上の土坑(近世)
略灰色土!凶 ハードローム粒少放含む。 ア 暗灰褐色土肘
暗灰色土1¥':1 ハードローム粒含む。 イ 暗灰褐色土問 ハードロームプロック多枇含む。
暗灰色土附
黒褐色土1i1 ソフトローム粒含む。
黒色土問 ソフトローム粒含む。
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SX014 
1 暗灰褐色土居 ソフトローム粒少量含む。

2 灰褐色土居 ソフトローム粒含む。
3 灰褐色土!凶 ソフトローム粒多iit含む。
4 暗灰褐色土脳
5 ハードローム大プロック (崩落した天井部)
6.灰黒色土1i1 ハードローム位含む。
7 烈色土!凶
8 ハードロームプロック 黒色土粒含む。
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6a型式・ 13世紀後半他)，貝殻(キサゴ，ハマグリ)が出土した。

SK312 (第86図)

迂回路部分西側(整形区画G)で検出されたが，主室は調査区外で竪坑部分のみが調査できた。主軸は南

方向 (S-10 -w)である。方形竪穴SK306埋没後の覆土を切っている。竪坑は主軸方向2.2m・東西方向

1.6m，深さは1.5m以上である。覆土はロームブロック主体の褐色土で埋められており，上層には宝永テ

フラが混入している。

SK307 (第87図)

迂回路部分西側(整形区画G)で検出された。主軸は南東方向 (S-670 -E)である。天井部は崩落して

いる。竪坑は若干突出する程度で，主室へは斜面を成す。主室はほぼ方形で，底面の長軸3.0m・短軸2.2

m，深さは2.4mである。覆土中からほぼ完形の白磁皿(3・B群・15世紀代)，青磁碗片 1点，青磁梅瓶片

1点(14)，志戸目査3点(6い古瀬戸後IV期・ 15世紀後半)，常滑コネ鉢片 1点(115)，聾片2点(10型式)， 

茶臼片 l点(184)が出土した。なお，青磁梅瓶と茶臼は，鎌倉街道出土の破片と同一個体であった。

SK308 (第87図)

迂回路部分中央部(整形区画H)で検出された。南側の底から壁にかけて幅70cm・高さ75cmの穴があり，

その奥が主室と見られるが，調査区外により検出できなかった。主軸は南方向と考えられる。竪坑部は楕

円形で，底面は，長軸1.4m・短軸1.0m・深さ1.45mである。天井部は崩落したようである。覆土中から，

褐粕茶入片 1点(16)，瀬戸・美濃縁軸皿片 1点，天目茶碗片 2点(古瀬戸後凹期・15世紀中葉)，平碗片 I

点 (42・古瀬戸後III------IV期)，香炉片 1点(古瀬戸後皿期)，常滑コネ鉢片2点 (112他.9， 10型式)，聾

片10点 (120，126， 147他・ 3，6 a， 10型式・12世紀末------15世紀後半)，瓦質査片 1点，東海系羽釜片 1点，

カワラケ片2点と数多く出土した。

SK309 (第87図)

迂回路部分中央部(整形区画H)で，方形竪穴または方形土坑墓SK301の下から検出された。主軸は西方

向 (S-820 -w)である。これも竪坑部が不明確で，東部に円形の突出があり，主室へは斜面を呈する。天

井部は崩落していたようである。主室は，不整方形で，底面の長軸1.45m・短軸1.4m・深さ1.5mである。

覆土中から瓦質査片1点が出土した。

SK310 (第87図)

迂回路部分中央部(整形区画H)で検出されたが，北側が調査区外である。竪坑部は壁面が斜面となる西

側の可能性があるので，主軸は東方向 (N-790 -E) と見られるが不確実である。天井部は崩落していた。

主室はほぼ方形で，底面の長軸は2.3m・深さは1.1mとやや浅い。

2 火葬土坑(第88図，図版18・19)

本書で火葬土坑としたものは，長軸・短軸共 1m程のT字形の浅い掘込みで，内部壁画が焼けていて，炭
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化物や人骨片が出土した遺構である。本遺跡では10基が検出されている。分布は地下式坑の分布に近い状

況であり，北区東側の整形区画C""'E内部及び周辺部と南区の整形区画B内と迂回路部分の大きく 3地域で

ある。また，土坑墓や地下式坑埋没後に造られたものが多く，葬送関連ではやや新しい様相を見せる。

構造は，T字の下の部分からトンネル状の穴に薪を入れ，上の部分で遺体を焼いた施設と考えられている。

本遺跡検出の遺構は， トンネル部分は崩落していたようである。図では，右側に焼成部分を置いたが，主

軸はほぼ東西方向で焼成部が東側にあり，遺体を北頭・西顔とする例に合致する。なお， SX209とSX217に

ついては，土坑墓と重複しており，第85図を参照されたい。

SX025 

北区中央部東寄りの溝SD026，道SX021の硬化面を切って造られている。主軸はS-670 -Eで105叩，横軸

は90αn，深さは35cmである。人骨片，炭化材(径3cm""' 10cmのマツ属複維管東亜属)が出土した。

SX023 

北区北東部の溝SD024埋没後の覆土に掛かる。主軸はN-88。ーEで138cm，横軸は90cm，深さは50cmである。

人骨片，炭化物が出土した。

SXOlO 

整形区画Dの北東部に位置する。主軸はS-720 -Eで112cm，横軸は103cm，深さは20cmである。人骨片，

炭化材(径3佃""'5 cmのウコギ属，径3cm""' 7 cmのヤマグワ)が出土した。

SX013 

主軸はS-8T-Eで71cm，横軸は100cm，深さは35cmである。炭化材(径5cmのサクラ属，径1cm""' 1 . 5cm 

のヤマグワ)が出土した。

SX217 (第85図)

方形土坑墓SK209の北東隅を切って造られている。南東部の形状は不明であるが，主軸はN-820 一Eであ

る。

SX209 (第85図)

方形土坑墓SK208・209の東側を切って造られている。東側半分の形状は不明である。

SX216 

南区の整形区画Bの南側で検出された。主軸はS-870 -Eで80cm，横軸は91cm，深さは46cmである。炭化

物，人骨粉が出土した。

SK305 

迂回路部分の西部で検出された。方形竪穴5K306の覆土を切っている。主軸は5-800 -Eで85cm，横軸は
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91cm，深さは30cmである。

SK302 

迂回路中央部で検出された。主軸はS-650 -Eで90cm，横軸は100cm，深さは42cmである。人骨片が出土し

た。なお，周辺から瀬戸・美濃査片 1点，常滑聾片2点，板碑片1点、が出土した。

SK303 

迂回路東部で検出された。主軸はN-850 -Eで101cm，横軸は116cm，深さは25cmである。

3 土坑墓・土坑(第89図~第115図，第6表)

本遺跡で検出された土坑は約305基であり，その内，形状や覆土等から115基は土坑墓と想定したが，他

の約180基の多くは土坑墓の可能性が考えられる。掘立柱建物跡等と同様に遺跡全体を 8区に分けて1/250

平面図で位置を示し，各遺構についてはなるべく多くの図を掲載して情報を入れた。しかしながら，数が

膨大であるので個々の説明は省略し，各区の状況を概観したい。代わりに第6表の土坑形態表と個々の図

を参照されたいが，表と次に述べる各区の状況は遺構番号が付けられたもののみである。

なお，本遺跡で検出された土坑・土坑墓は，形状から次のように分類ができるので，説明したい。

方形土坑(墓)・・・ (A類) 平面形が方形で，底がフラットなもの。

隅丸方形土坑(墓)・・・ (B類) 平面形が隅丸方形で，底がフラットなもの。

円形土坑(墓)・・・ (C類) 平面形が円形で，底がフラットなもの。

長方・楕円形土坑(墓)・・・ (D類) 平面形が長方形または長楕円形で，底がフラットなもの。

不整形土坑(墓)・・・ (E類) 平面形は多様であるが，底が丸や突出しているものo

また，墓に推定されるものは 1類，性格不明なものは2類とした。よって，例えば，方形土坑墓はA1類，

円形土坑はC2類である。以下，各区の状況を概観したい。

(1) 1区北区(第89・90図)

円形土坑墓2基，円形土坑1基，不整形土坑1基の計4基である。土坑墓とした 2基も浅く，この地区

は墓域としては捉えがたい。

(2) 2区北区(第91図~第95図)

隅丸方形土坑墓4基，円形土坑墓12基，長方・楕円形土坑墓2基，不整形土坑墓3基，不整形土坑3基

の計24基である。道跡SX003と並木状植栽痕Cの間の墓域と整形区画A(SX005)内部の屋敷墓に大きく分か

れる。 SX005A・Bは隅丸方形土坑墓としたが，両者共半地下式の構造を有するものである。

(3) 2区南区

方形土坑墓3基，隅丸方形土坑墓11基，円形土坑墓4基，円形土坑1基，長方・楕円形土坑5基，不整

形土坑墓1基，不整形土坑5基の計30基である。大きくSD202の西側と東側に分けられ，西側はさらに中央

部のピット群(掘立柱建物跡SB021と並木状植栽痕G)を挟んだ南北側に分けられる。北側は整形区画Bで



あり，隅丸方形土坑墓が集中する。

(4) 3区北区(第96図~第104図)

方形土坑墓8基，隅丸方形土坑土坑墓7基，隅丸方形土坑2基，円形土坑墓11基，円形土坑1基，長方・

楕円形土坑墓9基，長方・楕円形土坑5基，不整形土坑墓7基，不整形土坑74基の計124基である。大きく

SD025の西側と東側の整形区画C-----Eの4区に分けられる。本地区は緩やかな谷津斜面が段によって整形区

画され，様々な形態の土坑が集中する。ただ，整形区画においては，北から西寄りに方形・隅丸方形土坑

墓が多く，高度がやや下がる東側には不整形土坑が多い傾向がある。なお，鎌倉街道脇は撹乱のためか井

戸以外に遺構は検出されていない。

(5) 3区南区(第96・105図)

方形土坑墓1基，円形土坑墓1基，長方・楕円形土坑墓2基，不整形土坑1基の計5基である。堀状の

溝SD201の周囲である。形態的には北区とは異なるようである。また，鎌倉街道沿いの小規模な楕円形土坑

列は近代の撹乱と考えられる。

(6) 4区(中区) (第106図~第108図)

方形土坑墓4基，隅丸方形土坑墓5基，円形土坑墓5基，長方・楕円形土坑墓5基，不整形土坑墓4基，

不整形土坑3基の計26基である。南側は整形区画F内部であり，西側に緩やかに傾斜する。この区画の東端

の段下には小規模な土坑墓が並び，中央部には方形竪穴を切って隅丸方形・円形土坑墓が形成されている。

(7) 5区(東区西側) (第109・110図)

不整形土坑3基である。東区では中世遺構・遺物が極端に少ないので，原始・古代の可能性もある。

(8) 6区(東区東側) (第111図)

当地区には，土坑は見られない。

(9) 7区(迂回路区西側) (第112・113図)

整形区画G内の円形土坑墓1基 (SK313)である。地下式坑・方形竪穴・火葬墓が切り合った箇所である。

なお， SX300内部の楕円形の穴も土坑墓の可能性がある。

(10) 8区(迂回路区東側) (第114・115図)

長方・楕円形土坑墓1基のみである。
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2.灰褐色土層 ハードロームプロック多量含む。
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1 黒灰色土層
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3 黒灰色土層

(1/60) 2m 

第90図土坑(1区)

-136 



+ 
4H 

@ 

36 。@「
<:5 

〉 Y。-""。
@ 
@ 

Q G) 

7H 

⑧ 
SK203 

。
SK009 

。

@ 

。
@ Q 

。Jl>G> ・ 。
@ 

。
SK008 

@通

。，，"O
@ 

+ I ~ 
ii!J卦

~ e，(J 0 

@ 

。ぷ
@ 

@ 

c@ 

⑦4@?色も S
G2笠@

@ o@ SX005C 

~~@/9 d 
⑨ SXOO宮c

⑥ 

@ 

。

白

@ 

@ 

~ 
。

。

~ 
目曲

。

@ 

@ 

写通報

@ 

00 (SX214) 
⑥s a 

SK236 

@ 

( 1/250) 

第91図土坑他分布(2区)

¥J 

@ 

10m 

Gか
@ 

." e 
E 

日



庁、 SKOIO

-A (/ J) ¥ ¥ A' 

~. I i '¥ ¥ .~ ~.((、ι-・ \F ))一
¥¥. /〆 A

08 A ℃シ4HP-
)rwu.:l A -- A' - . 

.- 51.10m ...._ζ二二!二三二主二ア

J.f .乞 51.10m ~エ!:7-- SK010 

一『三二_1ニ==-- SK008 I 灰黒色土層 ソフトローム粒多量含む

l 黒褐色土居

2 暗灰褐色土1m

合温多粒ムロ
ク

ド

ツ
一
ロ

)

ハ

プ

か

層

ム

ム

墓
土
岡
山
一
一
階

坑

色

土

ロ

ロ

土

土

褐

色

ド

ト

色

(

灰

褐

-
7
灰

お
暗
灰
ハ
ソ
暗

nυ
 

日
I
I
3
4
5

む含量

む

多

含
ク

ク
ツ

ツ

ロ

ロ

プ

プ
ム

ム
一

一

ロ

ロ

H
ト
4

い
れ
・

一

一

か

ム

基
周
回
一
周
回

坑
土
土
口
上
土

土

色

色

ト

色

色

(

黒

褐

ア

黒

灰

げ
灰
灰
ソ
灰
黒

A
U
 
部

1
2
3
4
5

K
一

九

日

SK009 

1 . "'4灰褐色土!凶

A 

A

ユz
g
A 

同j
SK016 
1 精灰褐色土問
2 灰褐色土問 ソフトローム粒含む。
3 明灰褐色土層 ハードロームプロック多量含む。

@ 白j

ム「
。‘
t己
ιJ 

A A' 

SKOl3 

E 
Cコ
<=> 
H 

'" 
A ∞I A'∞| 
一・ 一 ・_ 51 OOm 
一て- 2'-ー--....1/ 
¥. 3 / 

"4 .-y 

SK013 
l ハードロームプロック
2 暗灰色土l凶
3 暗灰色土問 ハードロームプロック多量含む。
4 ハードロームプロック

(1/60) 2m 

A' 

ι51.10m 

b| 

一 九Hων、~ア

マCよ35
忘三5

〉

A

一

A

A' 

A' 
・_ 51.00m 

SK007 (土坑基か)
1 灰黒褐色土問

2 灰黒褐色土居 ハードローム粒含む。

A 

一会.50.90m 

ト~ (2~ 
¥ 3 --............. ___ づ羽山
c--一一一一一ーー-----_4" 

SK074 (土坑基か)
1 ソフトローム
2 ハードロームプロック
3 黒褐色土脳
4 .黒褐色土問 ハードローム粒多f，]:含む。

⑧ 
SKI66 

A' 

_!.. 51.20m 

SK166 
1 暗灰色土問
2 ハードロームプロック

3 灰黒色土層

A' 

SKOl5 

A' 

A A' 

SK015 (土坑慈か)
1 .暗灰褐色土層 ソフトローム粒含む。

2 灰褐色土層 ハードローム粒多量含む。

⑧ βぐ 14 組駒 子。臨む占
一 ・-

PL喝189
¥J:￥L0④二?22

掛か) ムfI iiι 

~.'・4

íi~1i ・h

A A' 
_.~竺工_r
'41198 

て3
247 @ 

SK076 

A 
.ι51.00m 

大人¥ノ

由

DEr

-

K
一
A

一
p

nu

、1J
〆

p

n
U

『、}lノ
戸

二

p
-

二

=

sト
T
l
ι
m
一「ド
l

F
O
込

山
平

M
uu

⑮
A

一
A

士
山ま
)
し
痕柱
回

(

土

居

間
色
土

土
褐
色

色
黄
褐

褐
灰
灰

川
山
県
暗
暗

p

a

1

1

 

5
1
2
3
 

SK075 (土坑基か)
ア 灰褐色土問ハードローム粒含む。

第92図土坑(2区一 1) 

-138 



A A' 
一一・ ・ 50.90m
ミ己ニア

SK092 
1.暗灰黄褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
2.暗灰色土層

十品目
ω申

A' A 
-・ 50.80m

勺

a
内
〆
』

内

ζ

市
川
川
川

M
Uぃ

n
M川
U
U門

R二IT~
J
H晶申

SX005A (土坑墓か)
1 暗灰褐色土層

2 暗褐色土層 ソフト・ハ ドローム粒多量含む。
3 灰褐色土層 ハードローム小プロック含む。
4 灰褐色土層 ハードローム粒多量含む。

5 暗褐色土層 ソフト・ハードローム粒多量含む。
6 暗灰褐色土層
7 明灰褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
8 暗灰褐色土層 ソフトローム粒含む。
SX005A隣接ピット

ア 明灰褐色土層 ソフトローム粒多量含む。

A 

~\ 
スーノー¥

。。
主主ご三三三ゴ

244 

SX005B (土坑墓か)

1.灰黒色土層
2 黒色土層 ソフトローム粒多量含む

3 黒色土層
4 ソフトローム

5 暗褐色土層
6 黒褐色土層 ハードローム粒多量含む。
7 黒褐色土層 ハード口←ム粒少量含む。

8.黒褐色土層
9.黒色土層
10.ハードロームプロック
11.黒色土層 ハードローム粒多量含む。
12 ハードロームプロック

13 暗褐色土層 ハードローム粒含む。
14 黒色土層 ソフトローム粒少量含む。
15 ソフトローム

16.暗褐色土層
17 黒色土層 ソフトローム含む。
18 ソフトローム
19 ハードロームプロック
20 暗灰褐色土層

A 

13¥ 2 J SX018 
¥ Y 1 ハードロームプロック

2 黒色土層 ハードロームプロック含む。
3.黒色土層

A 
-・ 50.90m

A' 
.- 50.80m 

色'

A' 

④ 
A' A 

20 

.A':_ 51. OOm -十1

¥ー/ー¥一
.~ 51.00m 

一¥一一一ノ~

A 

2m 
土坑(2区 2 ) 第93図



?Ot5I ι白川
ナ

m
 

ハりハリハり
「

D
K

一一
)

A
一

A' 
・一一 50.20m 

SK213 

。、
'" 

-A.¥1 
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tマ ・一一 50.30m
千'-1 ./ 2 、-1

¥ 3 ) 

宝永テフラ含む。

ハードローム粒多量含む。

径2cm~3cmのハードロームプロック多量含む。

SK203 (近世)
1.暗茶褐色土層 宝永テブラ・筏2cm~3cmのハードロームプロック含む。
2 .茶褐色土層 径5cmのハードロームプロック多量含む。
3 褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
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SK235 
1 暗灰褐色土層 ハードロームプロック少量含む。

SK202 (近世)
1.茶褐色土層
2 .明褐色土層
3.茶褐色土層

⑮三竺1
¥1 1 I A' 
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SK201 (土坑墓か)
l.明褐色土層径2cmのハードロームプロック含む。
2.茶褐色土層径2四のハードロームプロック少量含む。
3.暗茶褐色土層 ハードローム粒含む。

A 
SK237 

A' 
・一-50.40m 

.~ 50.30m SK237 に-=cc三三フ
ア.灰褐色土層ハードローム粒少量含む。

A 

SK201を切る土坑(木の根か)
ア茶褐色土層ハードローム粒含む。
イ 暗茶褐色土層径4叩のハードロームプロック含む。
ウ.暗茶褐色土層径5cmのハードロームプロック多量含む。

SK236 (土坑墓か)
1 灰褐色土層 ハードローム粒含む。
2.灰褐色土層 ハードローム粒・プロック含む。

A A' A A' 

A 
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SK228 K 
.-50.00m A 

50.00m -・ SK224 SK225 A' 

六~ー-"L一一_r
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SK148 (土坑・ピットの重複)
あー暗灰褐色土層 ソフトローム粒含む。
い.灰黒色土層
う.暗灰褐色土層

え.暗灰色土層
①.黒色土層 ソフトローム粒含む。

②ー黒褐色土層
1.灰褐色土層
2 .暗灰黒褐色土層
3.暗灰黒褐色土層 ハードローム粒少量含む。
ア黒灰色土層

イ 暗灰褐色土層

叩山 十，→ .  4147 
A '4]46 A' 

50. 10m -:._.._._ SKI49 ① ・一、ι工2③兵三プ
SX021 
①宝永テフラ

② 暗灰褐色土層

③。暗灰褐色土層硬化層
SX021を切る土坑

アー灰黒色土層

SK149 
1 灰黒褐色土層
2.灰褐色土層 ハードローム粒含む。
3 灰褐色土層 ソフトローム粒含む。
4 暗灰色土層
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SKI52 

十4J66

∞| 

SK151 (土坑・ピットの重複)
ア暗灰色土層ハードローム粒含む。

イ 暗灰褐色土層

ウ.暗灰褐色土層

エ暗灰褐色土層
I 暗灰褐色土層
2 暗灰色土層
あ暗灰色土層
①暗茶褐色土層

しまりあり。

SK162 (土坑墓か)
1. ソフトローム・ハードロームプロック
2 .灰黒色土層
3.暗灰褐色土層 ハードローム粒多量含む。
4 ソフトローム・ハードロームプロック

ソブトローム粒含む。

土坑(3区 1 ) 
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SK165 (近世前期)
①.暗灰褐色土層

SK164 (近世前期土坑墓か)
1 .暗灰色土層宝永テブラ多量含む。
2.ソフトローム
3.明灰色土層
4 .ハードロームプロック
5.茶褐色土層
6.暗灰色土層
7.ソフトローム
8.暗茶褐色土層

SK163 (近世前期)
ア.灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。

イ.暗灰褐色土層
ウ.灰褐色土層
エ暗灰褐色土層
オ.暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。

カー暗灰褐色土層
キー宝永テブラ
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SK087 (近世前期)
1 茶褐色土層 径2cmのハードロームプロック少量含む。
2 灰黒色土層 宝永テアラ多量含む。
3 褐色土層 径3cm~5cmのハードロームプロック多量含むo
SK087隣接ピット(近世)
ア暗灰色土層
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ソフト・ハードローム粒含む。

(SPA.A') 

SK157 (近世前期)
l 暗灰色土層 宝永テブラ多量含む。
2 ハ ドロームプロック
3.ハードロームプロック
4 ハードロームプロック
SK156 (近世前期)
①暗灰褐色土層 ソアト・ハードローム粒含む。

SK159 (近世)
あ暗灰褐色土層
(SPB'B') 

SK155 
(あ) 灰褐色土層
(い).暗灰褐色土層
(う).暗灰褐色土層
(SPC'C') 
SK160 
あ。精灰褐色土層
い暗灰色土層ハードローム粒少量含む。

SK161 
(アトハードロームプロック

(イ) 暗灰色土層
(ウ) 暗灰色土層 ハードローム粒少量含む。

ソフトローム粒含む。

SK150 
1 .暗黒灰褐色土層 ハードローム粒含む。
2 .暗黒灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
3.ハードロームプロック
4 .暗灰色土層

調査区外

B' 

④ A 

B 

A' 
7ι 
31(2] ...A 50.10m 

突2SK126 
1 黒灰色土岡 ハードローム粒少量含む。
2 黒灰色土層
3 黒色土層

SK129 
1 暗灰褐色土層
2 灰褐色土層 ハードローム粒含む。
3 灰黒褐色土層
4 黒褐色土層
5 ハードロームプロック
6 黒褐色土層 ソフトローム粒含む。
7 黒褐色土層

SK088 
1 褐色七層 径3cm~5cmのロームプロック多量含む。
2 暗茶褐色土層 ハードローム粒含む。
3 茶褐色土層 ハードローム粒少景含む。
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SK128 
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イー灰黒色土層
ウ灰色土問
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ポ 322り工三戸

;守持 E ヤ

、ードローム粒多量含む。
5K024 
1 黒褐色土居 ハードローム粒多量含む。

⑮ 

G
一明

⑮

一

〉く

A A' 
・-50. 10m 

5K029 
1 黒褐色土問 ハードローム粒多訟含む。

2 黒褐色土居 5K025 
1.黒褐色土居

ミda
1:-. ι49.20m '-._7 

て三ミv +~ 
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5K026 
1 黒褐色土層
2 黒褐色土層ハ←ドロ ム粒含む。

3 黒褐色土層
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SK028 1 黒褐色土層 ハードローム粒多量含む。

おお A' 
・ 49.50m

~ 
SK024出土 5K028 

1 黒褐色土居 ハードローム粒多量含む。

A' 

A 

A' 

5K116 
あ黒褐色土居

5K115 
1 灰黒褐色土層

2 明灰褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
3 黒灰色土層

4 明灰褐色土問
5 黒灰色土層
6 明灰褐色土l出
7 黒色土問

⑮ 

5K143 
1 黒色土問

5K114 
1 晴灰褐色土肘 ハードローム粒少hl含む。
5X020 
ア 暗灰褐色土凶ハードローム粒含む。

イ 暗灰褐色土陪 ハードローム粒微量含む。

A - A' ー..， r-ー
SKI27 ・- 50.50m ¥ ノ

E只「 νS問- 斗j_ SK 川11口7 
， 4K21 5K127 

l 黒褐色土問 灰色土プロック針。 A・ SKI17 
2 ソフトローム粒 ーヤヌ一一一一

5Kll7 (土坑基か)
1. I惰灰褐色土問 ハードローム粒多以合む。

2. I市灰褐色一仁陪 ハードローム粒含む。

3 明灰褐色土陪s ソフトローム粒多量;含む。
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⑮ラミ♂K082

1 { rて=ー~ i¥¥A' 

-f-~ ~・ 49.20m - A' 

ア実号ま
1 灰褐色土層
2 ハードロームプロック
3 明灰褐色土層

4 灰褐色土層
5 灰黒色土層

⑮ 

J・49.80m

\、~ 2 二"//1イ

、-----3Aデ土ゲ
'{9ζーιラ/

、、‘ーェ~

SK146 
1.灰黒色土層 ソフトローム粒含む。
2.灰黒色土層
3 灰黒色土層灰色土粒多量含む。
4 黒色土層
ア ハードロームプロック
イ.暗灰黄色土層 ソフトローム粒多量含む。
ウ暗灰色土層
エ ハードロームプロック

⑧ 

Jロー
しιノ
ハードローム粒多量含む。
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SKI36 
ぷナ

⑮ 
主ζ三y
_;:-. 50. OOm 
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SKI31 

九ふ/ヘJ

SK083 (近世前期)
1 .黒褐色土層宝永テブラ含む。
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hf 
SKl31 
1 暗灰色土層 ハードロームプロック含む。
2 灰黒色土層
3 暗灰色土層 ハードロームプロック含む。 て-
4 暗灰色土層 ソフトローム粒含む。¥

②グそ~ SK139 
""// "'ぐ¥ 1 暗灰褐色土層
(1 _..・ m ・ ¥ A' 2 灰黒色土層

× -・¥¥SKI34 )).- ~ 暗灰褐色土層
‘ 、ふ /J 4 明灰褐色土層
重t，t. 、ふ Jノイノ
マ今 、言長Y
A /一・'""'- A' 
-.〆、・-49.40m 

マ~ ヌ

ハードロームプロック含む。

ソフトローム粒含む。
ソフトローム粒・
ハードロームプロック多量含む。

一てこ二三三二ァー
SK134 
1 灰黒褐色土層
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A' 
A' 

A 、ー-シ， A' 
・ ・ 49.40m
--<:--ー一一一一i一一ー一一フFー _!>. 49.40m A' 

SK133 (土坑墓か)
1.暗灰褐色土層
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SKl35 (土坑基か)
1 . g音灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
2 .暗灰褐色土層
3.暗灰褐色土層 ハードローム粒含む。
4 .暗灰褐色土層 ハードロームプロック含む。
5.ハードロームプロック
ア灰黒色土層

A A' 

SK078 

SK077 

ク言;、
A' 

一生・ 49.50m

"" 2 ¥1) 
\!.._二-~3 _ー_;

AιSKl36 
1.明灰褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
2 黒褐色土層 ハードローム粒含む。
3.黒褐色土層

SK078 
アー撹乱
イ 黒褐色土層ハードローム粒多量含む。
SK077 
1.暗茶褐色土層径5crnのノ、ードロームプロック含む。
2 黒褐色土層 ハードローム粒多量含む。
3.黒褐色土層

(1/60) 2m 
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SK091 ....... 一中/ 、こユニユグてニシ百二f
l 暗灰褐色土層 、ミ迄プ ー

2 .暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
3.ハードロームプロック
4 .暗灰褐色土層 ハードロームプロック含む。 SK106B
5.暗灰褐色土層 ハードロームプロック少量含む。アー暗茶褐色土層 ハードローム粒少量含む。
地山整形土 イ茶褐色土層黒色土プロック含む。

ア灰褐色土層ハードローム粒含む。 ウ 暗灰色土層ハードローム粒多量含む。
イ暗灰褐色土層 エ黒褐色土層ハードローム粒含む。

オ茶褐色土層

SK106A 
1 暗灰色土層 ハードローム粒少量含む。

2 暗灰色土層 ハードローム粒多量含む。
3.黒褐色土層 ハードローム粒含む。
4.茶褐色土層

A 

bコ|

A 
• 50.40m 

A' 

国|々 が51A∞!

工二ミ二7

てこ二三三二二.，
A 

SK079 
1 .暗茶褐色土層

SK080 (土坑墓か)
l 暗茶褐色土層 径1cmのハードロームプロック多量含む。
2 茶褐色土層

⑮ヤ4lZ24

A 
/ _.l円以34

A' 
50.00m .一一

⑧以ゲミマK081 +4K53 ⑮ 

、" .f x〆 A(( ¥1 A' 
~. .主 49.80m い」一一___./b' 
て__，一一てコー ¥こここ二-二j

SK034 

SK081 (土坑墓か)
I 茶褐色土層径2叩~3叩の

ハードロームプロック多量含む。

2 茶褐色土層 ハードローム粒多量含む。 じ三了

⑧ 

28 
A 
-・ 50.00m

¥しJ

A' 

邑'A 

A' 

SKI44 

A' 

口
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A

m

 

④次々330j|4J町 ι
~.I/ \~.主 SK031 (土坑墓か)
¥¥ ./  J4K63 1 暗灰褐色土層
冷..--- ノ 2.暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。

A 了ごプr K 3 灰褐色土層A' 

SK034 (土坑墓か)
1 灰褐色土層 ハードロ」ム粒含む。

2 灰褐色土層 ハードロームプロック多量含む。

主げι
SKI05 -ーャ
A 君主 A' 

A' ーι~ ・ 49.60m

.-49.70m i2ゼc::::;?7"2ーァ「

SK105 (土坑墓か) 七三三J
1.ハードロームプロック
2 灰黒色土層
3 暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
4 灰黒色土層 ソフト・ハードローム粒含む。
5 暗灰褐色土層 ソフト・ハードローム粒多量含む。
6 暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。

④ 

A 

SK030 
1 暗灰色土層
2 ハードロームプロック

3.暗褐色土層

第101図土坑(3区一 5) 

SK033 (土坑墓か)
1 .明灰褐色土層
2 .暗灰褐色土層 ハードローム粒含む。
3.暗灰褐色土層 ハードロームプロック多量含む。しまりあり。
4.暗灰褐色土層 ハードロームプロック多量含む。

× 
守》p

A' .-A 

× 
× 

守る

、と/
A' ....b. 50.00m SK032 
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ソフトローム
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ヲく

巧r..>A
u' SK066 

‘' 
二ニ h、 ・.'-'-. 50.00m 

L 1 rr-)ヴ
¥ 2 ~ト-'1
1--ー一寸吋-
¥ 3 I 

SK066 

1 灰黒褐色土層 ハードローム粒少量含む。
2.ハードロームプロック
3 暗灰色土層 ハードロームプロック含む。
SK066に切られた土坑
ア 灰褐色土層 ハードロームプロック含む。
イ 暗灰褐色土層ハードローム粒含む。

SKIOO 

B .~ 49.60m 

⑧ 

;~二47
SKIOI 

、ミテ〆
SK101 
1 暗褐色土層

2 暗灰褐色土層
3 暗灰褐色土層 ハードローム粒多量含む。

す';z::fブ山;; i譲罷?襲ii正?Lζ層よ日;:二:日i
④リ九附 ..寸~

主刈¥0)μ ι 
いで99 L三了
、三プ

@ 

SK099 
1.灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
2.灰褐色土層 ハードローム粒含む。

x.:::，o，<:> 

SK094 
1 ハードロームプロック
2 ハードロームプロック

ハードローム粒多量含む。

A ~⑧ 

ム伊ζ~主イ 立
言
4

A 

A .主 49.50m

し「主
ω

g凶
ヤ
ナ

A A' 
50.10m .-

SK065 
1.暗灰褐色土層
2.明褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
3.暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。

C c' 
・-49.60m SKI03 SKI02 

¥ー、イ r12 Y SK102 
、~ ~ 1 暗褐色土層

2 ハードロームプロック

SK103 
ア暗褐色土層
イ 暗灰褐色土層 ハードロームプロック含む。

)( ~ì"'''' ⑧ 

A 

〉ぐ ~ì"''''
A 
50. 10m 

A' 

SK064 
1.黒褐色土層
2 .暗灰褐色土層 ハードローム粒含む。
3.灰褐色土層

A' 

)ぐがも

s:0:: 
て互三工ア

A' 
・ 49.50m 2 2 

¥べぷ)
SK153 

1 暗茶褐色土層
2 ハードロームプロック

SK071 
む含粒ムロト7
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1 ハードロームプロック
ア 灰褐色土層 (SK071に切られた土坑)

第102図土坑(3区 6) 
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-¥-51<.02 

A' 

A A' 
・-49.50m 

A A' 
一一・ SK054B SK054A ・ー

'¥ '-、ー?、¥ 、、ず『、、アノf
'¥. -......._ 2、で'" I 、...._../
、、 3 ，____， 

SK054A 
ア.灰褐色土層 ハードローム粒含む。
SK054B 
1 ハードロームプロック
2 灰褐色土層
3 ハードロームプロック

十
日
間

g

A' 
・ 41.20m

一企・ 49.50m
SK112 

.主 1.暗褐色土層 ハードローム粒少量含む。
SK112を切るピット
アー暗褐色土層 径5cmのハードロームプロック多量含む。

A ♀ 

ロさd
SK057 
1 .灰褐色土層
2 暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
3 暗灰褐色土層
4 ハードロームプロック

A 

A 

A 
一一・ 49.50m

SK043B (方形竪穴) ー¥.S附 52 SK051 ，-

ア.暗灰褐色土層 ハードロームプロック含む。¥. / 
イー暗灰色土層 ¥ 一 / 

ウ.灰褐色土層 ハードロームプロック多量含む。-， / 

SKl11 寸 l
アー暗褐色土層 ハードローム粒少量含む。 l I 
イー暗褐色土層 ハードローム粒含む。-

SK110を切るピット

SK045 ，110 あ.暗褐色土層 ハードローム粒少量含む。

1.黒褐色土層
2.暗黄褐色土層径5cmのハードロームプロック多量含む。
3.暗褐色土層
4.暗黄褐直土層径5cmのハードロームプロック多量含む。
5.暗褐色土層 ロームプロック粒多量含む。

SK043A 
1.灰褐色土層
2.灰褐色土層 ハードロームプロック含む。
3.暗灰褐色土層
4.明灰褐色土層 ソフトローム粒・ハードロームプロック多量含む。

第103図土坑(3区一7)

149-
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:UFOL土層
『てζ!こニ~

A' 

51<.¥5 九K20

A' 

A' 
・一一 49.20m 

~ 
SK048 
1.灰褐色土層 ハードローム粒多量含む。
2.灰褐色土層 ソフトローム粒多量含む。
3.灰褐色土層 ハードロームプロック多量含む。
4.灰褐色土層 ハードロームプロック・粒多量含む。
5.暗灰褐色土層 ハードロームプロック粒含む。

ぷト
十印国

内

N
O

@ 

A 
一ー・ 50.40m

A' 

L、

A' SK050A 
1.淡茶褐色土層
2.淡黒褐色土層
3.灰色土層 ハードローム粒含む。
4.灰色土層
5 灰褐色土層 ハードロームプロック含む。
6目ハードロームプロック

SK050B 周辺整形土

ア灰褐色土層 あ.暗灰褐色土層
イ暗灰褐色土層 い灰褐色土層
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ハードロームプロック多量含む。

A' 

一三@
」日ミヲA

¥ー一ー.- SKI91 

←Jム旦主'.5閃0.00伽m

民三戸7f 
SK1ω91 
1 暗茶褐色土層 ハードローム粒含む。
2.黒褐色土層 ハードローム粒多量含む。
3 茶褐色土層径3cm~4cmの

ハードロームプロック多量含む。
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SK124 
l 黒褐色土層
2 黒褐色土層

A' SK039 

~' 

にけ一
\.~ 

¥こノ
~. ' ，-I μ ふ占/ 】 / / 

2 茶褐色土層 ハードロームプロック

A A' 多量含む。
• 49.20m .- A A' 

父ジ/
一一・ 49.60m

SK122 
1 .灰褐色土層 ハードローム大プロック含む。
2.暗灰褐色土層 ハードロームプロック含む。
3.ハードロームプロック
4.暗灰褐色土層
整形土層
ア.暗褐色土層
イー暗灰褐色土層 ハードローム粒含む。

A' 

A' 
.- 49.20m 
ア

ヘす〆
SK039 
1 .暗灰褐色土層
2.暗灰褐色土層 ハードローム粒少量含む。
3.暗灰褐色土層
4.暗灰色土層
5.暗灰色土層 ハードロームプロック含む。
6.濃暗灰色土層 ハードロームプロック少量含む

⑮ 
A 

SK040 
1 灰褐色土層 ハードロームプロック少量含む。
2 灰褐色土層 径10cm~15cmのハードロームプロック多量含む。

第104図土坑(3区-8) 
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SK207 
1 黄褐色土層 径2cm~3cmのハードロームプロック多量含む。
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SK176 
1 茶褐色土J(j ハードローム粒多量含む。
2 官昔;茶褐色土防 ハードロームプロック多量含む。
ア暗褐色土問

A 

ート
A' 
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A' 

SKI75 

モず
.t::_ 49 _ 60m 

SKI89 

~. 50_OOm A' 

3・…
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SK175 
1 .茶褐色土層 ハードローム粒含む。
2 暗茶褐色土層 ハードローム粒多量含む。
3 暗茶褐色土層 ハードロームプロック多量含む。

SI<182 (土坑基か)
l 時茶褐色土問 ハードローム粒多量含む。

2 暗褐色土!国 ハードロームプロック含む。
3 茶褐色土l凶 ハードロームプロック多量含む。
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SKI89出土
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SK183 (土坑墓か)
1.茶褐色土層 ハードローム粒・プロック多量含む。
2.暗茶褐色土層ハードローム粒含む。

A' 
・_49.60m 

A 

SK184C 
ア.褐色土層ハードローム佐多量含む。
イ.茶褐色土層 ハードロームプロック多量含む。

SK184D 
①.暗褐色土層ハードローム粒含む。
②.暗黄褐色土層 ハードロームプロック多量含む。
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SK006 
1.黒褐色土層
2 黒褐色土層
3.黒褐色土層
4.暗黄褐色土層

第110図土坑(5区)





ふ為替@唱も 0
Q @合ef号81人 4@
⑥f!l @も(j:J~e;~四--
evω。。

申'C/SK235 

⑧ 
IÐgSK20~ @J 

SK203 

云F

SK236 ~ 

十
71 

十
81 

。。 @ 

由

@ 

@ 

。(叩14)

④ 

@ 

Qつまと/3守二」④舟ョパ

7L 7JT75 

十
7J 

第112図土坑他分布(7区)

A' 

( I C"'I/?nl • ¥ I 

1/  11 

L半て三~司
235 

+-
71(86 

A A' 
50川 m

ー~- .ノー

+ 
8K 

白|

E 
o 
o 

UD 3 

第113図土坑(7区)

凶 l

(SK:11l8) 

( 1/250) 



弓。

S
K
3
0
4
 

)(
t>
~S

\.
 

十
6
N
 

十

6乱
4

十
7恥
4

G仁

ー l H ω ∞ ー ー

/
 

A
'
 

ムぐ
もで
J¥
.t
>¥
.

A
 

A
'
 
・
50
.
1
0
m
 

S
K
3
0
4
 
(
土
坑
墓
か
)

l
 
暗
褐
色
土
層

2.
褐
色
土
層

A
 

ムで
もで
Aも白

確
認
グ
リ
ッ
ド

土
坑
他
分
布
(
8
区
)

日
(
1
/
2
5
0
)
O
m

第
11
4
図

(
S
K
3
0
2
)
 

ゆ

。
(1
/6
0)

2
m
 

土
坑
(
8
区
)

+
 

第
11
5
図

+
 
8
N
 

十
8
M
 



第6表土坑形態表 (優先順位①1/250区画，②地区，③形態，④墓か否か，⑤グリッド，⑥遺構番号)

挿番号図
1/250 調査 形態分類 規 模

遺構番号 地区 グリッド
区画 年度

出土遺物 備 考
形態名 記号 長軸 単軸 深さ

SK012 90 ~t 4G 1 5 円形土坑墓 C1 120 120 25 常滑担鉢l

SK011 90 jじ 4G 1 5 円形土坑基 C1 100 90 25 

SK018 90 j七 4G 1 5 円形土坑 C2 90 75 10 常滑斐I

SK019 90 北 4G l 5 不整形土坑 E2 110 85 22 

SK074 92 北 4H 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 163 140 70 唐銭1(開元通宝)
唐銭はSK075と共にー

括。 SK075を切る。

カワフケ2，北宋銭3(成平
半地下式土坑墓。ピット

SX005A 93 j七 4I 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 180 180 85 元豊・元豊通宝・聖宋通宝)，
鉄淳1，キセノレ1

に切られる。

SX005B 93 ~t 4I 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 200 150 90 常滑斐砥石l 半地下式土坑墓

SK017 92 j七 4H 2 5 隅丸方形土坑墓 B2 160 100 50 北宋銭2 ピットを切る。

SK008 92 北 3H，4H 2 5 円形土坑墓 C1 85 80 10 

SK009 92 北 3H，4H 2 5 円形土坑墓 C1 105 100 7 

SKOlO 92 ~t 4H 2 5 円形土坑墓 C1 90 85 10 

SK014 92 北 4H 2 5 円形土坑墓 C1 105 100 20 板碑1

SK015 92 北 4H 2 5 円形土坑墓 C1 110 110 40 縄文2

SK022 92 ~t 4H 2 5 円形土坑墓 C1 80 80 10 

SK023 92 北 4H 2 5 円形土坑墓 C1 90 80 15 

SK035 92 ~t 4H 2 5 円形土坑墓 C1 100 90 40 
SK006がH3，H5とだぶる

ので， H5年度の方。

SK092 jじ 4I 2 5 円形土坑墓 C1 110 95 15 

SX005C 93 北 4I 2 5 円形土坑墓 C1 120 110 25 

SX005D 93 北 4I 2 5 円形土坑墓 C1 80 80 35 

SX005E 93 ~t 41 2 5 円形土坑墓 C1 110 100 35 

SK007 92 j七 4H 2 5 長方・楕円形士坑墓 Dl 170 115 25 土師器1，須恵、器3

SK075 92 北 4H 2 5 長方・楕円形土坑墓 Dl 170 (130) 35 (唐銭1) SK074に切られる。

SK016 92 北 4H 2 5 不整形土坑墓 E1 145 125 65 

SK166 92 北 4H 2 5 不整形土坑墓 E1 185 65 50 

SX005] 北 5I 2 5 不整形土坑墓 E1 80 75 22 新規番号

SK013 92 北 4H 2 5 不整形土坑 E2 155 110 55 

SK076 92 北 4H 2 5 不整形土坑 E2 115 93 40 常滑整l

SX018 93 北 41 2 5 不整形土坑 E2 393 60 60 土坑の連続で細長い

SK208 85 南 5H 2 5 方形土坑墓 A1 202 128 70 SK209を切る。

SK209 85 南 5H 2 5 方形土坑墓 A1 205 60 銅製品I SK208に切られる。

SK206 95 南 51 2 5 方形火葬墓 A1 200 166 55 SK225と切り合い

SK211 94 南 5H 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 154 (133) 40 常滑担鉢1 SK212と切り合い

SK212 94 南 5H 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 143 125 30 常滑斐1(5~6a型式) SK211と切り合い

SK213 94 南 5H 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 135 125 40 常滑担鉢1

SK214 75 南 5H，51 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 170 (115) 25 常滑握鉢l
方形竪穴SK204と切り合
し3

SK221 94 南 51 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 173 125 50 
常滑担鉢1・饗1，カワラケ

4 

SK228 95 南 51 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 (125) 90 15 

SK232 94 南 51 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 (140) 113 23 SK231，233と切り合い

SK224 95 南 51，61 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 170 155 37 SK225と切り合い

SK201 95 南 6H 2 5 隅丸方形土坑墓 Bl 180 30 常滑要1 根跡と切り合いか。

SK235 94 南 6H 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 98 90 25 

SK236 95 南 6H 2 5 隅丸方形土坑墓 B1 124 (105) 15 SK237を切る。

SK233 94 南 51 2 5 円形土坑墓 C1 113 (103) 18 
SK221， 231， 232と切り合
しh

SK234 94 南 51 2 5 円形土坑墓 C1 100 95 22 

SK202 94 南 6H 2 5 円形土坑墓 C1 132 127 40 上層に宝永テブラ混入

SK220 南 61 2 5 円形土坑墓 C1 180 170 常滑斐1・費砥石1，動物歯 底未検出。

SK241 94 南 5H 2 5 円形土坑 C2 65 65 35 

SK210 85 南 5H 2 5 長方・楕円形土坑 D2 (170) 130 10 
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SK225 95 南 51 2 5 長方・楕円形土坑 D2 (150) 130 18 SK206.224と切り合い

SK227 95 南 51 2 5 長方・楕円形土坑 D2 115 112 30 SK228と切り合い

SK231 94 南 51 2 5 長方・楕円形土坑 D2 202 70 45 
SK232， SK233と切り合l

L、
SK237 95 南 6H 2 5 長方・楕円形土坑 D2 137 125 40 SK236に切られる。

SK230 94 南 51 2 5 不整形土坑墓 E1 165 137 40 
壁面・底面凸凹あり。近

世か

SK238 94 南 5H 2 5 不整形土坑 E2 115 90 35 
SK239より古。壁・底やや

凹凸あり。近世か

SK239 94 南 5H 2 5 不整形土坑 E2 (100) 85 25 
SK238より新。壁・底やや

凹凸あり。近世か

SK203 94 南 6H 2 5 不整形土坑 E2 175 155 75 上層に宝永テブフ混入

SK222 94 南 6H 2 5 不整形土坑 E2 115 100 55 常滑斐1，鉄製品l

SK229 94 南 6H 2 5 不整形土坑 E2 110 90 50 中層に宝永ァフフ混入

SK1l4 99 北 3K 3 5 方形土坑墓 A1 160 137 38 溝SX020に切られる。

SK046 
83. 
北
4J.4K. 

3 5 方形土坑墓 A1 145 135 35 
103 5J.5K 

SK031 101 jじ 4K 3 5 方形土坑墓 A1 110 43 57 

SK060 74 ~t 4K 3 5 方形土坑墓 A1 135 130 85 方形竪穴SK061を切る。

SK135 100 北 4K 3 5 方形土坑墓 A1 125 125 58 

SK170 74 北 4K 3 5 方形土坑墓 A1 (170) 140 20 
方形竪穴SK附1.093と切|
り合い。

SK048 103 北 5J 3 5 方形土坑墓 A1 105 85 55 

SK043A 103 北 5J.5K 3 5 方形土坑墓 A1 155 145 80 方形竪穴SK043Bを切る。

SK116 99 北 3K 3 5 隅丸方形土坑墓 B1 155 130 20 

SK132 100 jむ 3K 3 5 隅丸方形土坑墓 B1 100 95 45 

SK133 100 j仁 3K.4K 3 5 隅丸方形土坑墓 B1 120 95 10 SK132と切り合い。

SK034 101 北 4K 3 5 隅丸方形土坑墓 B1 112 108 45 

SK081 101 ~t 4K 3 5 隅丸方形土坑墓 B1 127 110 20 

SK117 99 ~t 4K 3 5 隅丸方形土坑墓 B1 180 150 43 カワラケ3 SK118に切られる。

SK136 100 ~t 4K 3 5 隅丸方形土坑墓 Bl 130 120 50 瀬戸皿1

SK064 102 ~t 4J 3 5 隅丸方形土坑 B2 115 90 105 

SK160 98 北 4J 3 5 隅丸方形土坑 B2 100 ( 70) 20 

SK134 100 ~t 3K 3 5 円形土坑墓 C1 97 95 10 SK133と切り合い。

SK153 102 ~t 4J 3 5 円形土坑墓 C1 83 80 13 

SK059 74 ~t 4J.4K 3 5 円形土坑墓 C1 200 155 70 

SK077 100 北 4K 3 5 円形土坑墓 C1 90 75 33 SK078.079と切り合い。

SK079 101 北 4K 3 5 円形土坑墓 C1 95 90 12 SK078と切り合し」

SK080 101 北 4K 3 5 円形土坑墓 C1 145 130 25 

SK105 101 北 4K 3 5 円形土坑墓 C1 98 95 53 常滑担鉢1・窪砥石1

SK147 102 ~t 4K 3 5 円形土坑墓 C1 100 90 60 

SK112 103 ~t 4K.5K 3 5 円形土坑墓 C1 100 ( 80) 30 ピットに切られる。

SK040 104 ~t 5K 3 5 円形土坑墓 cl 145 135 55 

SK057 103 北 5K 3 5 円形土坑墓 C1 165 150 65 土錘1

SK029 99 北 3K 3 5 円形土坑 C2 113 100 40 ピットを切る。

SK162 97 北 41 3 5 長方・楕円形土坑墓 Dl 210 135 60 

SK164 98 北 41 3 5 長方・楕円形土坑墓 Dl 150 100 45 
上層に宝永アブフ少量含

む。 SK163を切る。

SK066 102 北 4K 3 5 長方・楕円形土坑墓 Dl 133 75 90 

SK091 101 北 4K 3 5 長方・楕円形土坑墓 D1 125 85 80 

SK094 102 ~t 4K 3 5 長方・楕円形土坑墓 Dl 105 95 55 

SK108 75 北 4K 3 5 長方・楕円形土坑墓 Dl 180 (105) 80 北宋銭1(元符通宝)
土坑墓SK107と方形竪穴

109を切る。

SK047 103 1ヒ 51 3 5 長方・楕円形土坑墓 Dl 112 77 75 

SK088 98 北 51 3 5 長方・楕円形土坑墓 Dl 245 105 45 

SK055 104 北 5K 3 5 長方・楕円形土坑墓 Dl 200 190 80 

SK149 97 j七 4J 3 5 長方・楕円形土坑 D2 150 145 25 道SX021に切られる。

SK151 97 ~t 4J 3 5 長方・楕円形土坑 D2 190 80 35 道SX021を切る。
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挿図番号
1/250 調査

形態分類 規 模
考遺構番号 地区 グリッド 出土遺物 備

区画 年度 形態名 記号 長軸 単軸 深さ

SK152 97 北 4J 3 5 長方・楕円形土坑 D2 225 130 30 縄文1 道SX021を切る。

SK065 102 ~t 4J .4K 3 5 長方・楕円形土坑 D2 110 90 100 

SK119 74 北 4K 3 5 長方・楕円形土坑 D2 (220) 65 15 弥生I
溝状。方形竪穴SK120と

切り合い。

SK044 83 北 4].5J 3 5 不整形土坑墓 E1 170 120 100 
地下式坑SX009と方形土

坑墓SK046を切る。

SK033 101 1七 4K 3 5 不整形土坑墓 E1 115 87 102 鉄製品1

SK097 75 jじ 4K 3 5 不整形土坑墓 E1 85 75 35 方形竪穴SK098を切る。

北 4K 3 5 不整形土坑墓 E1 180 145 80 
:n;銭1(冗口通宝)，鉄製品 SK094と方形士坑墓108

SK107 75 
杯1 を切る。

SK051 103 1七 5K 3 5 不整形土坑墓 E1 120 (105) 60 

SK052 103 ~t 5K 3 5 不整形土坑墓 E1 110 (85) 50 常滑斐1

SK056 104 北 5K 3 5 不整形土坑墓 E1 220 (180) 90 

SK140 99 jじ 3J 3 5 不整形土坑 E2 70 47 46 

SK130 98 j七 3J.3K 3 5 不整形土坑 E2 (155) 120 65 SK129と切り合い

SK129 98 北 3J.3K 3 5 不整形土坑 E2 110 100 SK128を切る。

SK127 99 北
3J.3K. 

3 5 不整形土坑 E2 145 83 40 
4J.4K 

SK025 99 ~t 3K 3 5 不整形土坑 E2 120 95 37 

SK026 99 北 3K 3 5 不整形土坑 E2 95 70 25 

SK027 99 j七 3K 3 5 不整形土坑 E2 82 65 20 

SK028 99 北 3K 3 5 不整形土坑 E2 112 85 23 

SK082 100 ~t 3K 3 5 不整形土坑 E2 140 95 35 

SK083 100 北 3K 3 5 不整形土坑 E2 90 42 23 宝永テフ7混入

SK084 99 北 3K 3 5 不整形土坑 E2 110 90 15 

SK085 99 ~t 3K 3 5 不整形土坑 E2 110 103 45 

SK115 99 北 3K 3 5 不整形土坑 E2 125 120 55 

SK125 99 北 3K 3 5 不整形土坑 E2 190 130 48 弥生2

SK126 98 北 3K 3 5 不整形土坑 E2 125 70 35 

SK128 98 北 3K 3 5 不整形土坑 E2 (150) (150) 40 弥生l SK129とに切られる。

SK137 100 ~t 3K 3 5 不整形土坑 E2 110 98 25 

SK143 99 北 3K 3 5 不整形土坑 E2 87 75 25 

SK146 100 j七 3K 3 5 不整形土坑 E2 185 130 70 

SK024 99 ~t 3K.3L 3 5 不整形土坑 E2 103 100 33 
弥生1，青磁碗1(13世紀)，

常滑担鉢1

SK131 100 ~t 3K.4K 3 5 不整形土坑 E2 82 75 55 SK139を切る。

SK139 100 1じ 3K.4K 3 5 不整形土坑 E2 145 130 95 青磁碗1(13世紀) SK131に切られる。

SK142 97 ~t 4J 3 5 不整形土坑 E2 160 152 50 

SK148 97 北 4J 3 5 不整形土坑 E2 190 110 48 ピットに切られる。

SK150 98 jヒ 4J 3 5 不整形土坑 E2 170 162 80 

SK154 98 北 4J 3 5 不整形土坑 E2 65 50 35 

SK155 98 北 4J 3 5 不整形土坑 E2 115 90 15 SK157を切る。

SK156 98 ~t 4J 3 5 不整形土坑 E2 75 35 弥生1，カワフケ2 SK157を切る。

SK157 98 北 4J 3 5 不整形土坑 E2 110 75 40 宝永テフフ多く含む。

SK158 98 北 4J 3 5 不整形士坑 E2 150 55 20 SK157より古V'o

SK159 98 ~t 4J 3 5 不整形土坑 E2 40 35 35 SK157を切る。

SK161 98 ~t 4J 3 5 不整形土坑 E2 95 67 35 鉄釘1

SK163 98 北 4J 3 5 不整形土坑 E2 170 110 43 
上層に宝永テフフ少量合

む。 SK164に切られる。

SK165 98 ~t 4J 3 5 不整形土坑 E2 85 75 6 土坑墓の可能性。

SK078 100 ~t 4J.4K 3 5 不整形土坑 E2 140 65 20 SK080と切り合い。

SK087 98 北 4J.5J 3 5 不整形土坑 E2 135 100 30 隣接ピットに切られる。

SK030 101 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 230 200 80 常滑担鉢い斐1

SK032 101 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 140 (130) 70 

SK071 102 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 140 115 50 

SK089 101 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 170 160 65 SK090と切り合し」

SK090 101 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 145 110 65 SK089と切り合い。



遺構番号
挿図 1/250 調査 形態分類 規 模

番号
地区 グリッド

区画 年度 出土遺物 備 考
形態名 記号 長軸 単軸 深さ

SK095 102 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 (180) 165 45 SK096を切る。

SK096 102 ~t 4K 3 5 不整形土坑 E2 164 (150) 50 SK095に切られる。

SK099 102 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 80 80 35 

SK101 102 ~t 4K 3 5 不整形土坑 E2 (130) ( 73) 50 

SK102 102 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 45 40 37 常滑担鉢I SK103を切る。

SK103 102 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 35 SK102に切られる。

SK104 102 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 (220) 33 30 溝状

SK106A 101 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 30 SK106Bを切る。

SK106B 101 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 (175) (165) 45 SK10Aに切られる。

SK118 99 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 115 95 40 SK117を切る。

SK121 74 ~t 4K 3 5 不整形土坑 E2 15 
方形竪穴SK120と切り合

し'0
SK138 100 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 220 155 60 縄文1

SK144 101 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 192 93 35 瀬戸皿1(古後IV)

SX008A 82 北 4K 3 5 不整形土坑 E2 115 105 80 
常滑提鉢1(10型式)，カワフ

ケl

SK045 8l，lffi ~t 4K.5K 3 5 不整形土坑 E2 180 120 80 
SK046より新， SK044よ

り古い。

SK124 104 北 4L 3 5 不整形土坑 E2 100 75 50 

SK123 104 ~t 4L.5L 3 5 不整形士坑 E2 120 95 50 

SK191 104 ~t 4L.5L 3 5 不整形土坑 E2 140 105 60 SK082のダブリを変更

SK037a 104 北 5K 3 5 不整形土坑 E2 155 110 60 SK037bを切る。

SK037b 104 ~t 5K 3 5 不整形土坑 E2 250 210 100 SK037aに切られる。

SK038 104 北 5K 3 5 不整形士坑 E2 250 160 70 

SK039 104 ~t 5K 3 5 不整形土坑 E2 205 140 95 

SK041 104 北 5K 3 5 不整形土坑 E2 85 50 30 

SK042 103 ~t 5K 3 5 不整形土坑 E2 75 65 12 

SK050A 103 ~t 5K 3 5 不整形土坑 E2 215 145 95 SX050Bを切る。

SK050B 103 ~t 5K 3 5 不整形土坑 E2 70 SX050Aに切られる。

SK053 北 5K 3 5 不整形土坑 E2 90 85 30 

SK054A 103 ~t 5K 3 5 不整形土坑 E2 180 (175) 45 

SK054B 103 ~t 5K 3 5 不整形士坑 E2 70 

SK058 104 ~t 5K 3 5 不整形土坑 E2 120 80 35 

SK110 103 ~t 5K 3 5 不整形土坑 E2 90 80 80 

SK111 103 北 5K 3 5 不整形土坑 E2 110 110 30 

SK122 104 北 5L 3 5 不整形土坑 E2 170 165 110 

SK207 105 南 5J 3 5 方形士坑墓 A1 245 160 55 常滑墾2(6b型式)

SK215 105 南 5J 3 5 円形土坑墓 C1 200 130 50 常滑婆1(9型式)

SX218 105 南 51.5J 3 5 長方・楕円形土坑墓 D1 85 55 40 常滑窪砥石l 土坑墓の可能性。

SK223 105 南 5J 3 5 長方・楕円形土坑墓 D1 165 120 50 常滑窪1 SX207(側溝)より古い

SK217 105 南 5J 3 5 不整形土坑 E2 190 180 50 

SK174 中 4L 4 6 方形土坑墓 A1 135 (120) 40 

SK176A 中 4L 4 6 方形土坑墓 A1 160 140 65 

SK197 中 4L 4 6 方形土坑墓 A1 260 230 20 新規番号

SK184C 108 中 4M 4 6 方形土坑墓 A1 190 155 40 
新規番号。 SK184Dを切

り， SK184Aに切られる。

SK176B 中 4L 4 6 隅丸方形土坑墓 B1 150 25 新規番号

SK182A 107 中 4L 4 6 隅丸方形土坑墓 B1 150 (140) 65 弥生1 SK182Cに切られる。

SK182B 107 中 4L 4 6 隅丸方形土坑墓 B1 155 30 新規番号

SK190 108 中 4M 4 6 隅丸方形土坑墓 B1 145 115 30 弥生1，常滑斐2，砥石1

SK184B 108 中 4M.5M 4 6 隅丸方形土坑墓 B1 (170) (160) (15) 新規番号

SK182C 107 中 4L 4 6 円形土坑墓 C1 120 30 焼土
新規番号。 SK182Aを切

る。

SK194 中 4M 4 6 円形土坑墓 C1 116 114 18 新規番号

SK195 中 4恥f 4 6 円形土坑墓 C1 146 136 25 新規番号

SK196 中 4M 4 6 円形土坑墓 C1 115 115 30 新規番号

SK184A 108 中 4M.5M 4 6 円形土坑墓 C1 160 160 75 縄文1，常滑婆1，カワフケ5



号掃図番
1/250 調査 形態分類 規 模

遺構番号 地区 グリッド
区画 年度
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SK175 107 中 4L 4 6 長方・楕円形土坑墓 Dl 170 115 80 

SK183 108 中 4M 4 6 長方・楕円形土坑墓 Dl 295 160 50 

SK184D 108 中 4M 4 6 長方・楕円形土坑墓 Dl 185 100 30 新規番号

SK189 107 中 4M 4 6 長方・楕円形土坑墓 Dl 100 75 30 
弥生1.瀬戸卸皿1.渥美聾

1 

SK193 中 4M 4 6 長方・楕円形土坑墓 Dl 115 115 30 新規番号

SK179 108 中 4L 4 6 不整形土坑墓 E1 115 (100) 70 

SK180 108 中 4L 4 6 不整形土坑墓 E1 110 85 45 

弥生2. 白磁皿1.常滑担鉢

SK185 107 中 4L 4 6 不整形土坑墓 E1 175 130 50 5(還元・7型式)・窪2・聾砥

石1.砥石1

SK186A 107 中 4L 4 6 不整形士坑墓 E1 165 110 70 常滑担鉢1

SK186B 107 中 4L 4 6 不整形土坑 E2 220 150 75 新規番号

SK187 107 中 4L 4 6 不整形土坑 E2 225 125 65 
常滑警1(5~6a型式).板碑

削りだし 斜面整形
1.鉄製金具1

SK188 中 4L 4 6 不整形土坑 E2 55 52 55 常滑担鉢1(還冗)・護l

SK001 110 東 4P 5 3 不整形土坑 E2 230 100 40 原始・古代の可能性。

SK002 55 東 30.3P 5 3 不整形土坑 E2 (330) 190 75 原始・古代の可能性。

SK006 110 東 3Q 5 3 不整形土坑 E2 210 100 30 原始・古代の可能性。

SK313 86 迂回 7I 7 6 円形土坑基 C1 (150) 150 35 SK311の西側。新規番号

SK304 115 迂回 6M.6N 8 6 長方・楕円形土坑墓 Dl 220 190 90 常滑饗4(6b型式)
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第 5節遺物(第116"-'142図，第7"-' 10表，図版26"-'35)

図示した遺物については，第3節遺構の各図になるべく掲載し説明した。各遺構中の遺物のスケールは

基本的には本節の図の1/2である。本遺跡出土の中・近世遺物は，遺跡の中央を東西に走る溝状道路(鎌倉

街道)に廃棄されたものを中心として，異遺構間の接合・同一個体関係が多くあるため，本節でまとめた

い。なお，各遺物は，種類別に基本的には時期の順とし，出土遺構を( )で記した。< >は同一個体と

推定されるものが出土した遺構である。また，遺物観察表で大きさ・整形・調整・胎土・焼成・色調・編

年・時期等を詳細に触れたので参照されたい。写真図版中の遺物番号は挿図中の番号と一致する。よって，

各遺物の説明は省略し，種類別に概観することとする。

1 貿易陶磁器(第116図，図版26)

遺跡全体では45点出土し(中世陶磁器・土器全体の約4%)，重量は約750gである。その内，白磁は 5

点，青磁は33点，褐柚壷類は 7点である。 1"-' 4は白磁碗・皿， 5"-'14は青磁碗・皿・瓶子， 15"-'17は鉄

軸の袋物である。基本的には13世紀後半"-'14世紀代のものが主体である。なお， 4の白磁皿は見込み部に

型押し花文が施されていて14世紀初頭頃， 14・15は中世前期の褐粕茶入であり，優品と見られる。

2 瀬戸・美濃(第117図~第118図，図版26・27)

遺跡全体では， 118点出土し(約10%)，重量は約2，800gである。内，小皿類は41点，大皿類は31点，碗

類は30点，播鉢は 7点，その他香炉等は 9点である。 18"-'30は縁軸小皿・小鉢， 31， 32は卸皿， 33"-'35は

天目茶碗， 36"-'43は灰粕平碗， 44"-'53は深皿・大皿類， 54， 55は鉄粕播鉢， 56は灰柚香炉， 58， 59は灰粕

瓶子である。古瀬戸後皿期"-'IV期 (15世紀中葉)が中心である。古瀬戸後IV期新段階 (15世紀末)以降の

遺物はほとんど出土していない。なお， 18の入子の出土は，白磁皿や茶入等と共に13世紀後半から14世紀

前半にかけての上層農民以上の階級の存在を想像させるものである。

3 志戸呂(第118図，図版27)

遺跡全体では，僅かに 9点 (0.6%)で，重量は約450gである。 60は鉄柚播鉢， 61は三(四)耳査であ

る。 61は古瀬戸後IV期であるが， 60は本遺跡で希有な大窯2期 (16世紀前葉)の遺物である。

4 渥美(第119図，図版27)

遺跡全体では，僅かに 8点 (0.7%)で，重量は約840gである。 62"-'65が壷・警である。時期は12世紀

後半"-'13世紀前半の遺物である。全体量は少量である。

5 常滑

遺跡全体では， 863点出土し，重量は約43kgであり，数で74%，重量で88%に達する。その内，コネ鉢は

292点，壷・聾が571点である。転用砥石も多く 83点を数える。

(1) コネ鉢(第120"-'122図，図版28・29)

66"-'75が3型式"-'6型式 (12世紀後半"-'13世紀後半)， 77"-'81が7型式 (14世紀前半)， 83・84が8型式

(14世紀後半)， 82・86"-'97が9型式 (15世紀前半)， 98"-' 116が10型式 (15世紀後半)である。量的には15
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世紀後半が主体である。

(2) 査・聾(第123'"'-'125図，図版29'"'-'31)

117'"'-' 122が壷で， 5'"'-' 6 a型式 (13世紀前葉~後半)と 9型式 (15世紀前半)， 10型式(15世紀後半)の

ものが出土した。以降は聾で， 123'"'-'125が5型式(13世紀前葉)， 126'"'-'132・138が6型式 (13世紀後半)， 

133'"'-'135が9型式 (15世紀前半)， 136'"'-'137・139'"'-'142が10型式 (15世紀後半)である。また， 143'"'-'147は

肩部の押印文， 148， 149は胴部の押印文があるもので， 145・148が3型式 (12世紀末)， 149が4'"'-'5型式

(13世紀代)， 143・147が5'"'-'6 a型式 (13世紀中葉)， 144が6b型式 (13世紀後半)， 150'"'-'154は底部であ

る。コネ鉢同様， 15世紀後半が主であるが，瀬戸・美濃製品との関係から15世紀中葉が中心であろう。

6 土器(第126図，図版31)

遺跡全体で， 131点出土し(約11%)，重量は約 1kgである。この内，カワラケは96点，瓦質土器は35点

である。カワラケは小片ばかりであり，一遺跡の量としては少量である。

(1) カワラケ

カワラケは少量でトあるが，次の様な法量の分類ができる。なお，底部回転糸切りは，判明できるものは

全て右回転である。

1 a類 口径6cm程，器高1.5cm程の小型で皿型のもの。 (155)

1 b類 口径6cm程であるが，器高2cm程と若干高い杯型のもの。 (156'"'-'158)

1 c類 口径恐らく 6cm程であり，器高もあり，杯型と推測されるが，厚手のもの。 (159，160) 

11類 口径8cm程，器高1.5cm'"'-'2 .Ocmの皿形のもの。 (161'"'-'164)

凹類 口径11cm程，器高3cm'"'-' 4 cmの杯型のもの。 (165'"'-'175)

IV類 口径15cm'"'-'16cm，底径9cm程の大型のもの。 (176'"'-'179)

(2) 瓦質土器

180は灰黒色の瓦質査， 181は浅黄櫨色の東海系羽釜である。後者は，瓦質というより硬質の土師器質で

ある。伊勢湾から瀬戸・美濃や常滑製品などと共に搬入されたもので15世紀代の製品と考えられる。

7 石製品(第8表)

(1) 茶臼(第127図，図版33)

本遺跡出土の茶臼は全て皿部 (182'"'-'187)であり，上部の回転部分は出土していない。

(2) 板碑(第127図，図版33)

本遺跡では少量しかない。キリークが刻まれるものを図示した(188'"'-'190)。全て緑泥片岩製の小型品で

あり， 15世紀代のものと考えられる。

(3) 砥石(第128'"'-'130図，図版34)

本遺跡出土全ての砥石を図示した。石材により，灰白色凝灰岩 191'"'-' 198，灰白色硬質凝灰岩 199'"'-'202， 

撞色凝灰岩 203'"'-'205，褐色凝灰岩 206，桃色凝灰岩 207， 208，褐色砂岩 209， 210に分類した。遺構

内出土のものは中世とみてよいであろう。常滑の転用砥石と共に砥石の量が多く，小型品であることから，

農具用ではないかと考えられる。
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ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

鰍
密
，
灰
白
良
好
(
明
緑
灰
)

貫
入
多
い

13
c
後
半
~

14
 c
前
半
か

14
 
青
磁

梅
瓶
S
K
3
0
7
，K
R
 
胴
部
一
部

ク
ロ
挽
き
整
形
後
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
鰍
密
，
灰
白
良
好
(
明
緑
灰
)
灰
白
~
灰
被
熱

中
世
前
期

レ
リ
ー
フ

~
灰

15
 
鉄
紬
陶
器
茶
入
S
X
0
0
7
 
口
縁
~
胴
部
(
 2.
4)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

鰍
密
，
灰
白
良
好
(
に
ぷ
い
赤
褐
色
)

13
c
後
半
か

1/
5 

16
 
鉄
粕
陶
器
茶
入
S
K
3
0
8
 
胴
部
1/
6

一
[
l.
 8
J 
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徽
密
，
明
褐
灰
良
好
(
赤
褐
)

に
ぶ
い
黄
樟
胴
部
に
沈
線
，
冗
の
粕

中
世
前
期

黒
色
が
禿
げ
た
か

17
 
鉄
車
由
陶
器
ニ
(
四
)
耳
S
X
2
0
7
 ，4
J
，
 
胴
部
一
部

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

鰍
密
，
浅
黄
良
好
(
オ
リ
ー
ブ
褐
に
ぶ
い
黄
耳
部
付
け
根
残
存

中
世
前
期

壷
4
K
，5
J 
，5
K
 

~
黒
褐
)

18
 
瀬
戸
美
濃
入
子
K
R
 

1/
5 

(
 8.
9)
 
(
 5.
0)
 
(
 2.
6)
 
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
後
，
口
縁
部
つ
ま
み
だ
鰍
密
，
灰
黄
良
好
灰
白
~
灰
，
(
オ
リ
ー
プ
灰
)
縁
柏

古
瀬
戸
前

II
I~
中
13
 c
後
半
~

し
。
底
部
回
転
糸
切
り
。

II
期

14
 c
前
葉

19
 
瀬
戸
美
濃
縁
粕
小
皿
S
D
0
2
7
 
1/
5 

(
 5.
4)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
底
部
回
転
糸
切
り
鰍
密
，
灰
白
良
好
浅
黄
，
(
灰
白
)

内
外
面
灰
粕
斑
状
に
付
古
瀬
戸
後
II
期

14
c
末
~
1
5
c

着
初
頭

20
 
瀬
戸
美
濃
縁
粕
小
皿
S
D
0
2
7
 
1/
5 

(
 5.
6)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
底
部
回
転
糸
切
り
徽
密
，
灰
黄
良
好
浅
黄
，
(
オ
リ
ー
プ
灰
)
灰
粕

古
瀬
戸
後

I
I
~
後

14
c
末
~
1
5
c

IV
期
古

前
半

21
 
瀬
戸
美
濃
縁
粕
小
皿
S
D
2
0
1
 
口
縁
部
1/
4
(1
1.
0)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

鰍
密
，
灰
白
良
好
(
に
ぶ
い
赤
褐
~
赤
黒
)
鉄
粕

古
瀬
戸
後
III
期
か
15
 c
前
葉

22
 
瀬
戸
美
濃
縁
粕
小
皿
3J
 

口
縁
部
1/
5
(1
0.
4)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徽
密
，
淡
黄
良
好
(
暗
褐
色
)

灰
粕

古
瀬
戸
後
III
期
15
 c
前
葉

23
 
瀬
戸
美
濃
縁
粕
小
皿
K
R
 

1/
7
 

(
 5.
4)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徽
密
，
灰
白
良
好
(
灰
オ
リ
ー
プ
)

灰
粕

古
瀬
戸
後
III
期
15
 c
前
葉



挿
図
産
地
等
器
種
名
遺
構
番
号
遺
存
度
単
位
:
cm
，
 (
復
元
値
)

整
形
・
調
整

胎
土
焼
成
色
調
(
)
は
施
納
部
分

備
考

編
年
時
期

番
号

口
径
底
径
器
高
外
面

内
面

外
面
|
内
面

24
 
瀬
戸
美
濃
小
鉢
S
D
2
0
3
 
口
縁
部
一
部

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徹
密
，
灰
白
良
好
(
オ
リ
ー
プ
黄
)

灰
粕

古
瀬
戸
後

II
I~
後
1
5
c
前
葉
~

IV
期

後
葉

25
 
瀬
戸
美
濃
縁
粕
小
皿
S
X
0
1
4
 
2/
3 

(
 9.
2)
 
4.
8 
2.
3 
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
底
部
回
転
糸
切
り
徹
密
，
灰
白
良
好
(
オ
リ
ー
プ
灰
)

灰
粕

古
瀬
戸
後
IV
期
古
15
c
中
葉

26
 
瀬
戸
美
濃
縁
粕
小
皿
S
X
2
0
8
 
1/
4 

(1
0.
2)
 
(
 4.
6)
 
(
 2.
4)
 
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
底
部
回
転
糸
切
り
微
密
，
灰
白
良
好
(
灰
オ
リ
ー
プ
)

灰
柚

古
瀬
戸
後
IV
期
古
15
c
中
葉

27
 
瀬
戸
美
濃
縁
紬
小
皿
S
X
2
1
4
 
1/
5 

(1
0.
4)
 
(
 5.
0)
 
(
 2.
4)
 
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徹
密
，
淡
黄
良
好
(
暗
オ
リ
ー
プ
)

灰
粕
，
被
熱

古
瀬
戸
後
IV
期
古
15
c
中
葉

28
 
瀬
戸
美
濃
縁
紬
小
皿
S
K
1
4
4
 
1/
3 

(1
1.
8)
 
(
 6.
2)
 
2.
8 
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

鰍
密
，
灰
白
良
好
浅
黄
，
(
オ
リ
ー
プ
黄
~
灰
オ
低
高
台
{
削
り
だ
し
)
古
瀬
戸
後
IV
期
15
c後
葉

リ
ー
プ
)

29
 
瀬
戸
美
濃
縁
粕
小
皿
S
D
0
1
7
 
1/
5 

(1
2.
8)
 
(
 5.
8)
 
2.
7 
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徹
密
，
灰
白
良
好
(
灰
白
~
暗
オ
リ
ー
プ
)
低
高
台
(
削
り
だ
し
)
古
瀬
戸
後
IV
期
15
c後
葉

30
 
瀬
戸
美
濃
縁
細
小
皿
S
X
0
0
5
 
2/
5 

(1
2.
2)
 
(
 6.
2)
 
3.
0 
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徽
密
，
灰
白
良
好
(
浅
黄
~
灰
オ
リ
ー
プ
)
低
高
台
(
削
り
だ
し
)
古
瀬
戸
後
IV
期
15
c後
葉

31
 
瀬
戸
美
濃
卸
皿
表
採

口
縁
部
1/
10

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
底
部
回
転
糸
切
り
鍛
密
，
浅
黄
良
好
灰
貧

浅
黄
(
オ
リ

古
瀬
戸
後
IV
期
新
15
c後
半

ー
プ
灰
)

32
 
瀬
戸
美
濃
卸
皿
K
R
，S
X
0
0
7
 
1/
4
 

(
 7.
6)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徹
密
，
浅
黄
良
好
に
ぷ
い
黄
，
(
灰
白
)

卸
部
分
使
用
痕
跡
な
し
古
瀬
戸
後
期

33
 
瀬
戸
美
濃
天
目
茶
碗
K
R
 

胴
部
以
下

(
 4.
3)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徹
密
，
灰
良
好
(
黒
)

古
瀬
戸
後

I
~
I
I
14
c後
半

1/
6 

期

34
 
瀬
戸
美
濃
天
目
茶
碗
S
P
2
0
4
 
1/
10
 
(1
1.
8)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徹
密
，
灰
白
良
好
淡
黄
~
浅
黄
，
(
褐
~
黒
褐
)

古
瀬
戸
後
III
期
1
5
c
前
葉

(
褐
~
黒
褐
)

35
 
瀬
戸
美
濃
天
目
茶
碗
S
K
3
0
8
 
1/
7
 

4.
0 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

鰍
密
，
淡
黄
良
好
淡
黄
，
(
黒
)
(
黒
)

古
瀬
戸
後
III
期
16
 c
前
葉

36
 
瀬
戸
美
濃
平
碗
S
X
2
0
7
 
1/
5 

(1
7.
8)
 
5.
7 
6.
3 
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徽
密
，
灰
貧
良
好
灰
黄
，
(
オ
リ
ー
(
オ
リ
ー
プ
内
外
面
ト
チ
ン
痕
跡
古
瀬
戸
後
11
期

14
c末

~
1
5
c

プ
黄
)

黄
)

初
頭

淡
黄
~
に
ぶ
い
(
オ
リ
ー
プ

14
c
末
~
1
5
c

37
 
瀬
戸
美
濃
平
碗
7
L
 

1/
7
 

5.
4 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徹
密
，
淡
黄
良
好
燈
パ
オ
リ
ー
プ

内
面
ト
チ
ン
痕
跡
古
瀬
戸
後
11
期

黄
)

黄
)

初
頭

38
 
瀬
戸
美
濃
平
碗
遺
跡
一
括
1/
7
 

4.
8 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徹
密
，
灰
白
良
好
浅
黄

(
オ
リ
ー
プ

古
瀬
戸
後
11
期

14
c末

~
1
5
c

黄
)

初
頭

39
 
瀬
戸
美
濃
平
碗
S
X
2
0
7
 
1/
7 

(1
5.
8)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

微
密
，
淡
黄
良
好
淡
黄
，
(
オ
リ
ー
(
オ
リ
ー
プ
内
面
ト
チ
ン
痕
跡
古
瀬
戸
後
III
期
1
5
c
前
葉

プ
黄
)

黄
)

40
 
瀬
戸
美
濃
平
碗
51
 

1/
5 

(
 4.
5)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
底
部
回
転
糸
切
り
後
鰍
密
，
灰
白
良
好
灰
白
，
(
オ
リ
ー
(
オ
リ
ー
プ
内
面
ト
チ
ン
痕
跡
，
削
古
瀬
戸
後
III
期
1
5
c
前
葉

へ
ラ
ナ
デ

プ
黄
)

黄
)

り
だ
し
高
台

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
底
部
回
転
糸
切
り
後

淡
黄
，
(
オ
リ
ー
(
オ
リ
ー
プ
内
面
ト
チ
ン
痕
跡
，
削

41
 
瀬
戸
美
濃
平
碗
S
K
3
1
1
 
1/
5 

(
 5.
7)
 

へ
ラ
ナ
デ

徹
密
，
淡
黄
良
好
プ
黄
~
灰
オ
リ
黄
~
灰
オ
リ
り
だ
し
高
台

古
瀬
戸
後
III
期
15
 c
前
葉

ー
プ
)

ー
プ
)

42
 
瀬
戸
美
濃
平
碗
S
K
3
0
8
 
ロ
縁
部
一
部

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

撤
密
，
浅
黄
良
好
(
オ
リ
ー
プ
灰
)
口
縁
部
内
側

古
瀬
戸
後

II
I~
IV
15
 c
前
葉

粕
禿
げ

期
古

43
 
瀬
戸
美
濃
平
碗
5I.
6
H
 
1/
6 

(1
7.
6)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徹
密
，
淡
貧
良
好
灰
黄
，
(
淡
黄
(
淡
黄
~
オ

古
瀬
戸
後
IV
期
古
15
c
中
葉

~
オ
リ
ー
プ
リ
ー
プ
黄
)

黄
)

44
 
瀬
戸
美
濃
折
縁
深
皿
遺
跡
一
括
口
縁
部
一
部
(2
9.
0)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

徹
密
，
灰
白
良
好
(
浅
黄
~
オ
リ
ー
プ
黄
)

古
瀬
戸
後
I
期

45
 
瀬
戸
美
濃
折
縁
深
皿
S
X
2
1
3
 
口
縁
~
胴
部
(3
2.
8)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

頼主
密，
淡
黄
良
好
浅
黄
か
ら
赤
褐
，
(
オ
リ
ー
プ

古
瀬
戸
後
III
期
1
5
c
前
葉

1/
10
 

黄
~
オ
リ
ー
プ
)

46
 
瀬
戸
美
濃
卸
目
付
皿
S
D
0
2
7
 
1/
10
 
(1
6.
6)
 

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

敏
密
，
灰
白
良
好
灰
白
，
(
オ
リ
ー
プ
黄
)
卸
目
部
分
上
端
の
み
古
瀬
戸
後
III
期
15
 c
前
葉

47
 
瀬
戸
美
濃
折
縁
深
皿
S
X
2
0
7
 
口
縁
部
一
部

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

砂
位
微
量
，
浅
良
好
淡
黄
，
(
灰
白
(
灰
白
~
オ

古
瀬
戸
後
III
期
1
5
c
前
葉

黄
~
オ
リ
ー
プ
リ
ー
プ
黄
)

黄
)

1 l H 叶 ∞ ー ー



時
期

年
編

考
備

色
調
(
)
は
施
紬
部
分

外
面
|
内
面

1
 (
オ
リ
ー
プ

黄
)

焼
成

土

長
石
粒
微
量
，

淡
黄胎

整
形
・
調
整

外
商
ー
-
士
一
一
内
面

単
位
:
c
m
，
 (
復
元
値
)

口
径
|
底
径
|
器
高

遺
存
度

遺
構
番
号

器
種
名

挿
図
|
産
地
等

番
号

古
瀬
戸
後
IV
期
古
11
5c
中
葉

浅
黄

良
好

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

(
 4.
0)
 

底
部
1
/
10

S
0
2
0
2
 

碗
形
鉢

48
 
1
瀬
戸
美
濃

14
c後
半

~
1
5
世
紀
前

半
古
瀬
戸
後
期

14
c
後
半

~
1
5
世
紀
前

半 14
c
後
半

~
1
5
世
紀
前

半 14
c
後
半

~
1
5
世
紀
前

半 14
c後
半

~
1
5
世
紀
前

半

灰
白
~
燈
-
(
オ
|
灰
白

リ
ー
プ
黄
)

胴
下
半
~
底

部
1/
3

三
足
の
一
つ
有
り

内
面
に
灰
柚
斑
状
に
付

着
，
見
込
み
部
に
砂
目
|
古
瀬
戸
後
期

痕
跡

良
好

鰍
密
，
淡
黄

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
外
面
へ
ラ
ナ
デ

(1
4.
8)
 

S
K
3
1
1
 

大
皿

49
 
1
瀬
戸
美
濃

灰
白
-
(
オ
リ
ー
プ
黄
)

良
好

鰍
密
，
灰
黄

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
外
面
へ
ラ
ナ
デ

(1
3.
0)
 

底
部
1
/
6

K
R
 

大
皿

50
 
1
瀬
戸
美
濃

古
瀬
戸
後
期

見
込
み
に
粕
垂
れ

灰
白
-
(
オ
リ
ー
プ
黄
)

良
好

徽
密
，
淡
黄

~
浅
黄

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

(
 7.
8)
 

底
部
1
/
2

7
H
 

深
皿

51
 
1
瀬
戸
美
濃

(
灰
白
~
オ
|
内
面
に
粕
ふ
き
取
り
痕
|
古
瀬
戸
後
期

リ
ー
プ
灰
)
1跡

浅
黄

良
好

鰍
密
，
浅
黄

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

(
 8.
6)
 

底
部
1
/
3

K
R
 

深
皿

52
 
1
瀬
戸
美
濃

t
内
面
に
粕
ふ
き
取
り
痕

浅
黄
~
に
~I
跡
，
見
込
み
に
砂
目
痕
!
古
瀬
戸
後
期

い
黄
樟
|跡

浅
黄

良
好

鰍
密
，
淡
黄

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
内
外
面
ナ
デ

(1
2.
4)
 

底
部
1
/
5

5
K
 

深
皿

53
 
1
瀬
戸
美
濃

浅
黄
-
(
黒
)
1
灰
黄

灰
-
(
灰
オ
リ
ー
|

プ
~
暗
オ
リ
ー
|
灰

プ
)

(
オ
リ
ー
プ
灰
)
1
灰
黄

I
 (
最
大
径
1
1.
6)

も
<
l
!
口
プ

灰
白
~
灰
黄

15
c
末

15
c 

大
窯
1
前

古
瀬
戸
後
期

さ
ぴ
粕

播
目
1
単
位
8
条

鉄
紬

(
灰
褐
)

(
赤
灰
)

(
褐
)

徽
密
，
長
石
微
粒
l |
良
好

少
量
，
浅
黄
燈
|

鰍
密
，
石
英
微
| |
良
好

粒
微
量
，
淡
黄
|

鰍
密
，
淡
黄
|
良
好

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
底
部
回
転
糸
切
り

口
縁
の
一
部

胴
部
の
一
部

S
X
0
0
7
 

S
X
0
0
5
 

播
鉢

播
鉢

54
 
1
瀬
戸
美
濃

55
 
1
瀬
戸
美
濃

15
 c
前
葉

古
瀬
戸
後
III

(
 3.
3)
 

1/
6 

S
K
3
0
8
 

香
炉

56
 
1
瀬
戸
美
濃

古
瀬
戸
後
IV
期
古
11
5c
中
葉

15
c代

古
瀬
戸
後
期

灰
粕

良
好

鰍
密
，
灰

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

|
徹
密
，
灰
黄

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
底
部
回
転
糸
切
り
後
|
鰍
密
，
灰
白
|
良
好

無
調
整

I
~
灰
黄

1
石
英
微
粒
微
量
-1
不
良

浅
黄
~
灰
黄

良
好

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
底
部
回
転
糸
切
り

(
 8.
2)
 

脚
部
1/
2

胴
部
1
/
4

胴
下
部
~
底

部
1/
3

口
縁
部
一
部

57
 
1瀬
戸
美
濃
|
尊
式
花
瓶
IS
02
01

S
X
2
0
7
 

瓶
子

瓶
子

58
 
1瀬
戸
美
濃

| | ] { 叶 。 ー ー
中
世

古
瀬
戸

に
~
~
)
河
川
人

オ
リ
ー
プ
)

浅
黄
~
灰
賞

(
 9.
2)
 

K
R
 

59
 
1
瀬
戸
美
濃

15
c後
半

古
瀬
戸
後
IV

鉄
紬
被
熱

l
に
ぶ
し
〉
褐

に
ぶ
い
赤
褐
-
1
 

四

oこ
ぶ
い
赤
褐
1-::
黄
灰
-
(
に
|
鉄
紬

lぷ
い
赤
褐

~
黒
褐
)

1
 

I
~
黒
褐
)

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

K
R
 

揺
鉢

60
 
1
志
戸
呂

15
c後
半

古
瀬
戸
後
IV

12
c
後
半

12
c
後
半

12
c
後
半

長
石
粒
少
量
-
I
 

灰
|
良
好
|灰

長
石
粒
少
量
-
1
 
|
良
好

貧
灰

|
 

へ
フ
ケ
ズ
リ
，
底
部
|
櫛
状
工
具
の
へ
ラ
|
長
石
粒
微
量
:
J
良
好

回
転
へ
ラ
切
り
|
ナ
デ

|
灰
黄
褐
~
褐
灰
|

タ
タ
キ
目

浅
黄

|
良
好
1灰

纏
:
霊
長
粒
|
良
好

ロ
ク
ロ
挽
き
整
形
，
底
部
回
転
糸
切
り

口
縁
~
胴
部
1
(1
1.
3)
 1
 (1
0.
2)
 

1/
5 

S
K
3
0
7
 

査
61
 
1
志
戸
日

へ
ラ
ケ
ズ
リ

胴
部
下
~
底

部
1
/
3

K
R
 

壷
62
 
1
渥
美

自
然
袖

(
オ
リ
ー
プ
灰
)
1
灰 灰
貧
，
褐
灰

暗
灰
黄

ヨ
コ
ナ
デ

(1
5.
0)
 

肩
部
の
一
部

底
部
の
一
部

胴
部
の
一
部

一
部

5
K
 

S
X
2
0
7
 

要 斐

63
 
1
渥
美

64
 
1渥
美

12
c
後
半

転
用
砥
石
，
内
面
一
部

灰
-
(
浅
黄
)
1
 自
然
粕

S
K
1
8
9
 

聾
65
 
1
渥
美

12
c後
半

13
c
前
葉

3
型
式

4
~
5
形
式

5
形
式

付
高
台

高
台
剥
落

に
ぶ
い
黄
燈

長
石
微
粒
少
量
|
良
好
|灰

良 一 好 一 好

不 一 良 一 良

一 微 一 多

量 一 英 量 一 や

多 一 石 多 一 や

粒 て や 一 粒

石 一 石 や 一 石

長 一 長 粒 一 長 量

I
 
(
摩
滅
)

横
ナ
デ

横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ

横
ナ
デ

(1
3.
8)
 

底
部

底
部

S
X
2
0
7
 

(S
X0
07
) 

S
0
0
2
7
 

担
鉢

担
鉢

66
 
1
常
滑

67
 
1
常
滑

13
c
前
半

褐
灰

口
縁
部

担
鉢
14
1 

68
 
1
常
滑

13
c
前
半

5
形
式

明
オ
リ
ー
プ

灰
灰
白

横
ナ
デ

口
縁
部

S
X
0
0
7
 

担
鉢

69
 
1
常
滑



挿
図
産
地
等
器
種
名
遺
構
番
号
遺
存
度
単
位
:
c
m
，
 (
復
元
値
)

整
形
・
調
整

胎
土
焼
成
色
調
(
)
は
施
紬
部
分

備
考

編
年
時
期

番
号

口
径
底
径
器
高
外
面

内
面

外
面
内
面

70
 
常
滑

担
鉢
4
L
 

日
縁
部

横
ナ
デ

長多
石量
微
粒
や
や
不
良
に
ぷ
い
黄
褐
灰
黄

6
a
型
式

13
c後
葉

71
 
常
滑

担
鉢
4
H
 

口
縁
部

横
ナ
デ

長
石
微
粒
少
量
良
好
灰
黄

6
a
型
式

13
c後
葉

72
 
常
滑

担
鉢
K
R
 

口
縁
部

横
ナ
デ

長多
石量
微
粒
や
や
不
良
灰

6
a
型
式

13
c
後
葉

73
 
常
滑

担
鉢
S
X
0
0
5
 

口
縁
部

横
ナ
デ

長
石
微
粒
少
量
良
好
灰

6
a
型
式

13
c
後
葉

74
 
常
滑

担
鉢
3
K
，
 (4
L)
 
胴
~
底
部

(1
1.
8)
 

横
ナ
デ

(
摩
滅
)

長多
石量
微
粒
や
や
良
好
灰
白
~
灰

高
台
造
り
か
け

6
a
型
式

13
c
後
葉

75
 
常
滑

裡
鉢
S
K
1
8
6
 
底
部
1/
10

10
.8
 

横
ナ
デ

(
摩
滅
)

粒
長
石
・
石
多
英
微
不
良
浅
黄

付
高
台
部
分
転
用
砥
石
6
a
型
式

13
c
後
葉

S
D
0
2
7
 

や
や
量

台、

76
 
常
滑

担
鉢
S
D
0
2
2
 
底
部
1/
8

(1
2.
4)
 

横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
(
摩
滅
)

長
石
粒
多
量
良
好
黄
灰

灰
黄
~
黄
灰
胴
石
部
転
用断
面
部
と
底
部
砥
6
型
式
か

13
c
後
半
か

77
 
常
滑

裡
鉢
S
K
1
8
5
，
 (
4
K
，
 1/
5 

(3
0.
0)
 
(1
1.
8)
 
10
.7
 
縦
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
横
ナ
デ
(
摩
滅
)
長
多
量石
微
粒
や
や
良
好
褐

黒
褐

口
縁
部
摩
滅
顕
著
7
型
式

14
c
前
半

L
，5
K
)
 

78
 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
7
 

口
縁
部
一
部

縦
位
へ
フ
ケ
ズ
リ
(
摩
滅
)

長
石
粒
多
量
良
好
に
ぶ
い
赤
褐
極
暗
赤
褐
断
面
砥
石
転
用

7
型
式

14
c
目
IJ
半

79
 
常
滑

担
鉢
3
K
，
 (4
1) 

口
縁
部
一
部

縦
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
横
ナ
デ

長
石
粒
や
や
多
良
好
に
ぶ
い
褐

片
口
部

7
型
式

14
c
前
半

量

80
 
常
滑

握
鉢
S
D
0
2
7
 

口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ
，
縦
位
へ
ブ
長多
石
微
粒
や
や
良
好
燈

に
ぶ
い
赤
褐
部断
面
砥
石
転
用
，
片
口
7
型
式

14
c
前
半

ケ
ズ
リ

し
3

81
 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
7
，
 
口
縁
部
一
部
(3
1.
4)
 

横
ナ
デ

長多
石量
微
粒
や
や
良
好
灰
赤

プ(
暗)
オ
リ
ー
内
面
自
然
粕
付
着
7
型
式

14
c
前
半

S
D
2
0
3
 

82
 
常
滑

握
鉢
S
X
0
0
9
，
 (
5
K
)
 
7/
10
 
29
.5
 
11
.0
 
10
.4
 
指
頭
押
ズ
圧
，
斜
位
へ

ラ
ケ
リ

横
ナ
デ

長
石
微
粒
多
量
極
良
好
明い
赤赤
褐褐
~
に
ぶ
明
赤
褐
ゆ
が
み
大

9
型
式

15
c
前
半

83
 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
1
 

ロ
縁
部
1
/
8
(2
8.
0)
 

縦
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
横
ナ
デ

量長
石
粒
や
や
多
粗
悪
浅
黄
燈
~
明
褐

8
型
式

14
c
後
半

84
 
常
滑

提
鉢
S
X
0
0
7
 

口
縁
部
1/
13

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
多
量石
微
粒
や
や
良
好
に
ぶ
い
赤
褐

部
断
脇面
砥
石
転
用
，
片
口
8
型
式

14
c後
半

85
 
常
滑

担
鉢
K
R
，S
X
2
0
7
 
口
縁
部
~
胴
(2
7.
8)
 
(1
1.
8)
 
10
.0
 
指
頭
押
ズ
圧
，
斜
位
へ
横
ナ
デ

砂
粒
少
量
良
好
赤

9
型
式

15
c
前
半

部
ラ
ケ
リ

86
 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
7
 

口
縁
部
1
/
12
(4
0.
0)
 
(1
9.
4)
 
(1
1.
4)
 
口
縁
縦
部
位
横
ナ
デ
，
ズ
胴

部
へ
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

砂
粒
少
量
良
好
に
ぶ
い
燈
灰
褐

9
型
式

15
c前
半

87
 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
7
 

口
縁
部
1
/
9
(3
5.
0)
 

口
縁
縦
部
位
横
ナ
デ
，
ズ
胴

部
へ
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

長多
石量
微
粒
や
や
不
良
に
ぶ
い
黄
褐
暗
褐

外
面
一
部
砥
石
転
用
9
型
式

15
c
前
半

88
 
常
滑

裡
鉢
S
K
1
8
5
 

口
縁
部
1
/
12
(3
3.
8)
 

口
縦
縁
部
位
横
ナ
デ
，
ズ
胴

部
へ
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

砂
粒
少
量
良
好
に
ぶ
い
燈
褐
灰

9
型
式

15
c
前
半

89
 
常
滑

担
鉢
表
採

口
縁
部
1
/
8
(3
5.
0)
 

口
縁
縦
部
位
横
ナ
デ
，
ズ
胴

部
へ
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

長
石
粒
少
量
良
好
に
ぶ
い
檀

9
型
式

15
c
前
半

90
 
常
滑

担
鉢
S
K
1
7
7
 

口
縁
部
一
部

口
縁
斜
部
位
横
ナ
デ
，
ズ
胴

部
へ
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

長多
石量
微
粒
や
や
良
好
褐

暗
褐

片
口
部

9
型
式

15
c
前
半

91
 
常
滑

担
鉢
K
R
 

口
縁
部
一
部

口
縁
縦
部
位
横
ナ
デ
，
ズ
胴

部
へ
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

長多
石量
微
粒
や
や
良
好
明
赤
褐

に
ぶ
い
樟
片
口
部

9
型
式

15
c
前
半

92
 
常
滑

担
鉢
4
D
 

口
縁
部
一
部

口
縦
縁
部
位
横
ナ
デ
，
ズ
胴

部
へ
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

長多
石量
微
粒
や
や
良
好
燈

に
ぶ
い
黄
燈
口
縁
部
砥
石
転
用
9
型
式

15
c
前
半

93
 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
7
 

口
縁
部
一
部

口
縁
部
横
ナ
デ
，
胴
横
ナ
デ

砂
粒
微
粒
少
量
良
好
に
ぶ
い
樟

9
型
式

15
c
前
半

部
へ
ラ
ナ
デ

94
 
常
滑

担
鉢
S
D
0
0
5
 

口
縁
部
1/
12
(3
5.
2)
 

口
縦
縁
部
位
横
へ
ナ
デ
，
ズ
胴

部
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

長
石
粒
少
量
良
好
に
ぷ
い
樟

9
型
式

15
c
前
半

95
 
常
滑

担
鉢
K
R
 

ロ
縁
部
一
部

口
縦
縁
位
部
横
へ
ナ
デ
，
ズ
胴

部
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

長
石
粒
少
量
不
良
に
ぶ
い
燈
灰
褐

9
型
式

15
c
前
半

96
 
常
滑

担
鉢
51
 

口
縁
部
一
部

口
縦
縁
部
位
横
へ
ナ
デ
，
ズ
胴

部
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

長
石
微
粒
少
量
良
好
灰

暗
灰
黄

9
型
式

15
c前
半



挿
図
産
地
等
器
種
名
遺
構
番
号
遺
存
度
単
位
:
cm
，
 (
復
冗
値
)

整
形
・
調
整

胎
土
焼
成
色
調
(
)
は
施
紬
部
分

備
考

編
年
時
期

番
号

口
径
底
径
器
局
外
商

内
面

外
面
内
面

97
 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
2
 
口
縁
部
一
部

口
縦
縁
部
位
横
ナ
デ
，
デ
胴

部
へ
ラ
ナ
横
ナ
デ

長
石
粒
少
量
普
通
赤
灰

に
ぶ
い
赤
褐

9
型
式

15
c
前
半

K
R
，
 

部口
縁指
部頭
横押
ア
圧
ナ
後
デ
，
斜
胴位

98
 
常
滑

狸
鉢
(S
K3
08
，
 
1/
3 

36
.0
 
(1
8.
2)
 
10
.0
 

横
ナ
デ

砂
粒
少
量
良
好
灰
褐

樟
10
型
式

15
c
後
半

SX
20
7)
 

へ
ラ
ナ

99
 
常
滑

担
鉢
K
R
，S
X
2
0
7
 
口
縁
~
胴
部
(3
7.
2)
 

部
口
縁
指
部
頭
横
押
圧ナ
デ
，
胴
横
ナ
デ

長
石
粒
少
量
良
好
燈

に
ぶ
い
複

10
型
式

15
c
後
半

1/
6
 

口縁
指ズ
部頭
横押
ナ
デ
，
胴

10
0 
常
滑

担
鉢
K
R
 

日
縁
部
1/
8
(3
7.
2)
 

部
圧
，
へ
ラ
横
ナ
デ

細
砂
粒
微
量
良
好
檀

に
ぶ
い
燈
断
面
砥
石
転
用

10
型
式

15
c
後
半

ケ
リ

10
1 
常
滑

担
鉢
4
L
 

口
縁
部
1/
9
(3
6.
2)
 

口
縁
縦
部
位
横
ナ
デ
，
ズ
胴

部
へ
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

長
石
粒
多
量
極
良
好
灰
赤

に
ぶ
い
赤
褐
外
面
砥
石
転
用

10
型
式

15
c
後
半

10
2 
常
滑

担
鉢
S
0
2
0
1
 
口
縁
部
~
胴
(2
5.
0)
 

口
縁
縦
部
位
横
へ
ナ
デ
，
ズ
胴
横
ナ
デ

細
砂
粒
少
量
良
好
に
ぷ
い
檀
明
赤
褐
外
面
一
部
砥
石
転
用
10
型
式

15
c
後
半
|
 

部
部
ラ
ケ
リ

10
3 
常
滑

担
鉢
S
X
0
0
7
 
口
縁
部
1
/
12
(2
7.
8)
 

口
縁
縦
部
位
横
へ
ナ
デ
，
ズ
胴

部
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

細
砂
粒
少
量
良
好
灰

10
型
式

15
c
後
半

10
4 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
7
 
口
縁
部
1
/
11
(2
7.
4)
 

口
縁
縦
部
位
横
ナ
デ
，
ズ
胴
横
ナ
デ

長
石
粒
や
や
多
良
好
赤
燈

に
ぶ
い
赤
褐

10
型
式

15
c
後
半

部
へ
ラ
ケ
リ

量

10
5 
常
滑

握
鉢
S
0
2
0
2
，
 
口
縁
部
1
/
8
(3
0.
6)
 

口
縁
縦
位
部
横
へ
ナ
デ
，
ズ
胴
横
ナ
デ

長
石
微
粒
多
量
良
好
燈

に
ぶ
い
赤
褐

10
型
式

15
c
後
半

S
X
2
0
7
 

部
ラ
ケ
リ

口縁
縦ズ
部位
横・
ナ
デ
，
胴

10
6 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
2
，2
08
 
口
縁
~
胴
部

部
横
位
へ
ラ
横
ナ
デ

長
石
粒
多
量
良
好
赤
褐

赤
褐
~
灰
赤

10
型
式

15
c
後
半

ケ
リ

10
7 
常
滑

控
鉢
K
R
，S
X
0
0
7
 
口
縁
部
1/
10

口
縁
斜
部
位
横
ヘ
ナ
デ
，
ズ
胴

部
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

長
石
微
粒
少
量
良
好
燈
~
赤
燈
赤
燈

10
型
式

15
c
後
半

10
8 
常
滑

担
鉢
S
X
0
0
8
 
口
縁
部
1/
13

部
口
縁
指
部
頭
横
押
圧ナ
デ
，
胴
横
ナ
デ

長
多
量石
微
粒
や
や
極
良
好
暗
赤
褐
色

10
型
式

15
c
後
半

10
9 
常
滑

担
鉢
S
K
3
1
1
，K
R
 
口
縁
部
1/
12

部
口
縁
指
部
頭
横
押
圧ナ
デ
，
胴
横
ナ
デ

長
石
微
粒
少
量
良
好
灰
赤

灰
10
型
式

15
c
後
半

11
0 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
7
 
口
縁
部
1/
13
(3
l.
0) 

口
縦
縁
部
位
横
ナ
デ
，
ズ
胴

部
へ
ラ
ケ
リ
横
ナ
デ

砂
粒
少
量
良
好
に
ぶ
い
燈

10
型
式

15
c
後
半

II
I 
常
滑

担
鉢
S
X
2
0
7
 
胴
部

(1
4.
8)
 

部
縦
位
横
へ
ラ
ナ
デ
，
ズ
下
横
ナ
デ

長
石
微
粒
少
量
良
好
に
ぶ
い
燈
~
赤
に
ぶ
い
燈
外
面
上
部
自
然
粕

位
へ
ラ
ケ
リ

褐

11
2 
常
滑

担
鉢
S
K
3
0
8
 
胴
~
底
部

(1
2.
4)
 

横
位
へ
フ
ケ
ズ
リ
(
摩
滅
)

長
石
粒
多
量
不
良
燈

に
ぶ
い
赤
褐

11
3 
常
滑

担
鉢
S
X
0
0
5
，
 
鯛
~
底
部

(2
0.
0)
 

横
位
へ
フ
ナ
デ
，
へ
(
摩
滅
)

長
石
粒
多
量
不
良
燈

黄
灰
~
燈

S
X
2
0
7
 

ラ
ケ
ズ
リ

11
4 
常
滑

担
鉢
S
0
0
2
7
 
胴1/
~6
底
部

(1
5.
0)
 

縦
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
(
摩
滅
)

砂
粒
少
量
不
良
に
ぶ
い
燈

11
5 
常
滑

担
鉢
S
X
0
0
5
 
腕1/
6~
底
部

(1
0.
0)
 

縦
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
(
摩
滅
)

砂
粒
微
量
極
良
好
に
ぶ
い
糧
赤
褐

断
面
砥
石
転
用

S
X
2
0
7
 

11
6 
常
滑

控
鉢
5
L
 

胴
~
底
部

(1
l.
4) 

縦ズ
位リ
・
横
位
へ
フ
ケ
横
ナ
デ

長多
石量
微
粒
や
や
良
好
に
ぶ
い
赤
褐
権

11
7 
常
滑
広
口
壷
S
X
0
0
7
 
口
縁
~
肩
部
(1
4.
6)
 

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
石
微
粒
微
量
良
好
に
ぷ
い
燈
褐
~
に

ぶ
い
赤

プ(
灰)
オ
リ
ー
口
縁
部
内
面
自
然
粕
5
型
式

13
c
前
半

11
8 
常
滑

査
S
X
0
0
7
 
胴
~
底
部

8.
0 

横縦
位
へ
フ
ケ
ズ
リ
，
横
ナ
デ

長
石
微
粒
少
量
良
好
灰
褐

黄
灰

5
~
6
a
型
式
13
c
代

(
K
R
，S
X2
07
) 

ナ
デ

11
9 
常
滑
玉
縁
壷
日
縁
K
R
 

口
縁
~
頚
部
(1
2.
2)
 

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
石
微
粒
多
量
良
好
に
ぶ
い
赤
褐

9
~
1
0
型
式
15
c
代

12
0 
常
滑
玉
縁
蓋
広
口
S
K
3
0
8
 
口
縁
部
1/
8
(1
9.
0)
 

横
ナ
デ

部
口
縁
横
部
位
横
へ
ナ
ラ
デ
ケ
，
胴ズ
砂
粒
少
量
良
好
灰
赤

褐
灰

10
型
式

15
c
後
半

リ



挿
図
産
地
等
器
種
名
遺
構
番
号
遺
存
度
単
位
:
cm
，
 (
復
冗
値
)

整
形
・
調
整

胎
土
焼
成
色
調
(
)
は
施
粕
部
分

備
考

編
年
時
期

番
号

口
径
底
径
器
局
外
面

内
面

外
面
内
面

12
1 
常
滑
玉
縁
壷
広
口
K
R
 

口
縁
部
1/
8
(1
9.
0)
 

横
ナ
デ

部
口
縁
横
部
位
横
へ
ナ
ラ
デ
ケ
，
胴ズ
砂
粒
少
量
良
好
に
ぷ
い
赤
燈
に
ぶ
い
黄
燈

10
型
式

15
c
後
半

リ

12
2 
常
滑

ヨ宜信
E
 
81
 

底
部
1
/
2

16
.4
 

斜
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
(
摩
滅
)

長
石
粒
多
量
良
好
灰

6
a
~
8
型
式
13
c
後
半後

~
1
4
c
半

12
3 
常
滑

蔓
S
X
2
0
7
 
口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ

粒
長
石
微
量・
石
英
微
良
好
(
灰
)

転自
然用
粕，
口
縁
部
砥
石
5
型
式

13
c
前
半

12
4 
常
滑

要
S
0
0
0
5
 
口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
石
微
粒
微
量
良
好
(
灰
褐
~
褐
灰
)
(
灰
褐
~
灰
自
然
粕

5
型
式

13
c
前
半

オ
リ
ー
プ

12
5 
常
滑

墾
K
R
 

口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
粒
石
微
量・
石
英
微
普
通
灰(
浅褐
黄~
)
黒
褐
，
黒黄
)
 
褐
，
 (
 
浅
自
然
粕

5
型
式

13
c
前
半

12
6 
常
滑

褒
S
K
3
0
8
，K
R
 
口
縁
部
~
屑
(2
8.
4)
 

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
石
粒
多
量
良
好
灰褐
，褐
~(
浅に
黄ぶ
)
い
赤
茶
か
ら
黒
石自
転然
粕用
，
 屑
部
断
面
砥
6
a
型
式

13
c後
葉

部

12
7 
常
滑

墾
S
X
2
0
7
 
口
縁
部
(3
8.
0)
 

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
石
微
粒
少
量
良
好
に
ぶ
い
赤
(
浅
褐
黄
~)
 に
ぷ
い
浅
赤黄

6
a
型
式

13
c後
葉

灰
褐
，

褐，
(i
if
i)
 

12
8 
常
滑

褒
S
K
3
1
1
，7
I 
口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
石
粒
微
量
良
好
灰
黄
~
灰
灰
白
~
灰
オ

6
a
型
式

13
c後
葉

リ
ー
プ

12
9 
常
滑

窪
S
X
0
0
3
 
口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
粒
石
少
量・
石
英
微
良
好
灰
白

灰
白

6
a
型
式

13
c後
葉

13
0 
常
滑

斐
K
R
 

口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
石
粒
微
量
良
好
(
オ
リ
ー
プ
黄
(リ
灰ー
~プ
灰)
オ
自
然
紬

6
a
型
式

13
c後
葉

~
灰
)

13
1 
常
滑

墾
K
R
 

口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長石
石英
粒粒
微少
量量
，
 
良
好
灰赤
褐白
，
(
に
ぷ
い
に
ぶ
い
赤
褐
体自
然
紬
，
13
2
と
同
一
個
6
b
型
式

13
c
末

灰
褐
)

13
2 
常
滑

斐
K
R
 

口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長石
石英
粒粒
微少
量量
，
 
良
好
に
ぶ
い
黄
燈
に
ぶ
い
赤
褐
体自
然
紬
，
13
1
と
同
一
個
6
b型
式

13
c
末

~
黒
褐

S
0
2
0
1
，K
R
，
 

長石
石英
粒粒
微多
量量
，
 

灰~
黄灰
褐貧
褐，
(淡
)
黄
に
ぶ
い
黄
褐褐

13
3 
常
滑

聾
(S
K2
15
，
 
口
縁
~
胴
部
(4
2.
6)
 

横
ナ
デ

横
ナ
デ

良
好

肩
部
に
自
然
紬

9
型
式

15
c
前
半

S
X
2
0
1
，2
07
) 

~
に
ぶ
い

13
4 
常
滑

墾
S
X
0
1
4
，4
L
 
口
縁
~
胴
部
(3
6.
6)
 

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長
石
粒
多
量
良
好
に
ぷ
い
赤
褐
に
ぶ
い
赤
褐
肩
部
に
自
然
紬

9
型
式

15
c
前
半

~
黒
褐

横
ナ
デ
，
ズ
頚
部
縦
位

黄黄
自燈灰然
~
に
ぶ
い

13
5 
常
滑

褒
K
R
 

口
縁
部
一
部

へ
ラ
ケ
リ

横
ナ
デ

細
長
石
粒
少
量
良
好

紬，
口唇
灰
部
灰
黄

9
型
式

15
c
前
半

13
6 
常
滑

斐
S
K
3
0
7
 
口
縁
部
1/
8
(4
2.
6)
 

横
ナ
デ

横
ナ
デ

細
砂
粒
少
量
良
好
に
ぶ
い
赤
褐
に
ぶ
い
赤
褐

10
型
式

15
c
後
半

(S
X2
07
) 

5K
30
7
，
 
5X
20
7 
，
 

13
7 
常
滑

墾
5K
 

口
縁
部
1/
8
(4
6.
4)
 

横
ナ
デ

横
ナ
デ

細
長
石
粒
少
量
良
好
灰プ
赤黄
，)
(
オ
リ
ー
赤
褐

自
然
粕

10
型
式

15
c
後
半

K(S
RK
，0S3
X0
，010
874)
 ，
22
2
，
 

S
K
3
0
4
 

頚頚
ケ部
部ズ
上下
リ半
半横
斜肩
位部ナ
へデ
，
ラ
指
後
横頭
に
よ
る
整
形

赤白
，)
(
淡
黄
~
灰

肩紬
部
ス
タ
ン
プ
，
自
然

13
8 
常
滑

喜重
(S
K2
07
，
 
胴
部
1/
4

へ
ラ
ケ
ズ
リ
，
ズ
横
胴
位部
位
へ
ラ
ケ
ズ
細
長
石
粒
少
量
不
良

燈
6b
型
式

13
c
後
半

SX
00
7)
 

リ
縦
位
へ
ラ
ケ
リ

13
9 
常
滑

聾
S
0
2
0
1
 
口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
少
量
良
好
に
ぶ
い
赤
(
淡
褐黄
赤
褐

頚
部
自
然
粕

10
型
式

15
c
後
半

~
灰
，

(~
fi

) 

14
0 
常
滑

要
S
X
2
0
7
 
口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

口ナ
縁デ
部
横
位
へ
フ
細
砂
粒
少
量
良
好
灰

鉄い
紬燈
，
 に
ぶ

10
型
式

15
c後
半

14
1 
常
滑

饗
K
R
 

口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ

細
砂
粒
微
量
良
好
褐鉄
灰柚
，
赤
口
褐縁
部
褐
灰

口
唇
部
端
使
を
転
用
砥
石
10
型
式

15
c後
半

と
し
て
用

14
2 
常
滑

褒
3
L
 

口
縁
部
一
部

横
ナ
デ

横
ナ
デ

長量
石
粒
や
や
多
良
好
暗
赤
褐
色

端
部
に
自
然
粕

10
型
式

15
c後
半

| | ] { ∞ N | |  



挿
図
産
地
等
器
種
名
遺
構
番
号
遺
存
度
単
位
:
cm
，
 (
復
冗
値
)

整
形
・
調
整

胎
土
焼
成
色
調
(
)
は
施
粕
部
分

備
考

編
年
時
期

番
号

口
径
底
径
器
両
外
面

内
面

外
面
内
面

S
X
0
0
9
，
 

横
押
位
印
文へ
ラ
ケ
ズ
リ
，

細量
長
石
粒
を
多

14
3 
常
滑

窪
(S
K1
87
，
 21
2
，
 肩
部
1/
8

良
好
(
灰
白
)

灰
押
印
文

5
~
6
a
型
式
13
c
中
葉

SX
20
7)
 

14
4 
常
滑

費
SD
20
2
，
 (
K
R
，
 肩
部
1/
8

縦
押
位
印
文ヘ
フ
ケ
ズ
リ
，
横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
少
量
良
好
(
オ
リ
ー
プ
灰
)
に
ぶ
い
赤
褐
押
印
文

6b
型
式

13
c
後
半

S
X
2
0
7
 

14
5 
常
滑

重
S
X
2
0
7
 

肩
部
一
部

押
印
文

指
後
横頭
に
よ
る
整
形

位
へ
ラ
ケ
ズ
細
砂
粒
少
量
良
好
(
灰
白
~
灰
)
灰

押
印
文

3型
式

12
c
末

リ

14
6 
常
滑

護
K
R
，
(S
P2
01
，
 肩
部
一
部

押
印
文

横
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ
細
砂
粒
少
量
良
好
赤
褐
.
(
黒
)
暗
赤
褐
自
然
紬
，
押
印
文

9
~
1
0
型
式
15
c
代

SX
20
7)
 

14
7 
常
滑

聾
S
K
3
0
8
 
屑
部
部

押
印
文

横
位
へ
フ
ケ
ズ
リ
長
石
粒
少
量
良
好
オ
リ
ー
プ
黒
暗
灰

押
印
文

3型
式

12
c
末

14
8 
常
滑

墾
SD
20
1 

胴
部
一
部

押
印
文

長
石
粒
多
量
良
好
暗
灰
黄

浅
黄

押
印
文
，
断
面
砥
石
転

4
~
5
型
式
13
c
前
半

用

14
9 
常
滑

要
K
R
，S
X
2
0
7
，
 胴 1/
部8
下
半

押
印
文

砂
粒
多
量
良
好
(
に
ぶ
い
燈
)
に
ぶ
い
燈
押
印
文
，
自
然
紬

~
7
型
式

中
世
前
期

(S
X2
07
B)
 

15
0 
常
滑

要
S
X
2
0
7
 
底
部
1/
4

(1
4.
2)
 

横ズ
位リ
・
縦
位
へ
フ
ケ
縦
位
へ
ラ
ナ
デ
長多
石量
微
粒
や
や
良
好
に
ぶ
い
燈
~
赤
に
ぶ
い
赤
褐

中
世

褐

15
1 
常
滑

斐
S
X
2
0
7
 
底
部
1/
4

(1
4.
6)
 

斜
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ

細
砂
粒
少
量
良
好
赤
褐

(
灰
白
~
暗

中
世

オ
リ
ー
プ

底
部
ズ
直
上
胴
斜
位
部
へ
フ

プ(
暗)
オ
リ
ー

15
2 
常
滑

要
2
N
 

底
部
1/
6

(1
6.
2)
 

ケ
リ
，
ズ
縦
位

長
石
粒
少
量
良
好
に
ぶ
い
黄
燈

中
世

へ
ラ
ケ
リ

15
3 
常
滑

要
S
X
2
0
7
 
底
部
1
/
6

(1
5.
4)
 

斜
位
へ
ラ
ケ
ズ
リ

砂
粒
少
量
良
好
赤
灰

ブ(
灰)
オ
リ
ー
外
商
及
び
断
面
砥
石
転

中
世

用

15
4 
常
滑

饗
SD
20
1 

底
部
1/
4

(2
3.
0)
 

斜
位
へ
フ
ケ
ズ
リ

細
砂
粒
少
量
良
好
に
ぶ
い
褐
(
灰
白
)

中
世

口を
縁欠
部く
1/
2
 

ロ
ク
ロ
挽
，
底き
に
よ
る
ロ
ク
ロ
ア
挽
き
に
よ
る

15
5 
土
器
カ
ワ
ラ
ケ
遺
跡
一
括

(
 5.
7)
 
4.
8 
2.
1 
指糸
ナ
デ
部
回
転
指
ナ

細
砂
粒
微
量
良
好
樟
褐

燈
褐

ロ
ク
ロ
右
回
転

1
 a類

中
世

切
り

15
6 
土
器
カ
ワ
ラ
ケ
4
K
 

1
/
5
 
(
 6.
8)
 
(
 4.
8)
 
1.
9
 剥指
糸ロ切
離ナク
著デロ
り
挽，，
し底底
いき
部部
に外
回よ
転面る
ロ
ク
ロ
挽
き
に
よ
る
細
砂
粒
微
量
普
通
黄
樫
褐

黄
燈
褐

I
b類

中
世

指
ナ
デ

ロ
ク
ロ
挽
き
に
よ
る
ロ
ク
ロ
ア
挽
き
に
よ
る

15
7 
土
器
カ
ワ
ラ
ケ
S
X
2
0
7
 
底
部
1/
4

(
 5.
0)
 

指糸
ナ
デ
，
底
部
回
転
指
ナ

細
砂
粒
少
量
普
通
に
ぶ
い
黄
燈
に
ぶ
い
黄
燈

1
 b類

中
世

切
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第8表 中・近世石製品観察表

挿図番号 種類 遺構番号 遺存度
単位:cm (復冗値) 〔現存値〕

観 察 色調 石材 時代・時期等
長さ 市圏 厚さ

182 茶臼 SX211 受皿部1/8 (24.8) [ 4. OJ 灰白 安山岩 中近世

183 茶臼 81 受皿部1/8 (30.2) [ 5. 3J 暗オリープ 安山岩 中近世

184 茶臼 SX207 受皿部1/4 (40.0) [ 5.5J 灰オリープ 安山岩 中近世

185 茶臼 SX207 臼部1/6 (27.8) 9.3 にぷい黄燈 安山岩 中近世

186 茶臼 SX207 口縁部1/6 (40.2) [l1.0J オリープ灰 安山岩 中近世

187 茶臼 KR 口縁部1/10 (55.0) [11.2J オリープ灰 安山岩 中近世

188 板碑 5K 上半部 [42.0J [15.5J [ 2. 2J 党字(キリーク) 緑灰 緑泥片岩 中世

189 板碑 SK014 上端部 [23.4J [11.5J [ 1. 6J 発字(キリーク) 緑灰 緑泥片岩 中世

190 板碑 表採 上端部 [22.3J [ 7. 3J [ 2. oJ 党字(キリーク) 緑灰 緑泥片岩 中世

191 砥石 4K 上半部を欠く [ 9. 7J 3.7 3.0 擦痕有り 灰白 凝灰岩 中近世

192 砥石 SK190 完形 10.2 3.2 2.9 擦痕有り 灰白 凝灰岩 中近世

193 砥石 SK173 上半部を欠く [ 7.6J 4.6 3.7 擦痕有り 灰白 凝灰岩 中近世

194 砥石 4K 上半部を欠く [ 8.9J [ 3. 2J 2.0 擦痕有り 淡黄 凝灰岩 中近世

195 砥石 51 上半部を欠く [ 6. 9J 4.3 2.5 擦痕有り 灰白 凝灰岩 中近世

196 砥石 SX007 上部先端を欠く [ 6. 4J 2.4 2.3 擦痕有り 淡黄 凝灰岩 中近世

197 砥石 4K 上半部を欠く [ 4ι] 3.1 2.3 擦痕有り 灰白 凝灰岩 中近世

198 砥石 4L 
上半部及び体部

[ 4.3J 2.2 [ 1. 4J 擦痕有り 灰白 凝灰岩 中近世
下半を欠く

199 砥石 SK185 完形 16.3 6.7 4.1 擦痕有り 灰白 砂質泥岩 中近世

200 砥石 SX014 
上半部及び体部

[ll.lJ 3.6 [ 2.5J 擦痕有り 灰白 凝灰岩 中近世
下半を欠く

201 砥石 KR 上半部を欠く [10.9J 4.6 4.0 擦痕有り 灰白 凝灰岩 中近世

202 砥石 KR 上半部を欠く [ 7. 5J 4.4 1.7 擦痕有り 灰白 凝灰岩 中近世

203 砥石 4K 
上半部及び下部

[ 5.1J 3.7 0.9 擦痕有り 燈 凝灰岩 中近世
先端を欠く

204 砥石 SX207 両端を欠く [ 3.4J 3.7 2.6 擦痕有り 黄燈 凝灰岩 中近世

205 砥石 SX207 両端を欠く [ 2. 4J 2.9 1.8 擦痕有り 浅黄燈 凝灰岩 中近世

206 砥石 SX007 上半部を欠く [ 4. 9J 3.9 2.6 擦痕有り 明赤褐 凝灰岩 中近世

207 砥石 KR 
上半部及び体部

[ 6.5J [ 4.5J [ 1. oJ 擦痕有り 淡赤樟 粘板岩 中近世
下半を欠く

208 砥石 SD027 
上半部及び体部

[ 3. 9J [ 2. 2J [ 1. OJ 擦痕有り にぶい赤燈 粘板岩 中近世
下半を欠く

209 砥石 KR 
上半部及び体部

[ 5. 2J [ 6. 3J 3.1 擦痕有り にぶい黄燈 凝灰岩 中近世
下半を欠く

210 砥石 KR 両端を欠く [ 5.3J 6.2 2.4 擦痕有り 灰オリープ 凝灰岩 中近世

-189 



8 金属製品

(1) 鉄製品(第131図，図版34)

211""""213は万子， 214は不明製品だが，三角状で刃部を有するので鉄鉱の可能性もある。 215，216は細い

板状の製品である。 217は鉄製の高坪， 218は環状の製品， 219は不明製品， 220は恐らく鉄鍋の取手部分，

221.......，224は釘状の平たい金具， 225""""236は釘である。

(2) 鉄津(第132図，図版35)

237， 238は炉内津， 239， 240は流動津である。本遺跡内に鍛治炉は検出されていないが，存在した可能

'性はあろう。

(3) 銅製品(第132図，図版35)

241， 242は飾金具， 243は取手， 244， 245はキセル， 246は不明筒状銅製品である。

(4) 銭貨(第133図~第134図，第9表，図版35)

中国銭については， 247， 248は唐銭， 249""""272は北宋銭， 273""""275は明銭，他に判読不明な小片が3枚

出土している。近世銭については，鎌倉街道で集中して出土した。 276，277は古寛永銭， 278""""280は17世

紀後半の鋳造， 281""""287は18世紀前葉の鋳造， 288""""290は19世紀代の天保通宝である。中国銭中に永楽銭

がないことは，陶磁器に16世紀代の遺物がほとんど無いことと一致し，街道の使用時期が窺えるものであ

る。

9 遺跡全体分布(第136図~第141図，第10表)

中世遺物は，遺構分布と同様，基本的には調査区の中央から西側(北区・南区・迂回路部)に集中し，

東側(東区)とは，その量に大きな隔たりがある。西側は溝状の比較的大規模な道である鎌倉街道が，中

世段階に掘削されて以来，数度の改修・整備が行われ，現代(調査前まで)ではアスフアルト道路が造ら

れ使用され続けてきた。その道路沿いに形成された中世の集落や墓地の遺物が，かなりこの道に廃棄され

ていることが窺える。

(1) 貿易陶磁，瀬戸・美濃，志戸日，渥美

鎌倉街道中心に，調査区中央部以西全体に分布が見られる。特に，整形区画A(SX005)内や鎌倉街道東端

部から南地区や迂回路部分でやや多く出土した。これは，SX005や南区東端部で検出された堀状の溝が上層

農民層の屋敷跡である可能性を物語るものと考えられる。

(2) 常滑

鎌倉街道内の中央から東側を中心に調査区中央部以西に分布する。なお，鎌倉街道出土破片と周囲の遺

構出土破片に接合関係や同一個体関係が多く見られることから，多くの破片が廃棄されたものと想像でき

る。東区や迂回路部分検出遺構出土遺物と鎌倉街道出土遺物の接合関係もあり，かなり広範囲に物が動い

てる。古手の還元炎焼成のものは，整形区画Aをはじめとした，調査区でも中央部の谷津の整形区画より西

側にやや多い様相がある。鎌倉街道に廃棄された時期については，主に宝永テフラ降下 (1708年)前まで

である。生活の中で廃棄されたか，その後の畑などの開発によって出てきたものが廃棄されたのかは不詳

である。なお，転用砥石の分布は特に偏りはみられず，全体に分布する。

(3) 石製品

基本的には，調査区中央部以西全体に分布するが，茶臼はほとんど鎌倉街道内，板碑は少量で散在，砥
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五輪塔の出土は見られなかったが，安山岩の丸石の石は鎌倉街道内中心に土坑墓出土のものある。なお，

その可能性もある。破片が鎌倉街道内から極く少量出土しており，

金属製品(4) 

基本的には，調査区中央部以西全体に分布する。道跡，土坑墓，方形竪穴等で僅かずつ見られる。ただ，

中国銭は土坑墓と鎌倉街道から，近世銭は鎌倉街道に集中する。銭貨については，

近世以降の遺物 (第11表，図版32)10 

そのほとんどが鎌倉街道内であ近世・近代の陶磁器が，本遺跡全体では124点、，瓦が14点出土している。

る。陶磁器は肥前磁器(碗類)，瀬戸・美濃陶器(碗類)，堺産揺鉢，産地不明鉄柚袋物，土人形等である。

また，瓦には転用その内， 19世紀後半の磁器も25点程ある。時期的には18世紀代から19世紀代の製品で，

砥石が2点含まれる。
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第134図銭貨(2 ) 

注1 本書では，中近世遺物の検討に際して，以下の文献を参考とした。

(貿易陶磁)

・森田 勉 1982 114~16世紀の白磁の分類と編年J r貿易陶磁研究.1No.2 貿易陶磁研究会

・上回秀夫 1982 114~16世紀の青磁碗の分類についてJ r貿易陶磁研究.1No.2 貿易陶磁研究会
・小野正敏 1982 115~16世紀の染付碗，皿の分類と年代J r貿易陶磁研究.1No.2 貿易陶磁研究会
・横田賢次郎・森田 勉 1978 I太宰府出土の輸入中国陶磁器についてー型式分類と編年を中心として-J r九州、|陶磁資
料館研究紀要.1 4 

・小野正敏 1985 I出土陶磁よりみた15・16世紀における画期の素描JfMUSEUM.I No.16 東京国立博物館
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(KR) (SX207) (SX207) 

。 (1/1) 

第135図銭貨(3 ) 

(瀬戸・美濃)

・藤津良祐 1986 i瀬戸大窯発掘調査報告Jr瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要V.I
・藤津良祐 1991 i瀬戸古窯社群II 古瀬戸後期様式の編年一Jr瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要.1x 
・藤淳良祐 1997 i中世瀬戸窯の動態JH財)瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要』第5輯

・藤淳良祐 1993r瀬戸市史陶磁史編四』瀬戸市
・藤淳良祐 1998r瀬戸市史陶磁史編六』瀬戸市
(常滑)

5cm 

・中野晴久 1994 i赤羽・中野「生産地における編年についてJri中世常滑焼をおってJ資料集』 日本福祉大学知多半島

総合研究所

・中野晴久 1995 i常滑焼編年作業と今後の課題Jr考古学ジャーナル.1No.396 ニューサイエンス社
(肥前陶磁)

・九州近世陶磁学会 2000 r九州陶磁の編年』
(貿易・国産陶磁器・土器全般)

-中世土器研究会編 1995 r概説 中世の土器・陶磁器』真陽社
・笹生衛 1997i中世の焼き物(年代推定の基準)Jr千葉県の歴史 資料編 中世1 (考古資料)j千葉県
(銭貨)

・小川 浩 1972 i寛永通宝銭譜」日本古銭研究会

・増尾書房 1976 i古寛永銭志改訂版」穴銭堂

・静岡いずみ会 1992 r穴銭入門寛永通宝新寛永銭の部一』書信館出版
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18
 
0.
83
 
2.
16
 

28
3 
S
X
2
0
7
 
寛
永
通
費
真
書
対
読
山
城
国
紀
伊
郡
伏
見
村
元
文
元

17
36
 
銅
24
.5
0 
20
.1
5 
7.
55
 
6.
45
 
1.
11
 
0.
78
 
2.
43
 

28
4 
S
X
2
0
7
 
寛
永
通
費
真
書
対
読
江
戸
深
川
亀
戸
村
元
文
2

17
37
 
銅
24
.5
8 
18
.7
5 
6.
65
 
5.
93
 
1.
10
 
0.
65
 
2.
40
 

28
5 
S
X
2
0
7
 
寛
永
通
費
真
書
対
読
江
戸
深
川
亀
戸
村
元
文
2

17
37
 
銅
23
.5
8 
19
.7
0 
7.
70
 
6.
80
 
1.
10
 
0.
71
 
2.
20
 

28
6 
S
C
 
寛
永
通
費
真
書
対
読
江
戸
深
川
平
野
新
田
元
文
4

17
39
 
銅
23
.0
0 
18
.9
0 
7.
23
 
6.
15
 
1.
11
 
0.
80
 
2.
23
 

28
7 
S
X
2
0
7
 
寛
永
通
宝
真
書
対
読

事
司与

18
c
前
銅
23
.1
8 

ー-
理院

ーー
司陣

2年
*
腐
食
の
た
め
癒
着
し
計
測
で
き
な
い

S
X
2
0
7
 
寛
永
通
宝
真
書
対
読

.臨
亀

ー臥
銅
22
.8
5 
*
 
*
 
7.
50
 
0.
80
 
0.
75
 
0.
96
 
両
面
と
も
磨
滅
も
し
く
は
無
文
銭

S
X
2
0
7
 
寛
永
通
宝
真
書
対
読

'ー
亀

18
c
前
~
鉄

本
.
 * 

事
'巳
.
 • 1
*
腐
食
の
た
め
癒
着
し
計
測
で
き
な
い

S
X
2
0
7
 
寛
永
通
宝
真
書
対
読

‘
 

• 
18
c
前
~
鉄

*
 

ー臨
.
 • 

ー臥
'
 

• 
1*
腐
食
の
た
め
癒
着
し
計
測
で
き
な
い

4
L
 
寛
永
通
宝
真
書
対
読

• 
• 

18
c
前
~
鉄

掌
ー-

傘
事邑
*
 
*
 

事
1
/
2欠
損
，
錆
の
た
め
計
測
せ
ず

28
8 
K
R
 
天
保
通
費
真
書

測候
天
保
6
~
19
c
代
銅
40
.5
5 
36
.1
0 
10
.4
0 
6.
50
 
2.
53
 
1.
58
 
18
.3
2 

28
9 
S
X
2
0
7
 
天
保
通
賓
真
書

司陣
天
保
6
~
19
c
代
銅
40
.9
3 
36
.7
5 
10
.9
0 
6.
03
 
2.
69
 
1.
58
 
19
.9
4 

29
0 
S
X
2
0
7
 
天
保
通
費
真
書

調ド
天
保
6
~
19
c
代
銅
40
.4
8 
35
.9
3 
10
.9
5 
6.
10
 
2.
68
 
1. 
74
 
20
.0
0 

S
X
2
0
7
 
二
銭
銅
貨

日
本
明
治
6
~
1
7
 
18
73
 
銅
32
.0
3 
30
.4
0 
*
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2.
45
 
2.
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第
10
表
中
・
近
世
陶
磁
器
遺
構
別
組
成
表
(
破
片
数
)
※
同
一
遺
構
内
で
接
合
し
た
物
は
，
1
点
で
計
算
。

貿
易
陶
磁

瀬
戸
・
美
濃

志
戸
呂
渥
美

常
滑

Ji
fí

+.
tr

~
・
U

I'J
i丘
jf
t 

遺
構
名

遺
構
種
類
白
磁

青
磁
陶
器
灰
粕
皿

羅主
深灰
大皿
皿柚
・
碗

語霊
他香
(蜜
炉・
瓶等
子)
・
鉄
壷柚
書課

コ
ネ
鉢
壷
・
聾

!4J1
M彬
1長系
カ
リ
リ;
11
1

近dιh
s
三n世t
 

鉄
柑
皿

聾
、::(

陶
磁
昔
話
1i
 

皿
碗
そ
の
他
褐
紬
壷
縁
柚
皿
卸
皿

灰平
粕碗
天茶
碗 目

コ
ネ
鉢
転
砥
用石
壷
・
重
野

?
ケ

S
X
0
2
4
 

縄
文
時
代
陥
穴

I
 

。
S
I0
02
 

古
墳
時
代
竪
穴
住
居

l
 

。
S
I0
03
 

古
墳
時
代
竪
穴
住
居

I
 

2
 
3
 

l
 
。

K
R
 

鎌
倉
街
道

5
 
皿
2
 

5
 
1
 

15
 
3
 
1
 
瓶
子
3
 
3
 

l
 
83
 
31
 
24
4 
1M
 

11 
39
2 
78
 
5
 
83
 

S
X
0
0
7
 

鎌
倉
街
道
側
溝

1
 
2
 
1
 

2
 
1
 

1
 

l
 
11
 
2
 
25
 

11
 
65
 
12
 

12
 

S
X
2
0
7
 

鎌
倉
街
道
側
溝

1
 
盤
l
 
1
 

1
 
3
 

瓶
子
2
 

49
 

M:l
 
1:1 

31
 
16
0 
19
 
5
 
24
 

S
X
0
0
3
 

道
6
 

3
 
10
 
。

S
X
0
2
2
 

道
1
 

5
 
11
 
。

S
O
O
O
I
 

溝
I
 

。
S
0
0
0
3
 

構
1
 

1
 

l
 

S
0
0
0
5
 

溝
4
 

5
 
。

S
0
0
0
9
 

漕
1
 

2
 
。

S
O
O
l1
 

溝
2
 
。

S
0
0
1
5
 

溝
。
1
 

S
0
0
1
6
 

溝
1
 

。
S
0
0
1
7
 

溝
l
 

2
 
。

S
0
0
2
0
 

溝
I
 

2
 
。

S
0
0
2
1
 

構
3
 
。

S
0
0
2
2
 

溝
1
 

1
 

3
 
1
 

1
 

S
0
0
2
4
 

溝
1
 

l
 
。

S
0
0
2
6
 

溝
l
 

2
 
。

S
0
0
2
7
 

溝
2
 

1
 

6
 
2
 
4
 
l
 

1
 
17
 
。

S
0
2
0
1
 

溝
1
 
盤
1
 

2
 

3
 

1
 
3
花
瓶
1
 

l
 

8
 
1
 

2
 
24
 
。

S
0
2
0
2
 

溝
1
 

2
 

l
 

4
 

8
 
。

S
0
2
0
3
 

溝
1
 

3
 

1
 

5
 
。

S
X
0
2
0
 

満
1
 

l
 
。

S
X
2
0
1
 

溝
l
 

1
 

1
 

3
 
l
 

1
 

S
P
0
0
3
 

ピ
ッ
ト

2
 
2
 
。

S
P
0
0
5
 

ピ
ッ
ト

2
 

2
 
。

S
P
0
0
7
 

ピ
ッ
ト

1
 

1
 
。

S
P
0
5
9
 

ピ
ッ
ト

2
 

2
 
。

S
P
0
6
0
 

ピ
ッ
ト

1
 

1
 
。

S
P
2
0
3
 

ピ
ッ
ト

1
 

1
 
。

S
P
2
0
4
 

ピ
ッ
ト

1
 

1
 
。

S
P
2
0
5
 

ピ
ッ
ト

I
 
1
 

2
 
。

5
G
-
P
O
O
l
 

ピ
ッ
ト

l
 

I
 
。

S
K
1
7
3
 

方
形
竪
穴

一
」

L
.
_
 

1
 

1
 
2
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貿
易
陶
磁

瀬
戸
・
美
濃

志
戸
呂
渥
美

常
滑

瓦
質
土
器
・
土
器

近
世

遺
構
名

遺
構
種
類

白
磁

青
磁

陶
器
灰
柚
皿

粕ノ鉢灰j
 、

深灰
大皿
粕皿
・

碗

鉄
播
紬鉢
他
香
(
壷
炉
・
瓶
等
子
)
・
鉄
萱柚
鉄
指
柚鉢

コ
ネ
鉢

壷
・
墾

東羽
海釜
系
EZ
 

近バ仁弘
，
世ミ回1ム

鉄
柚
皿

灰平
紬碗
天
茶
碗目

要
コ
ネ
鉢
転
砥
用石
壷
・
斐
転
砥
用石
査

カ
ワ

陶
磁
器
瓦

皿
碗
そ
の
他
褐
紬
壷
縁
柚
皿
卸
皿

ラ
ケ

S
K
1
7
8
 

方
形
竪
穴

l
 

2
 

3
 
。

S
K
3
0
1
 

方
形
竪
穴

I
 

2
 
。

S
K
1
2
0
 

方
形
竪
穴

l
 

2
 
。

S
K
2
0
4
 

方
形
竪
穴

2
 
2
 
。

S
X
0
0
5
 

方
形
竪
穴

3
 

8
 
2
 
8
 
1
 

13
 
39
 
。

S
X
0
0
5
G
 

方
形
竪
穴

。
S
X
2
0
8
 

大
型
竪
穴

1
 

1
 

4
 
。

S
X
2
1
3
 

大
型
竪
穴

1
 

1
 

2
 
。

S
K
1
7
7
 

井
戸

1
 

l
 

2
 
。

S
X
0
0
6
 

井
戸

l
 

3
 
。

S
X
2
1
4
 

井
戸

1
 
I
 梅
瓶
1
 

1
 

2
 

2
 

6
 
。

S
K
1
7
1
 

地
下
式
坑

1
 
1
 
。

S
K
3
0
7
 

地
下
式
坑

3
 

1
 

2
 

9
 
。

S
K
3
0
8
 

地
下
式
坑

1
 
2
 
香
炉
l
 

2
 

10
 

1
 
1
 
2
 
20
 
2
 

2
 

S
K
3
0
9
 

地
下
式
坑

1
 

l
 
。

S
K
3
1
1
 

地
下
式
坑

1
 

2
 

4
 

8
 
。

S
X
0
0
8
 

地
下
式
坑

l
 

l
 
2
 
。

S
X
0
0
9
 

地
下
式
坑

l
 

2
 
。

S
X
0
1
4
 

地
下
式
坑

1
 

l
 

2
 

4
 
。

S
X
2
1
1
 

地
下
式
坑

l
 

l
 

2
 
。

S
K
3
0
2
 

火
葬
土
坑
(
周
辺
)

鉄
粕
壷
l
 

2
 

3
 
。

S
K
0
1
2
 

円
形
土
坑
墓

1
 

。
S
K
0
5
2
 

不
整
形
土
坑
墓

1
 

。
S
K
ll
7 

隅
丸
方
形
土
坑
墓

3
 
3
 
。

S
K
1
3
6
 

方
形
土
坑
墓

1
 

。
S
K
1
8
2
A
 

隅
丸
方
形
土
坑
墓

I
 

。
l
 

S
K
1
8
4
A
 

円
形
土
坑
墓

I
 

5
 
6
 
。

S
K
1
8
5
 

不
整
形
土
坑
墓

5
 

2
 

9
 
。

S
K
1
8
6
A
 

不
整
形
土
坑
墓

1
 

I
 
。

S
K
1
8
9
 
長
方
・
楕
円
形
土
坑
墓

1
 

2
 
。

S
K
2
0
1
 

隅
丸
方
形
土
坑
墓

l
 
。

S
K
2
1
1
 

隅
丸
方
形
土
坑
墓

l
 

l
 
。

S
K
2
1
2
 

隅
丸
方
形
土
坑
墓

l
 
。

S
K
2
1
3
 

隅
丸
方
形
土
坑
墓

l
 

。
S
K
2
2
1
 

隅
丸
方
形
土
坑
墓

l
 

4
 
6
 
。

S
K
2
2
3
 
長
方
・
楕
円
形
土
坑
墓

1
 
。

S
K
3
0
4
 
長
方
・
楕
円
形
土
坑
墓

4
 

4
 
。

S
X
0
0
5
A
 

偶
丸
方
形
土
坑
墓

」
2
 
2
 
。
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貿
易
陶
磁

瀬
戸
・
美
濃

志
F
呂
渥
美

常
滑

瓦
質
土
器
・
土
器

近
世

遺
構
名

遺
構
種
類

白
磁

青
磁

陶
器
灰
粕
皿

灰柚ノ鉢l
 、

深灰
大皿
皿粕
・

碗

鉄
揺
紬鉢
他
香
(
査
炉
・
瓶
等
子
)
・
鉄
査粕
書課

コ
ネ
鉢

壷
・
聾

東羽
海釜
系
カ
ワ
合
中
世計

近合
世計

皿
碗

そ
の
他
褐
粕
壷
縁
柚
皿
卸
皿

鉄
紬
皿

灰平
碗柚
天
茶
碗目

雪量
コ
ネ
鉢
仲
転
砥
石用
E
 
三
民
薗Z
転
砥
用石
壷

ラ
ケ

陶
磁
器
瓦

S
X
0
0
5
B
 

隅
丸
方
形
土
坑
墓

1
 

l
 
。

S
K
0
1
8
 

円
形
土
坑

1
 
。

S
K
0
2
4
 

不
整
形
土
坑

1
 

1
 

2
 
。

S
K
0
3
0
 

不
整
形
土
坑

2
 
。

S
K
0
7
6
 

不
整
形
土
坑

1
 
。

S
K
I
0
2
 

不
整
形
土
坑

1
 

I
 
。

S
K
I
0
5
 

円
形
土
坑
墓

l
 

1
 

2
 
。

S
K
1
3
9
 

不
整
形
土
坑

1
 

S
K
1
4
4
 

不
整
形
土
坑

1
 
。

S
K
1
5
6
 

不
整
形
土
坑

2
 
2
 
。

S
K
1
8
7
 

不
整
形
土
坑

I
 
。

S
K
1
8
8
 

不
整
形
土
坑

I
 

1
 

2
 
。

S
K
1
9
0
 

隅
丸
方
形
土
坑
墓

2
 

2
 

1
 

S
K
2
0
7
 

方
形
土
坑
墓

2
 

3
 
。

S
K
2
1
4
 

隅
丸
方
形
土
坑
墓

l
 

l
 
。

S
K
2
1
5
 

円
形
土
坑
墓

l
 

l
 
。

S
K
2
2
0
 

円
形
土
坑
墓

1
 

2
 
。

S
K
2
2
2
 

不
整
形
土
坑

I
 

l
 
。

S
X
2
1
8
 
長
方
・
楕
円
形
土
坑
墓

l
 
。

2
L
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

I
 

1
 
2
 
。

2
M
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

2
 

2
 
。

2
N
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

I
 

。
2
0
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

l
 

1
 
。

3J
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

I
 

2
 

3
 
。

3
K
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

I
 

4
 

I
 

6
 
。

3
L
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

2
 

2
 

1
 
5
 
。

4
F
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

l
 

2
 

4
 
。

4
G
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

1
 

4
H
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

1
 

l
 

I
 

3
 
6
 
。

41
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

1
 

5
 

3
 

2
 
11
 
。

4J
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

l
 
l
 

2
 

1
 

1
 

6
 
。

4
K
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

2
 

1
 

4
 

2
 

4
 
15
 
。

4
L
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

l
 

6
 
2
 
6
 
1
 

16
 
。

4
0
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

4
 
1
 

1
 
6
 
。

5
F
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

1
 

5
H
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

2
 

4
 

2
 
8
 
1
 

51
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

4
 

4
 
1
 
5
 

2
 
2
 
19
 

5J
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

1
 

l
 
鉄
柚
壷
l
 

2
 

2
 
1
 

15
 

23
 
2
 

2
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貿
易
陶
磁

瀬
戸
・
美
濃

志
戸
呂
渥
美

常
滑

瓦
質
土
器
・
土
器

近
世

遺
構
名

遺
構
種
類

白
磁

青
磁

陶
器
灰
柚
皿

京鉢
深大
灰皿
柚皿
・
碗

鉄
摺
紬鉢
他
香
(
壷
炉
・
瓶
等
子
)
・
鉄
壷柚
鉄
摺
紬 鉢

コ
ネ
鉢

萱
・
窪

東羽
海釜
系
カ
ワ
合
中
世計

近
合
計世

皿
碗
そ
の
他
褐
柚
査
縁
粕
皿
卸
皿

鉄
紬
皿

灰平
粕碗
天
茶
碗目

要
コ
ネ
鉢
転
砥
石用
歪
・
璽
転
砥
石用
査

ラ
ケ

陶
磁
器
瓦

5
K
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

1
 

1
 

1
 

1
 
8
 

5
 
2
 

2
 
22
 
。

5
L
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

l
 

2
 

2
 

4
 
1
 

10
 
。

6
H
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

2
 

2
 
。

61
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

1
 
。

7
H
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

1
 

l
 

2
 
。

71 
グ
リ
ッ
ド
一
括

2
 
。

7
K
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

l
 

1
 
。

7
L
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

l
 

6
 

7
 
。

81
 

グ
リ
ッ
ド
一
括

梅
瓶
5
 

1
 
。

7
 

13
 
。

表
採

遺
跡
一
括

1
 
1
 

l
 

3
 
2
 

16
 
5
 
11
 
3
 

9
 
52
 
5
 
2
 
7
 

小
計

全
体

5
 
23
 

10
 
7
 
30
 
4
 
2
 
5
 
31
 
23
 
7
 
7
 

9
 
7
 
2
 
81
 
27
0 
22
1 
51
0 
61
 
11
 
24
 
96
11
，1
71
 
12
4 
14
1 
13
8 

34
 
2
 
5
 

5
 

33
 

7
 

31
 
30
 
7
 
9
 
7
 
2
 

29
2 

57
1 
11
 
24
 

集
計

全
体

41
 

8
 

97
11
，1
71
 
12
4 
14
1 
13
8 

45
 

11
8 

9
 

86
3 

35
 

割
合

3
.
8
4
%
 

1
0
.
0
8
%
 

0
.
6
0
%
 
0
.
6
8
%
 

7
3
.
7
0
%
 

2
.
9
9
%
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.
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0
%
 
1
0
0
%
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0
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第 7章おわりに

本遺跡の中心となる時代は，中世である。しかし，全時代を概観するにあたって，注意しなければなら

ない点は，調査区南西部の遺構の空白地域である。この地区はローム層上部まで削平・撹乱を受けており，

周囲の遺構密度から，この地区が空白であったことは考えられない。

第 1節原始・古代

1 旧石器時代

石器集中地点(ブロック)は，東西に長い調査対象区内の東端から北側境界付近，そして西端にEって

計6か所検出され，中央部には空白がある。中央部は上層遺構(主に中世)が密集し，立]1'ローム層上部

が撹乱されたこともあるが，あたかも直径230mの環状プロックの様な分布状況である。しかし，出土層位

(lV層"-'X層)はそれぞれで，有機的関係はないと見られる。

2 縄文時代

遺構は陥穴6基，遺物は若干量の早期・中期~後期・晩期の縄文土器細片で，石器の出土もなかった。

調査区南側は近年の削平部分であるが，遺物も微量であるので，調査区内には集落の存在は無く，縄文時

代には原野であったと考えられる。

3 古墳時代

当遺跡検出の竪穴住居3軒は，集落の中心から北側縁辺部に位置する一群と考えられる。主軸はほぽ同

一で，遺物の様相からも前期でほぽ同時期と見られるが，それぞれ特徴がある。一般的な形状のSIO01，横

長で拡張したためか主柱穴が6本のSIO02，亀甲状で柱穴がないSIO03である。特にSIO03出土の3つの炉器

台は，特殊な'性格を持った竪穴住居であることを推測させるものである。

4 奈良・平安時代

当該期の遺構は，奈良・平安時代(恐らく 8世紀後半頃)の方形周溝遺構1基のみであり，それに伴う

主体部や遺物もなく，遺跡全体の遺物も僅少である。周辺にも該期の集落はなく，墓域の一角であったこ

とが推測される。

第 2節中・近世

1 遺構(第142図)

中・近世の遺構については，第6章で，区画関連・生活関連・葬送関連に分けて紹介したが，ここでは，

それらを複合した時の本遺跡の景観について推測していきたい。

本遺跡の中央部以西について，区画関連遺構としての溝・道・整形区画・並木状植栽痕等によって，次

の様に鎌倉街道を東西の基本軸として南北方向に区画され，東西方向に並ぶ:12の短冊状の区画に分けられ

ることが見える。以下，その区画割の位置と内部の様相を概観する。

(北区)

-208-



S R 

J1ご????1.7
J-J0.3fb1;L;・

Q 

+ 

+ .・・

P 

汐ム。

。

区

c
c
一山口
H
L
F
+

I + 

N 

+ 

恥f

+ 

L 

市
川

K 

VI 

V 

J --H
ド

H
H
〉

+

N+ 

I H G 

+ X = -64.200 

F 

@ 

Ia 

E 

2 

3 

4 

1 

生活関連遺構

掘立柱建物跡(ほぽ確実なもの)

方形竪穴

井戸

VlII 

• 

葬送関連遺構 +

地下式坑

火葬土坑

土坑墓

• 

• 
合

• 

+ X = -64.300 

J
 J
 J
 /
 /
 /
 /
 

却

6 

7 

(1/1，000) 
50m F1伽機能別中世遺構分布第142図8 



I区道路跡SX019以西から調査区西端部

西側が調査区外で不明であるが， SX019の7m程西に段整形の一部が存在し，聞には掘立柱建物跡SB003

が想定できる。よって， 1区の内部はさらに区画されるようである。

II区道路跡SX019と道路跡SX003との聞 (22m)

掘立柱建物跡 3 棟~4 棟(1棟4.5m) が東西に並び，鎌倉街道との聞には空間が存在する。さらに北側

には垣根に想定されるピット列が東西に並ぶ。なお，掘立柱建物跡の間にある溝SD018によってさらに区画

される。土坑墓は2基想定できるが，浅いので確証は薄い。

III区 道路跡SX003と並木状植栽擾Cとの間 (17m)

11 区同様，掘立柱建物跡が東西方向に 3~4 棟並び，その南北に垣根に想定されるピット列が東西に配

置される。建物のすぐ南側には溝が東西に走る。なお，建物跡に重複して東寄りに士坑墓群が形成されて

いる。ピットを切る土坑の存在から，基本的には建物が先行したものと考えられる。建物群の北側は遺構

密度が粗であり，畑の存在も想像できる。一般農民の住居群の可能性がある。

W区 並木状植栽痕Cと，整形区画A(SX005)と道路跡SX022の聞の南北の空間(道か)との間 (22m)

整形区画A(SX005)を中心とする区画である。SX005内部には本遺跡で最大規模の掘立柱建物跡SB018が

東西方向に建ち，周囲を垣根と想定されるピット列がめぐる。また，整形の段際には，北側に半地下式土

坑墓2基，北西部に円形土坑墓4基，南西部に作業小屋または物置と考えられる方形竪穴2基が形成され

る。掘立柱建物跡の下にも方形竪穴があるが，掘立柱建物跡に先行するものか，或いは土間的なものの可

能性がある。つまり，この区画は西側の掘立柱建物跡群より上位である，上層農民の屋敷跡ではないかと

考えられる。なお，北側は遺構密度が粗であり，西側同様，畑等の存在が想定できる。

V区整形区画A(SX005)と道路跡SX022の聞の空間(道)と，溝S0025の間 (10m)

道路跡SX022を中心とする区画であり，SX005の東側出入口の可能性も考えられる。東寄りには土坑群が

形成されている。区画の端であることがこれらを形成させた一つの要因であろうか。

VI区並木状植栽痕DとS0017の西側段整形との間(l6m)

整形区画C・Dを中心とする区画で，北側から入り込む谷津により東に降りる緩斜面が整形されている。

北側から西側の段整形部分には地下式坑，中央部に掘立柱建物跡や方形竪穴，その中間に土坑墓群が形成

され，さらに南側には井戸が存在する。つまり，何らかの生活空間と墓域が切り合っている。新旧関係で

は，地下式坑や方形竪穴が土坑墓群より先行している。方形竪穴の機能によるが，作業小屋か下層農民の

住居の可能性が考えられる。後者とするならば，SX005やその西側の掘立柱建物跡群よりも下位になる可能

性があろう。

vn区 50017と50022との間 (9m) 

VI区の東側がさらに段整形された空間である。掘立柱建物跡と土坑群が存在する。明確な土坑墓は造ら

れていない。

(中区)

咽区整形区画F(l6m) 

VI • VII区とは対をなし，西側に傾斜する部分に段整形が行われて，内部に方形竪穴や土坑墓群が形成さ

れている。その配置は，中央部に方形竪穴，外側に土坑墓や地下式坑，やや離れて井戸と， VI区と共通す

る。ここも生活空間と葬送空間が切り合う地区である。



(東区)

E区 西側は調査区外で不明であるが，東は溝50009，北は溝50011の間(l6m以上)

南西に降りる緩斜面である。排水関係の溝と考えられるSD010の他はピットが若干存在する程度である。

(南区)

X区 東は削平・撹乱地区で不明であるが，西を整形区画Bの西端部，東を溝50022とする間(l6m)

北側の整形区画Bと南側の土坑群の聞に掘立柱建物跡と並木状植栽痕が存在し，さらに南北に区画される

ようである。整形区画Bには方形竪穴・地下式坑・土坑墓群・火葬土坑が形成され，新旧関係は，方形竪穴

→土坑墓→地下式坑→火葬土坑である。ここでも生活遺構と葬送遺構が交錯している。

XI区溝50022と堀状溝50201西端部が南に折れる部分との間(lOm)

遺構密度は薄いが，土坑墓群が存在し，南部には井戸が掘られている。

XII区 東は調査区外で不明であるが，西を堀状溝50201西端部とする間 (20m以上)

堀状の溝SD201は東西端部で南に折れ，内部には掘立柱建物跡が形成されている。この北側の鎌倉街道内

と共に，この地区の遺物には優品が多く，或いはSX005の階層より上位の上層農民かもしれない。大型不整

形竪穴SX201は浅く，或いは池の可能性も考えられる。なお， SX005の南西部にも同様の遺構が形成されて

いる。

以上，復元できる中世の景観は，まさに「街道を中心とした村(街村)Jであり，それぞれの区画の階級

には差異があり，墓は本来は屋敷墓であったことが考えられる。

2 遺物(第143図，第9表)

既に第6章で概観したが，遺物の組成をグラフ化した。改めて常滑製品の量の多さが特徴的である。

また，編年・時期の判明するものについての組成も表とグラフを提示する。これによると， 12世紀後半

から16世紀前半であるが，中心は， 13世紀後半~14世紀前半と 15世紀代の 2 時期あることがわかる。なお，

中世後期の常滑編年は半世紀単位なので，より，細かい瀬戸・美濃編年によると， 15世紀でも中葉中心で

あることがわかる。よって，後期のピークは15世紀中葉から後葉で， 15世紀末にはほとんど途絶えてしま

ったことが考えられる。一般的に土坑墓に副葬される銭が6枚になるのは， 15世紀後半以降であり， 16世

紀には永楽銭が入る傾向があるが，本遺跡ではそうした例がなく，寛永通宝の六文銭の出土もないことか

ら墓域は15世紀後葉までであることが推測される。生活遺構は，方形竪穴が土坑墓に切られる例が多い

ことから，基本的には墓に先行するものであろうが，屋敷墓として生活空間の中に同時存在していたもの

が，街村化と谷津部分を中心とした地区の共同墓地がピークを迎えたことが想定できる。

3 周辺遺跡との比較(第144図~第147図)

小橿川流域で調査された中世遺跡の遺物組成を提示する。この内，芝野遺跡については平成11年度の，

笹子城跡については平成12年度の整理作業の中で集計したものであり，後者は調査直後に提示された未整

理前の組成を変更したが，未だ確定されるものではない。芝野遺跡は13世紀後半~15世紀前半の山谷遺跡

より若干早く途絶えた農村，荒久遺跡は15世紀前半をピークとする門前集落・墓域とされる。また，笹子

城跡は，山谷遺跡で出土しなくなる古瀬戸後IV期新段階(15世紀後半)から大窯2期(16世紀前葉)の城

跡である。まず，目立つのは，カワラケの量であり，儀式の器としてのカワラケがやはり城跡で多い。ま

た，山谷遺跡の常滑製品の量は特質すべきものである。しかも，古くから新しい段階まで存在する。瀬戸・

美濃製品の鉢類が房総に大量に搬入されるのは，笹子城跡でもわかるが15世紀後半以降であり，印膳地域
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第143図 中世陶磁器組成

第11表 中世陶磁器時期判明破片組成表(年代観の幅があるものについては前後に振り分けた。)

貿易陶磁 瀬戸 美濃 志戸呂 渥美 常滑

時期
白磁 青 磁 灰粕皿

灰粕鉢 縁粕
灰F由 碗

コネ 査深皿・灰紬碗 天目 鉄揺紬鉢 鉄宝粕E 鉄播粕鉢 褒
合計 割合

皿 碗 その他 縁粕皿 卸肌 皿 大皿 平 茶碗
鉢 饗

12 c後半 1 3 8 12 3% 

13 c jjij半 1 6 8 16 31 9% 

13 c後半 I 15 皿 l 19 15 51 14% 

14 c iiリ半 2 2 盤 2 1 24 2 33 9% 

14 c後半 1 2 1 1 2 1 4 2 14 4% 

15 c jjij半 1 1 皿 1 8 1 1 3 4 4 l 53 4 82 23% 

15 c後半 12 1 l 2 l 2 2 35 80 136 38% 

16 c別半 1 1 2 1% 

361 100% 
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第144図 小橿川流域中世遺跡陶磁器組成比較



を中心とする千葉県北部以北では15世紀代は在地の瓦質播鉢が多く出土していること挙から，それまでは，

当地域では常滑製品が使用されると考えられる。鎌倉に近い街道沿いの集落であることが要因ではないか

と考えられるが，今のところ，他に明確な答えが出ない。

なお，本遺跡を通る「鎌倉街道j沿いの調査例をあげたい。西側に隣接した財団法人君津郡市文化財セ

ンター調査地区(同じく山谷遺跡)の調査では，中世から近世の溝・道が当センター調査の道跡とつなが

る様に検出されており， 13世紀'""14世紀後半(若干)と18世紀後半の陶磁器類や14世紀後半'""15世紀初頭

に推定される宝箆印塔も出土している。道は少なくとも15世紀初めには使用され，その西側で調査された

七人堀込遺跡で想定されたような，両側に側溝を伴う大規模な古代官道であったとは考えられないとして

いる。なお，転用砥石を含む近世瓦が多く出土していることも共通しており，注目される。つまり，当地

区では，江戸時代の18世紀後半以降に既に畑の開墾があったことが推定できる。さらに西方の境遺跡では，

狭小な調査面積ながら溝で区画された屋敷・畑・墓地が検出されており，本遺跡との共通点を見いだせる。

また，東方の天羽田稲荷山遺跡では，戦国期から宝永テフラ降下直前 (18世紀初頭)までの道が3面検出

されているが，規模が小さく出土遺物も少ないことから，中世では荒涼とした未開地に道だけが通る景観

が推測されている。

関東地方における発掘調査例で「市Jや「宿Jに想定される代表的な遺跡としては，埼玉県毛呂山町堂

山下遺跡と栃木県国分寺町下古館遺跡があげられる。堂山下遺跡は，①鎌倉街道の渡河地点に所在する，

②14世紀前半'""16世紀初頭の限定された時期の集落，③鎌倉街道に規制されるかたちで方形の屋敷地が存

在する，④鎌倉街道に接する屋敷地では15世紀以降，鎌倉街道に軒を接するように 2間x3間規模の建物

が横一線で立ち並び(町屋か)，その奥の屋敷地内には庇を有する規模の大きな建物(在家か)が散在して

いた，⑤職人が使用したと思われる「けがき針」が鎌倉街道に近い遺構から出土した，⑥一般農村では入

手し難いであろう舶載陶磁器，瀬戸・美濃産陶器，常滑産陶器等が多く出土した，等により文献史料や絵

図に見られる鎌倉街道の「苦林宿」ではないかと推定されている。また，下古館遺跡は， 150mX400mの

溝に固まれた空間内に，中央を通る道の両側に一辺50m前後の方形区画が存在し，それらが竪穴遺構・井

戸・土坑で構成される「日常的な空間Jとお堂・墓地などで構成される「宗教的な空間jに分けられ， 13 

世紀初頭'""15世紀初頭にかげて営まれた街道沿いの「市」に推定されている。なお，竪穴遺構(本書では

「竪穴状遺構J)は，生活関連遺構だけでなく，葬送関連施設であるものも想定されていることは注目しな

げればならない。さらに，埋め戻される例が多いことは，山谷遺跡と同様である。

この他県の2遺跡と本遺跡とは，確かに共通点が多い。しかし，本遺跡では， I堂jとしての施設が想定

できないこと， I市Jとしての特別な遺物(例えば，多くの銭貨)がないこと等があげられる。

4 山谷遺跡の性格

平成5年度調査担当者は，本遺跡の調査成果を次の様にまとめた。①集落域の中に建物が存在したとす

れば，貧弱な建物で占められている。②集落規模に比べ井戸が極めて少ない。③よって，恒常的な生活空

間としては捉えにくい。④集落域が大規模でかつ細長い展開をすると共に，道路に規制された区画である。

⑤立地からみると，周辺の台地下にある谷津田を意識しない集落の占地状況であり，畑作生産を基盤とし

た集落とすれば，あまりにも集落規模が大きすぎること。⑥以上より，本遺跡の景観は，道路に沿って仮

設店舗が並び，庖舗の聞からは奥に向かつて小道が伸び，奥には広場が確保されていた。これらは，農業

集落ではなく，三斎市や六斎市といった非日常空間である「市J跡で，その東側の一段低い場所には墓地
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第147図栃木県下古館遺跡全体図
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が設けられていた。⑦また，鎌倉街道の側溝埋没時期と集落域(二市)の廃絶時期が同時期となり，鎌倉

と上総国街を結ぶ官道の機能が低下するとともに「市」の賑わいもなくなったと解釈した;}

しかしながら，既に明らかにしてきた通り，①については，掘立柱建物跡は確かに古代的な明確な並び

ではないが，一定の方向や規格を有するものであり，垣根や鎌倉街道に面した庭も想定でき，仮設店舗に

しては規模が大きいこと，②については，次年度の隣接地域の調査も合わせると井戸は 6基存在し，各集

落や墓域に付随する様な位置にあること，③については，遺物の年代観は12世紀後半から15世紀後半の長

期間に亘り，常滑コネ鉢が多く，転用砥石も含め，生活感があること等が言える。④・⑤についてはその

通りであろう。解釈の大きな違いは，街道に沿った短冊状の区画それぞれに生活関連遺構と葬送関連遺構

があり，両者は同時存在して有機的な関係にあったもの(屋敷と匡敷墓)が，一部で街村化し，また一部

で墓域化したこと，各生活空間には階級差があること等であり，現時点では「市」とする積極的な理由は

ないと考えられる。

遺構の変遷については，中・近世遺物が鎌倉街道の覆土中から遺跡全体の約60%出土し，接合・同一個

体関係もかなり距離があること，土坑墓の共伴遺物が少ないこと，地下式坑出土遺物も多くは埋没過程で

の流入であること，等から，それぞれの遺構の時期特定は難しい。ただ，切り合い関係や遺物の分布傾向

から，ある程度の新旧関係は判明し，大きく次の様な変遷が考えられる。

① 13世紀""'-'14世紀前半 東西を通る道「鎌倉街道jの造成， IV区やXII区の屋敷地と調査区中央部の谷

津を中心とした台地整形区画と方形竪穴。屋敷墓も造られ始める。

② 15世紀前半~後葉 「鎌倉街道」の整備と掘立柱建物跡を中心とした街村の発展から終意，谷津を

中心とした共同墓地の発展から終意。火葬施設は最終段階か。

③ 18世紀後半~ 庶民の巡礼や各村を結ぶ街道としての整備と耕地開発の開始。

最近，発表された笹生衛氏の当地域の中世集落の景観変遷の想定に本遺跡を照らせば， 13世紀頃を中心

とする中世前半に，継続的な中小名主や有力作人層のB類屋敷地(lV・XII区)を中核として周囲に短期間

で小規模な作人層のA類屋敷地(VI""'-'珊区)が，聞に耕地を介在させながら緩やかに集合した状況であった

のが， 15世紀前半に農業生産性の向上・商品作物の生産，物流の活発化などにより街路型集村が形成され，

共同墓地も造られるが， 15世紀末には笹子城に代表される様に広域領主の城や城下への集住や新たな交通

路に面した街路型集村により近世そして現代の集落景観につながるのではないかと考えられる。

しかし，下古館遺跡で解釈される様な方形竪穴(建物跡)だけでなく，井戸も墓域に密接に伴うと解釈

される例もあることも注意しなければならず，いわゆる台地整形区画や地下式坑の性格と共に今後の課題

である。台地整形区画は，千葉県北部の台地上に多く検出されてきて，かつては，墓域とする見方が支配

的であった。しかし，段整形部分には地下式坑が，内部には墓だけではなく，ピット群や方形竪穴が形成

されており，本遺跡も同様な状況である。地下式坑の機能は現段階でも不明瞭であるが，掘立柱建物跡や

方形竪穴等と同時存在した可能性が高い。なお，埋没後に竪坑部から遺体を埋葬される例が多く，当初か

ら墓として機能したものではないと考えている。葬送関係とすれば一時的な遺体置き場であり，生活関連

であれば蔵的なものであろうか。これらの遺構の今後の研究の発展によって，本遺跡の性格がさらに解明

されることになるであろう。
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シリーズ番号 第411集

編著者名 井上哲朗

編集機関 財団法人千葉県文化財センター

所 在 地 干284-0003 千葉県四街道市鹿渡809-2 TEL 043-422-8811 

発行年月日 西暦 2001年3月31日

必首 り ま丞 毛主 コ 一 ド 調査面積ふりがな
北緯 東経 調査期間 調査原因所収遺跡名 所 在 ，地 市町村 i遺跡番号 m' 

さ山ん 谷や 遺 跡 袖そでケが浦うら市し野の田だ 12229 012 35度 140度 19920107----- 18，200 道路建設

あ字ぎか鎌II倉〈ら街かい道どう22ほか
25分 1分 19920327 
13秒 17秒 19930701-----

19940329 
19940401-----
19940630 

所収遺跡名 種 3U 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

山谷遺跡 集落跡 旧石器 遺物集中地点 6か所 石器

集落跡 縄文 陥穴 6基 縄文土器

集落跡 古墳 竪穴住居跡 3軒 土師器

墓域 奈良・平安 方形周溝遺構 1基 土師器・須恵器

集落跡・墓域 中近世 道 5条 陶磁器(白磁・青磁・ 中世の集落域・墓

溝 32条 瀬戸美濃・志戸日・ 域を中世~近世の

整形区画 8か所 渥美・常滑)，土器(瓦 道路が通る街村景

掘立柱建物跡 43棟 質査・東海系羽釜・ 観が復元できる。

方形竪穴建物跡20棟 カワラケ)，石製品 出土遺物の中心時

大型不整形竪穴 5基 (茶臼・板碑・砥石)， 期は13世紀後半~

棚列 14条 金属製品(釘・金具・ 15世紀後半で，常

並木状植栽列 14条 銭貨) 滑産コネ鉢や転用

ピット 約950基 砥石が多く生活感

井戸 6基 が強い。中世前期

地下式坑 14基 の常滑製品の量は

火葬土坑 10基 県内随ーで，良好

土坑墓 115基 な資料である。

土坑 180基
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